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序文

財団法人千葉県教育振興財団(財団法人千葉県文化財センターか

ら平成17年9月1日付で名称変更)は埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され

て以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の

発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，財団法人千葉県教育振興財団調査報告第549集として，

流山市思井堀ノ内遺跡(中世編)の発掘調査報告書を刊行する運び

となりました。これは常磐新線建設に関わる流山運動公園周辺地区

における，千葉県企業庁の土地区画整理事業に伴って実施したもの

です。

この調査では，中世 矢木郷の居館跡の一部のほか，全国的にも

希少な区画墓とそれに伴う中国龍泉窯産の青磁碗，白磁皿，和鏡等

が発見され，この地域の歴史を知る上で貴重な成果が多く得られて

おります。この報告書が学術資料として また 郷土研究の資料と

して広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦

労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成18年3月

財団法人千葉県教育振興財団

理事長佐藤健太郎



凡例

1 本書は，常磐新線建設に関わる流山運動公園周辺地区における，千葉県企業庁の土地区画整理事業に

伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県流山市思井字堀ノ内523-1ほかに所在する思井堀ノ内遺跡(遺跡コー

ド220-040)である。

3 発掘調査から報告書刊行に至る業務は，千葉県企業庁の委託を受け，財団法人千葉県文化財センター

(平成17年9月1日付で財団法人千葉県教育振興財団と名称変更)が実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者 実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，第1章第l節1項を加藤修司が，それ以外を上席研究員 天野努が担当した。

また，執筆に当って，陶磁器・土器類については国立歴史民俗博物館助教授小野正敏氏，愛知学院

大学教授藤津良祐氏，千葉市立加曽利貝塚博物館学芸員築瀬裕一氏に御教示いただいた。人骨歯につ

いては京都大学大学院理学研究科大薮由美子氏に鑑定を依頼し御教示いただいた。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，下記の諸氏・諸機関から御指導，御協力を賜った。記して感

謝の意を表します。(敬称略・順不同)

千葉県教育庁教育振興部文化財課，千葉県企業庁，流山市教育委員会，小野正敏，藤津良祐，大薮由美子，

川根正教，北i畢議，道i畢明，築瀬裕一 笹生衛，永嶋正春，井上哲朗

7 本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第8図 国土地理院発行 1125.000地形図「流山J(Nl-54-25-1-2) 

8 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。測量は日本測地系による。
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図版4 292号方形周溝区画墓，主体部(土坑墓)

と289号周溝

図版5 292号方形周溝区画墓主体部遺物出土状

況

図版6 292号方形周溝区画墓主体部遺物出土状

況，完掘状況

図版7 002号・ 003号溝状遺構全景，断面.003 

号完掘状況

図版8 607号台地整形区画.495号溝状遺構，

441号集石遺構全景.441号断面.441号

内喋集中カ所.476号井戸状遺構.447・

448号溝状遺構. 476号~481号 .483号全

景.556号台地整形区画全景. C62-55~ 

D62-53グリッド付近全景

図版9 148号溝全景.285号溝全景.425B号溝

状遺構全景.503号溝状遺構断面.567号

溝状遺構全景，

570号~572号溝全景

図版10 地下式坑のある地点.425D号地下式坑，

429号地下式坑.448号地下式坑.448号

地下式坑遺物出土状況.460号地下式坑

全景.460号地下式坑内士坑断面

図版11 496号地下式坑. 504号地下式坑.594号

地下式坑.550号地下式坑.595号地下式

坑.599号地下式坑



図版12 206号土坑， 251号土坑， 301号士坑， 320 図版17 中世遺物 (4)<常滑>

号土坑， 447号土坑， 493号土坑， 493号 図版18 中世遺物 (5)<常滑>

土坑馬の骨・歯・出土状況，土坑群 図版19 中世遺物 (6)<常滑>

図版13 491号土坑，501号土坑，502号士坑，501号・ 図版20 中世遺物 (7)<常滑・古瀬戸>

502号・ 505号土坑全景， 568号士坑全景， 図版21 中世遺物 (8)<瀬戸・美濃>

476号~481号 .483号全景， C62-55グリッ 図版22 中世遺物 (9)<瀬戸・美濃・在地産>

ド~D62-53グリッド全景 図版23 中世遺物 (10)<内耳土器・祖母懐茶査>

図版14 中世遺物(1)くかわらけ> 図版24 中世遺物 (11)<鉄製品・砥石・土錘>

図版15 中世遺物 (2)<渥美・常滑> 図版25 中世遺物 (12)<根石>

図版16 図版中世遺物 (3)<砥石として再利用 図版26 中近世遺物 <銭貨>

の須恵器・渥美・常滑> 図版27 近世遺物 <銭貨・陶器>



第 1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

常磐新線建設では周辺地区の土地区画整理事業が一体化して，千葉県企業庁により実施されることに

なった。そのため流山運動公園周辺地区においては，事業地内の埋蔵文化財の取り扱いについて平成10年

度に関係諸機関と協議が行われた。その結果 記録保存の措置を講ずることとなり，平成11年2月より財

団法人千葉県文化財センター(当時)が発掘調査を実施することとなった。

発掘調査及び整理作業に係わった各年度の担当職員，作業内容等は下記のとおりである。

(1)発掘調査

年度 期間 遺跡名 事務所 所長 担当者
対象面積 確認調査(ぱ) 本調査(ぱ)

(ぱ) 上層 下層 上層 下層

平成1011.2.1 
思井堀ノ内

鈴木定明
調査室長

11.3.26 遺跡 蔀淳一
7，713 990 

研究員

平成11
12.2.10~ 思井堀ノ内 慶瀬和之

12.2.18 遺跡(2 ) 研究員
396 40 

山田貴久

調査室長

蔀淳一
12.5.1 ~ 思井堀ノ内 上席研究員 平10
13.3.29 遺跡(3 ) 及川淳一 竹田良男

1，816 
実施済

104 1，816 300 

研究員

平成12 中道俊一

12.9.20~ 思井堀ノ内 調査室長 平10
13.3.29 遺跡 (4) 西

575 
実施済

575 
音E 蔀淳一

13. 1.9~ 思井堀ノ内 調 上席研究員

13.3.29 遺跡(5 ) 査 竹田良男 2.145 200 255 
事

思井堀ノ内 務 平10
遺跡 (3) 所 300 

実施済
12 300 。

思井堀ノ内

遺跡 (4) 488 
平10
36 488 180 

その1
実施済

思井堀ノ内 調査室長

平成13
13.4.5~ 遺跡(4 ) 郷堀英司 575 

平10
44 
平12
360 

13.8.31 その2
田坂浩

上席研究員
実施済 実施済

立石圭一
思井堀ノ内

遺跡 (5) 300 
平12
15 300 。

その 1
実施済

思井堀ノ内

遺跡 (5) 255 
平12

8 
平12 。

その2
実施済 実施済
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年度 期間 遺跡名 事務所 所長 担当者
対象面積 確認調査(ぱ) 本調査(rri) 

( rri) 上層 下層 上層 下層

13.4.5~ 
思井堀ノ内

13.8.31 
遺跡(5 ) 調査室長 441 

平12
8 441 。

その3 西 郷堀英司 実施済

音E 上席研究員
13.5.l ~ 思井堀ノ内 調 立石圭一

平成1313.8.31 遺跡(6 ) 査 田坂浩
1，804 198 56 770 48 

事

務所
調査室長

13.9.l ~ 思井堀ノ内 郷堀英司

13.l2.25 遺跡 (7) 上席研究員
2，971 222 131 2，300 。

久高将勝

14.6.3~ 思井堀ノ内
西

平10
14.8.23 遺跡 (8) 

1，038 128 1，038 。
平成14 音日 実施済

調14.l2.2~ 思井堀ノ内 調査室長 平10
15.1.31 遺跡 (9 ) 

査 田坂浩 709 16 709 。
事 郷堀英司 実施済

務
平成15

16.2.9~ 思井堀ノ内 平10
16.2.27 遺跡 (10)

所 292 8 292 。
実施済

( 2 )整理作業

年度 期間 遺跡名 事務所 所長 担当者
対象面積

内容
(ぱ)

15.5.l ~ 
西事

平成15
15.7.31 思井堀ノ内 部務 田坂浩 調査室長 12，088 水洗の・注一記部， 記録整理から分類・16.3.l ~ 遺跡 調所 郷堀英司 選別 まで

16.3.31 査

査調

平成1717.6.l ~ 思井堀ノ内 整部 加藤修司 上席研究員 12，388 分(中類世選編別)の一部から報告書刊行18.3.31 遺跡 天野努 まで
理
言果

2 調査の方法と調査概要(第6図)

調査にあたっては，国土方眼座標を基準に，開発区域の調査対象地を覆うように， 40mx40mの方眼網

を設定し基準点測量を行った。これを大グリッドと し，北西に起点を置いて，東西のY軸は西から順に

A， B， C・・・ ，南北のX軸は北から順に1， 2， 3・・・と記号を付した。このため，開発区域全域の中

で，今回報告する当遺跡の調査対象地域は，大グリッドとしては， Y軸がC~G， X軸が58~62までの区域

となっている。そして，さらに この大グリッドを4mx4mの小グリッド100区画に分割し北西隅を起

点に西から東へ00，01， 02・・.09，北から南へ00，10， 20・・・ 90と番号を付け，南東隅を99とした。

これを組み合わせて表すと，小グリッドの呼称は，例えばC58-58などとなる(第6図のグリッド図)。なお，

Y軸のC~G， X軸の58~62の各公共座標値は第 6 図の遺構全体図に記した通りである 。

発掘調査は上層の確認調査，本調査に続いて下層の調査へと実施したが，用地問題等の関係で相前後し

た場合もある。上層の確認調査は対象面積の10%を原則にトレンチを設定し遺構，遺物の分布状況を調

べ，本調査範囲を限定した。下層の確認調査は対象面積の4%を原則にグリッドを設定し石器の分布状

況を調べた。上層の本調査はパックホウによる表土除去後，全域の遺構を調査した。下層の確認調査では

つ臼
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第1図 思井堀ノ内遺跡平成10年度~平成15年度までの調査区 (確認調査及び一部本調査)

クラムシェルによる掘削を一部で用いている。遺物の取り上げについては，遺構に伴って出土したものに

ついては遺構内の通し番号で，包含層や旧石器時代の遺物についてはグリッド内の通し番号で取り上げて

いる。

これまでの調査で検出された遺構・遺物は旧石器時代から中近世に至るまで数多くに及んで、いる。時代

別の主な遺構は次の通りである。旧石器時代 石器群19地点，縄文時代一竪穴住居跡5棟・炉穴23基・陥

し穴21基(早期).奈良・平安時代一竪穴住居跡29棟・掘立柱建物跡4棟・土器焼成遺構1基・柵列2.

土坑7基，中近世一館跡1ヶ所(掘立柱建物跡6棟・柵列1・ピット列2・ピット多数・堀跡2条・溝状

遺構1条・土坑1基)・方形周溝区画墓1基・台地整形区画3地点・溝状遺構27条・井戸状遺構1基・地

下式坑13基・土坑59基・集石遺構1基等。

これらの検出された遺構群については，遺跡全体が調査されたわけで、はなく，未調査区域も多い為，各

時代ともに全容が把握されているわけではないが，今回報告する中世 (近世含む)遺構群の分布状況につ

いては，第6図の遺構全体図に示す通りである。この図からみられるように，中世の遺構群は縄文時代や

円
台

υ



確認調査で終了

己平成10年間調査終了区
(思井堀ノ内遺跡(1)) 

平成11年度確認調査終了区
(恩井堀ノ内遺跡 (2)) 

| l平成昨度確認調査終了区

111111111時九跡 (5))

第2図 思井堀ノ内遺跡年度別調査区(上層) 1 (平成10年度~平成12年度)

恩井堀ノ内遺跡 (3)

111111111 問ノ吋♂

恩井堀ノ内遺跡 (5)

そのしその3

恩井堀ノ内遺跡 (6)

恩井堀ノ内遺跡 (7)

第3図 思井堀ノ内遺跡年度別調査区(上層) 2 (平成13年度)
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恩井堀ノ内遺跡 (8)

(平成14年度)

思井堀ノ内遺跡 (9)
(平成14年度)

思井堀ノ内遺跡 (10)

(平成15年度)

十十

十

暑
〆

(平成14年度~平成15年度)3 思井堀ノ内遺跡年度別調査区(上層)第4図

思井堀ノ内遺跡 (3)本調査区
(平成12年度)

思井堀ノ内遺跡 (4)その 1本調査区

(平成13年度)十
四

十
産霊

恩井堀ノ内遺跡 (4)その2本調査区

(平成13年度)

思井堀ノ内遺跡 (6)本調査区

(平成13年度)
111111111 

岸川匂
十盛

確認調査については、原則として上層

調査の完了後に対象面積の 3%相当分を

グリ ッド発掘 (2mx2m)している。

(平成10年度~平成15年度)思井堀ノ内遺跡年度別調査区(下層)
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奈良・平安時代の遺構群が多く分布する台地中央部付近にはほとんど検出されておらず，台地北西部の区

域と，台地南側及び東側に分布が集中している傾向がうかがわれる。そして，検出された遺構群の分布状

況からすると，館跡とした遺構群が台地北西部の区域に，方形周溝区画墓や台地整形区画，地下式坑，土

坑等の遺構群は台地の南側，東側に各々占地している点が注目される。

3 整理の方法と報告書の作成

今回の報告は，中世編であり，整理期間も短い為，整理作業においては，次のような方法をとった。

遺物については，①中世の遺構はもとより，包含層(グリッド)や近世及び奈良・平安時代の遺構から

出土している中世遺物(特に陶磁器・かわらけ類等)も摘出し調査区域から出土した中世遺物の総体を

出来るだけ把握するようにした。②中世遺構から出土した遺物であっても，縄文時代，奈良・平安時代の

遺物や溝状遺構等から出土した鉄製品等で器種・時期が不明なものは整理期間等の都合もあり，詳細は次

回以降の報告でとりまとめることとし出土の有無を記載するに留めた。③遺物の分析鑑定についても，

同様の都合等から次回の報告でとりまとめることとした。④近世以降の遺物については，遺構の時期等把

握する上で必要な範囲で取り上げることとした。⑤図示した中世遺物で，出土状況がわかるものは，出来

る限り出土場所を図化するように努めた。等々である。

遺構については，調査が複数年度にわたり，更に調査区域も小間切れ的に行われているため，同一遺構

が部分的に複数回にわたって調査されている場合も多く，各遺構は掘立柱建物跡の柱穴・ピット類を含め

検出順に個々に遺構番号が付されて調査がなされている。この点については，特にピット群(掘立柱建物跡)

や方形周溝区画墓・溝状遺構は著しく，更に遺構図面については，複数枚の図面を合わせることで一つの

遺構の全容が把握出来るという状態であった。この為，遺構については，以下のように取り扱った。①遺

構の名称が内容と一致しないものや遺構番号のみで取扱われているものについては，新規に名称を付した

り，変更している。但し，遺構・遺物番号は調査時の番号である。②特に想定復元した掘立柱建物跡と柵

列跡の各遺構については，調査時の遺構番号がない為，整理作業の際に新たに番号を付して 1号掘立柱建

物跡， 1号柵列跡等と呼称した。なお，遺構を構成する各柱穴の遺構・遺物番号は①と同様である。③遺

物番号は付しであるが，木の根や撹乱坑等と記されているものは遺構として取上げていない。但し，中世

遺物が出土している場合は，遺物のみ取上げている。

以上のような遺構・遺物についての取扱いをしながら整理作業を進めたが，遺構内容の把握にあたって

は，調査担当者による記載のないものは，総合的に判断してまとめている。なお，遺物の出土数量につい

ては，破片の大小にかかわらず各1点とし接合出来たものでも出土の際1点づっ取上げられているもの

は各々 1点としてカウントしたことから，参考のために重量も計測し数量化の一助とした。

報告書作成にあたっては，遺構図は遺跡・遺構の全体が把握出来るようにとの意図から分布図等を作成

掲載している。このため，溝状遺構や台地整形区画等については，図幅の関係もあり，あえて他の遺構よ

りも縮小して図示している点もある。写真図版については，発掘調査時の遺構写真が必ずしも遺構ごとに

撮影されていなかったこともあり，登載していない遺構も多い。遺物写真についても種々の事情から種別

ごとに一括しており，挿図に掲載したものより少なくなっている。

編集に際しては，時間的な関係から挿図の遺構と遺物及び表などを文末に別々にまとめて一括した。こ

のため，説明文と挿図・表等が離れ，別々となり不便をきたすこととなったことは否めない。記述に当たっ

-7-



て，中世遺構の名称等については当財団刊行の報告書類を参照している。遺物の実測については，当財団

の整理システムに基づき整理補助員の手により進めたが，最終的に担当者(筆者)が目を通している。な

お， 292号方形周溝区画墓主体部出土の遺物整理及び実測等については，当財団整理技術員の大久保奈々

氏に全面的に御協力いただくとともに，同主体部出士人骨歯については鑑定を京都大学大学院理学研究科

大薮由美子氏に依頼し御教示いただいた。また，陶磁器等の分類・編年については，下記の文献等を参

考としたが，次の諸氏に直接現物実見していただき御教示・御指導いただいた。

貿易陶磁 一小野正敏氏(独立行政法人人間文化研究機構 国立歴史民俗博物館助教授)

瀬戸・美濃製品一藤津良祐氏(愛知学院大学教授)

かわらけ類 一築瀬裕一氏(千葉市立加曽利貝塚博物館学芸員)

更に，常滑・渥美製品については，当財団上席研究員鳴田浩司氏 遺物整理等全般にわたっては同主席

研究員 栗田則久氏・上席研究員 柴田龍司氏・同小高春雄氏の御協力を得た。

<参考文献>

貿易陶磁

横田賢次郎・森田 勉 1978 r大宰府出土の輸入中国陶磁器について一形式分類と編年を中心としてー」

森田勉 1981 

森田勉 1982 

上回秀夫 1982 

山本信夫 2005 

瀬戸・美濃

藤淳良祐 1982 

藤淳良祐 1986 

藤淳良祐 1991 

藤i宰良祐 1995 

藤j畢良祐 1997 

藤j畢良祐 1998 

藤淳良祐 2002 

藤淳良祐 2005 

常滑・渥美

中野晴久 1994 

中野晴久 1995 

『九州歴史資料館研究論集j4 九州歴史資料館

「鎌倉出土の中国陶磁器に関してJr貿易陶磁研究jNO，l 日本貿易陶磁研究会
r14~16世紀の白磁の分類と絹糸J r貿易陶磁研究jNO，2 日本貿易陶磁研究会

r14~16世紀の青磁碗の分類についてJ r貿易陶磁研究jNO，2 日本貿易陶磁研究会

「貿易陶磁中世前期(11~14世紀前半)編年J r全国シンポジウム・中世窯業の諸相~生産

技術の展開と編年~発表要旨集』全国シンポジウム「中世窯業の諸相~生産技術の展開と

編年~J 実行委員会

「古瀬戸中期様式の成立過程Jr東洋陶磁』第8号 東洋陶磁学会
「瀬戸大窯発掘調査報告Jr研究紀要jV 瀬戸市歴史民俗資料館
「瀬戸古窯社群II-古瀬戸後期様式の編年一Jr研究紀要jX 瀬戸市歴史民俗資料館
「瀬戸古窯祉群E一古瀬戸前期様式の編年一Jr研究紀要』第3輯(財)瀬戸市埋蔵文化セ
ンター

「付編古瀬戸編年表Jr研究紀要 第5輯』財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター
「中世陶器(古瀬戸)Jr概説 中世の土器・陶磁器J中世土器研究会編
「瀬戸美濃大窯編年の再検討Jr研究紀要 第10輯』財団法人瀬戸市埋蔵文化財センター

「施紬陶器生産技術の伝播Jr全国シンポジウム・中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~
発表要旨集』全国シンポジウム「中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~J 実行委員会

「赤羽・中野〔生産地における編年についてJJH中世常滑焼をおって〕資料集』

日本福祉大学知多半島総合研究所

「常滑焼編年作業と今後の課題Jr考古学ジャーナルjNO.396 ニューサイエンス社
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中野晴久

中野晴久

在地系土器

笹生衛

服部敬史

1998 

2005 

1991 

1997 

「中世陶器(常滑・渥美)Jr概説 中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編
「常滑・渥美Jr全国シンポジウム・中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~発表要旨集』
全国シンポジウム「中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~J 実行委員会

「房総の中世土器様相についてJr史館』第23号 史館同人会
「中世食器の地域性 3一関東・甲信一Jr国立歴史民俗博物館研究報告 第71集』
国立歴史民俗博物館

鳴田 浩司 2000 I出土遺物についてH千葉県文化財センター研究紀要 20.1 財団法人千葉県文化財センター

河野員一郎他 2002 Iかながわの中世~鎌倉から小田原へ~J 神奈川県考古学会

石川 安司他 2002 I中世を歩く会在地土器検討会記録集北武蔵のカワラケ 」中世を歩く会・埼玉県

立歴史資料館

浅野 晴樹 2005 I関東Jr全国シンポジウム・中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~資料集J
全国シンポジウム「中世窯業の諸相~生産技術の展開と編年~J 実行委員会
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第2節遺跡の位置と環境

1 遺跡の位置と地理的環境(第7図)

思井堀ノ内遺跡、は，流山市思井字堀ノ内に所在している。流山市は千葉県の北西部に位置し江戸川に

沿って南北に長い市域を有しており，北側で野田市，東側で柏市，南側で松戸市と接している。遺跡は，

この流山市の南西部の標高23.5m程の洪積台地上に立地している。台地の西側直下には江戸川が流れ，東

京湾へと注いで、おり，南側は松戸市との境をなす，支流の坂川が流れている。遺跡の立地する台地は，東

側の下総台地から江戸川や坂川の流れる古東京湾によって形域された広い低地へと，半島状に突出す形を

呈しており，思井堀ノ内遺跡は，その先端部に位置している。このため本遺跡は立地的にみると，西側の

江戸川と南側の坂川，そして台地下に広がる低地をあたかも眼下に納める位置にあると言っても過言では

ない。

ここで，河川交通という視点で地理的環境をみると，流山市は近世に水運で栄えた町として知られてい

る。遺跡地の西側地点から江戸川を下り河口まで、は27km程で、ある。この江戸川は，江戸幕府による利根

川東遷事業によって，寛永期に関宿~金杉聞が新たに開削されて現在のような流路となったことが良く知

られているが，それ以前は野田市付近を源流として流れていたらしい。この点については，近世初頭の下

総国の状況を描いたと考えられる船橋市立西部図書館蔵「下総之国絵図」を解析，検討された新井浩文氏

によって，寛永期以前は旧江戸川が野田市付近を源流として松戸辺りで旧利根川と合流し，市川となって

内海の東京湾へと注いでいたことが指摘されている(註1)。新井氏は，この絵図を様々な観点から分析，

検討された結果，この絵図には寛永期以前の情報が盛込まれているものと判断されている。近世以前の旧

江戸川の流路をこのようにみると，この地域の古代・中世の河川交通を考える上で，旧江戸川は，近世以

降と異なり，この地域特有の河川としての重要な位置を占めていたものと思われる。その意味では，流山

市や野田市域一帯の古代・中世の景観については，今後新たな角度からの検討が必要となるだろう。

次に，遺跡の南側を流れる坂川についてみると，遺跡付近から南西へ3.5km程の地点で、江戸川へと合流

する小河川であるが，この坂川の流れる坂川低地は，この地域では最大規模の開析谷であり，東側に広が

る北総台地へと複雑に深く入り込んで、いる。このため その谷頭は遺跡の北東側7.5km程の地にある手賀

沼とそこに注ぐ小河川に接するような地点にまで延びている。ちなみに，遺跡地から東側そして北側の台

地へと入り込む坂川の支谷と手賀沼の北西部へと注ぐ大堀川支谷との聞は，分水嶺をなす台地の幅がわず

かに300m~500m程で、ある。この手賀沼は，利根川(古鬼怒川).霞ヶ浦(香取海)を経て太平洋へと通

じる水系にある。その意味では，この坂川は太平洋水系の手賀沼と東京湾を結ぶ水路のような位置を占め

ている。

思井堀ノ内遺跡は，このように河川交通という観点からその立地をみると，まさに江戸川，坂川という，

この地域の主要な河川を押える要所に立地していると見ることが出来るのではないだろうか。

2 周辺の遺跡と歴史的環境(第8図・第1表)

ここでは，本報告書の内容が中世編という点から，周辺の遺跡については，弥生時代以降の遺跡を取上

げ，その分布をみながら，遺跡地の歴史的環境をみてみたい。なお，対象とした地域は図幅の関係もあり，

江戸川流域から坂川流域にかけて南北6km. 東西3km程の範囲の遺跡を取上げている。以下，時代順に

概観する。
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0 思井堀ノ内遺跡

第7図 思井堀ノ内遺跡と周辺の地形

( 1 : 50，000) 

(明治昨測量 L 
第 1軍管地方迅速測図使用j

可
E
よ

t
E
よ



第8図 思井堀ノ内遺跡と周辺の遺跡 ( 1 : 25，000) 
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まず，弥生時代についてみると，この時代は遺跡の分布が稀薄である。流山市域では江戸川流域の三輪

野山第E遺跡で中期の須和田式土器が出土し加村台遺跡 (24)と下花輪荒井前(旧下花輪第II)遺跡 (44)

で宮の台式期の住居跡が検出されている程度である。また，坂川流域でも対岸の松戸市内で中芝遺跡(86). 

道六神遺跡 (88). 原の山遺跡 (89)があるだけで，本遺跡の周辺地域は全般的に弥生時代の遺跡の少な

い地域として知られている。

これに対して，古墳時代に入ると遺跡数が48ヶ所と大きく増加してくる。このうち，前期から中期にか

けての集落遺跡は12遺跡ほどである。特に江戸川流域では，三輪野山地区で三輪野山宮前遺跡 (35)三輪

野山第E遺跡 (37).三輪野山北浦遺跡、 (39)等が，また，坂川流域では市野谷地域で市野谷宮尻遺跡 (54). 

市野谷入台遺跡 (55).市野谷向山遺跡 (62).等が各々集落群を形成している。このうち，市野谷地区は，

坂川流域では北側の最も奥まった地で，手賀沼に注ぐ大堀川支谷との分水嶺に近い地域である。なかでも

入野谷宮尻遺跡は3世紀中頃から始まる集落遺跡で，前期の竪穴住居あとが90棟検出され，そのうちの 1

棟から東日本でも最も古い墨書土器が出土している。後期の集落遺跡は更に増加し 18遺跡程が調査され

ている。この時期になると，三輪野山地区や市野谷地区以外にもさらに分布域が広がり，思井堀ノ内遺跡

に近い江戸川流域の加地区から平和台地区にかけては，加村台遺跡，加町畑遺跡 (25).加北谷津第 I遺

跡 (27).同第H遺跡 (28).平和台遺跡 (9)等が顕著な集落遺跡群を形成してくる。とりわけ，加町畑

遺跡は後期の竪穴住居跡74棟のみならず，奈良・平安時代の竪穴住居跡126棟掘立柱建物跡17棟が検出

されている。拠点的集落の一つで、ある。一方，古墳の分布は顕著ではないが，三輪野地区に前期方墳の三

輪野山向原古墳 (40)が，本遺跡の南500m程の地には前方後円墳の三本松古墳 (6)が，そして，加地

区に終末期方墳の北谷津古墳 (28)が点在している。

次に奈良時代から平安時代になると，遺跡は飛躍的に増大し 72遺跡が知られている。このうち発掘調

査された遺跡は本遺跡を含め30遺跡程である。これらの中で本遺跡や思井上ノ内遺跡 (3)の所在する思

井地区から前平井遺跡 (22)や平和台遺跡，加町畑遺跡，三輪野山宮前遺跡，の所在する前平井地区平

和台地区，加地区，三輪野山地区にかけては特に，集落遺跡が集中している地域である。そして，三輪野

山地区には式内社比定杜の茂呂神社が，平和台地区には下総国分寺と同系瓦が出土する流山廃寺 (10)が

位置している。このような観点から，これらの遺跡群を古東海道の茜津駅に比定する論考もあり(註2). 

特に奈良・平安時代になると本遺跡周辺地域の重要性がうかがえる。

鎌倉時代以降の中世遺跡は43遺跡が知られている。このうち域跡は 江戸川流域で、本遺跡北方2.3kmの

地の花輪城跡，坂川対岸の南1.7kmの小金城跡，同東1.7kmと2.2kmにある名都借城跡，前ヶ崎城跡があるが，

これらは中世後期の戦国時代に小金城を本拠とした高城氏関係の城跡と考えられている。発掘調査された

遺跡は36遺跡あるが，鎌倉時代の遺跡は少なく，地下式坑や土坑墓，そして屋敷跡と考えられてきている

台地整形区画等が検出されている中世後期以降の遺跡が多い。このうち，西平井根郷遺跡からは，鎌倉時

代前期の和鏡と短刀，和はさみを出土した土坑墓と 15~16世紀にかけての土坑墓群多数が検出されてい

る。この遺跡は本遺跡と同一台地上で西側に隣接する遺跡であることから，同一の遺跡として広く遺構群

を構成する可能性が高い。さらに，本遺跡周辺をみると 思井上ノ内遺跡，前平井遺跡，前平井堀米遺跡

(20).加町畑遺跡，西平井二階畑遺跡(8 ).三輪野山宮前遺跡，三輪野山道六神遺跡 (36).三輪野山第

E遺跡等から台地整形区画，地下式坑 土坑墓等が多数検出されており 思井地区から西平井，前平井地

区，加地区，三輪野山地区が奈良・平安時代に引き続きこの地域では主要な位置を占めていたことを想定
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させている。

一方，中世の時代に入ると文献資料も多くなり この地域についての記述もみられるようになる。特に

本遺跡周辺では，加村，西平井の地名が『本土寺過去帳j(註3)の永享4年 (1432) 5月の頃に，矢木

加村，矢木西平井とみえ，同文書では「矢木」は「ヤキj，I八木」とも表記されている。この「矢木j(ヤキ)

の地名は現在はみえないが，遡ると『香取文書j (註 4) の建久年間(1l90~99) の「香取杜遷宮用途注

進状」ゃ文永年間 (1264~75) の造営記録(断筒)等に「矢木郷j とみえ，本遺跡地を含む流山市域南部

一帯の地を郷域とした中世の郷名と考えられている。そして，前記の文永年間の造営記録には，矢木郷の

地頭として「式部大夫胤家」の名がある。この胤家は『吾書鏡j(註5) に宝治2年 (1248) 1月3日の

境飯で将軍供奉者の一人にその名(矢木式部大夫)があり，同一人物とみなされている。『千葉大系図j(註

6)によると，矢木胤家は，相馬六郎常家の子で，同次郎師常の孫，千葉常胤のひ孫にあたる人物である。

「矢木郷」については，その後， r香取文書J康永4年 (1345) 3月日の「造営所役注文」に「一宇 西廻
廊五門 同矢木庄役所」とあり， 14世紀中頃には庄園化されている様子がうかがわれる。その後， I矢木J

の地名は先の『本土寺過去帳J等のほか， r吉野文書j(註7)の天正18年(1590) 2月10日付「高域氏黒
印状j(胤則印判状)に「八木百姓中j，さらには天正19年 (1591)及び20年 (1592)の「天正検地帳j(註8)

には， I下総勝鹿郡八木庄小金之内j，I下総勝鹿郡小金八木之内野々下村」とみえる。また，前述した「下

総困絵図」にも「ゃぎ」の地名がみえ， I矢木」の地名が近世初頭まで続いていたことがわかる。

なお，地名という観点でさらにみてみると遺跡名にもとられているように本遺跡の所在地に「堀ノ内」

の地名がある。この「堀ノ内」の地名は，その多くが中世の居館等の所在に関わる地名と理解されている。

また， r本土寺過去帳Jには，寛政7年 (1466)の項に「矢木船津ニテウタレ」の記載がみえ，矢木郷内
に水上交通に関わる地名と考えられる「舟津」の地名が存在していたことを示している。

註1 新井 浩文「戦国期関宿の河川と交通 船橋市西図書館蔵〔下総之国図〕の資料紹介を通して一」

『研究報告・第6号J千葉県立関宿城博物館 2002 

註2 下津谷達男・古宮隆信「下総の古東海道Jr東葛上代文化の研究j古宮・下津谷両先生還暦記念祝賀事業実
行委員会編 1988 

註3 「千葉県史料中世篇本土寺過去帳」千葉県 1982 

註4 「千葉県史料中世篇香取文章」千葉県 1957 

註5 「新訂増補国史大系吾妻鏡第三」吉川弘文館 1977 

註6 「千葉大系圃Jr改訂房総叢書第五輯J改訂房総業書刊行会 1959 
註7 「千葉県史料中世篇諸家文書」千葉県 1962 

註8 「流山市史・通史編 1J流山市教育委員会 2001 
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第1表 思井堀ノ内遺跡と周辺の遺跡一覧 (古墳時代~中世)

※ この表は「千葉県埋蔵文化財分布地図 (I)J 東葛飾 印描地区 (改訂版) 平成9年5月 千葉県教育委員会を基本として世用した。

遺跡慨要 遺跡
番号 遺跡名 所在地 水系 種別

番号
文献

時代 遺構 遺物等

幸平安住29 掘立4 土器焼成遺構l 柵列2 土坑7

l 思井堀ノ内遺跡 流山市思弁宇堀ノ内539他 坂川 包蔵地 奈良平安中近世
中世居館跡1(掘立6 柵列l ピy ト列堀2) 方形閤

169 
溝区画基l 台地整形区画3.i茸23 井戸l 地下式坑13.
土坑剖

古墳土坑4平安住4畑立l土坑墓土明[4中世掘立5

2 西平井恨蝿遺跡 流山市西平弁字恨蝿1481他 江戸川 包蔽地 古墳平安中世
土坑墓37 火葬跡5 方形竪穴l 焼土跡2 地下式坑4

初7 j~HI3. 14 
台地整形遣情2 土坑24 溝30板碑鏡箱和鏡短刀
人骨

I 3 
古噴 (佳) 奈良平安

章平安住26.掘立10.土坑58.柵列3.土器焼成遺構2.
思井上ノ内遺跡 流山市思井字上ノ内390他 坂川 包蔵地

中世
暁土遺構l 中世一火事基3.方形土坑18.構5.台地整形 229 f少Hl1. 13. 14 
区画3

4 思Jt膚の見遺跡 流山市里、井宇和松氏J6他 坂川
包産地

占噴近世 鉄器青銅器須恵器壇2 陶磁器 193 抄552.文3
塚

5 路ヶ崎塚の越遺跡 流山市鰭ヶ崎宇塚町腰1187他 江戸川坂川 包蔵地 古墳 (佳) 中世 中世溝4 台地整形遺構2 35 !~Hl1 

6 三本松古墳 流山市蛤ヶ崎宇塚の腰1264他 江戸川塩川
古境包

古噴近世 前方f長円噴 土坑埴輪陶器 34 
厳地

7 !Sヶ崎塚町盤台遺跡 流山市鮪ヶ崎宇塚の腰台1023他 江戸川坂川 包蔵地 古墳 (後) 土師器 174 

古3貫一住3(桂) 平安住5 鍛冶l 土坑4 中世一土坑14
8 西平井二階畑遺跡 流山市西平井字二階畑1570他 江戸川 包蔵地 古境奈良平安中世 恒穴2.i膏4 228 抄HI1. 12. 13 文33

台地整形遺構l 地下式坑3 道路状遺構l

9 平和台遺跡 流山市平和台4丁目1593他 江戸川 集落跡 占墳 平安中近世 古墳住72 土坑2 平安住28 中近世令土坑2 170 
抄H3.4. 5. 11. 13 
士24

10 流山廃寺遺跡 流山市平和台4丁目 江戸川 寺院跡 帝良 軒丸E 軒平瓦 47 抄Hl1. 12. 13. 14 

11 大原神社置跡 流山市平和台4丁目1651他 江戸川 jj!落跡 古墳 (1.主) 奈良 平安 古墳ー住1(1剣 豪平安住2 184 抄555 文6.22 

奈平安 住32 掘立9 土坑25 中世地下式坑21 土坑
十手Hl1. 12. 13. 14 

12 中中ノ古遺跡 流山市中宇中ノ台22他 車川 包蔵地 者良平安中近世 53. i舞25 168 
土坑基38 井戸6 火葬肺2 台地盤略区画l 竪穴状直情5

文37

13 中中屋駈遺跡 流山市中宇中屋敷市他 坂川 包蔵地 平安中近世
土師器 中世一地下式坑7 台地整形区画l 井戸1.土坑57.

167 抄H9. 10 文31
土坑墓29.i茸l 同磁器l 板碑。古銭

14 古間木山王軍 I 遺跡 流山市古問木宇山王13他 担川 包蔵地 平安中近世 土師器 陶器 (措鉢片) 中世地下式坑4 かわらけ 36 抄副主38

15 古問木山王軍E 遺跡 流山市古問木宇山王47他 坂川 包蔵地 古墳(1査) 帯虫 平安 土師器 227 

16 古問木芳賀殿帯 I 遺跡 流山市古問木宇芳賀殿132他 坂川 包蔵地 平安中世 土師器中世陶器 古銭 158 

17 古間木芳賀殿第E 遺跡 流山市古間木字芳賀殿160他 坂川 芭蔵地 古墳 (前後) 平安 古墳住19(前14 後5) 土坑8 l曲 抄H9

18 芝崎大圏遺跡 流山市芝崎字大園初4他 坂川 包蔵地 古墳}平安 土師器須恵器 159 

19 古問木五斗蒔遺跡 流山市古問木字五斗蒔240他 坂川 包麗地 平安 土師器 38 

古墳幸良平安中
古墳住3(前~中2 後1) 章平安 住52 士坑2 中

抄HI1. 12. 13 
20 前平井場米遺跡 流山市前平弁字堀米96他 坂川 包蔵地

世
世土坑5 溝7 226 

士37.38 
井戸4 台地整形区画l 地下式坑18 土坑墓3

21 龍平井中通遺跡 流山市桂平井宇中通69他 坂川 包蔵地
古噴(1圭) 奈良平安。 幸 平安ー住2 中世講状遺構6.土坑l 井戸1.陶器

225 抄Hl1. 12. 13 文37
中世 古銭

古噴住2 者平安住72 掘立10 中世 土坑21 土坑墓92
22 前平井遺跡 流山市前平井字ゑぼうち18他 江戸川 包蔵地 古墳 幸良平安中世 火葬墓7 掘立2 溝29 井戸21 台地整形区画l地下式坑39 32 抄H13. 14 文37.38 

道路状遺構1. 1膏状遺構34

お 加東割遺跡 流山市加字東割516他 江声川 坂川
包車地車

最良平安中近世
牽 平安 竪穴住居跡2 掘立6 溝2 土坑16.

212 抄H9
牧跡 中世溝9 火葬墓l 地下式坑 中近世一弁戸l 壇

集落跡
弥生(中) 古墳 (陸).

24 加村台遺跡 流山市加字坂ノ下12261也 江戸川
陣屋

奈良 弥生 住6.V宇溝l 古墳 住7(陸) 幸 平安住1 悼 抄H12 士2. 15 
平安近世

25 加町畑置跡 流山市加字町畑776他 江戸川 集落跡
古墳 (陸)串良平安 古噴住74(1系) 幸平安住126 摺立17 中世台地整

186 抄H10 士4.26. 34 
中世 形遺憾l 溝l 井戸l 地下式坑13 火事墓2 火葬跡2

26 加若宮第 I 遺跡 流山市加字若宮578他 江戸川
包蔵地

奈良平安 車 平安住4 187 !t臼6 文34
集落跡

27 加北谷津第 I 遺跡 流山市加宇北谷i章963他 江戸川
包蔵地

者良 平安 帯 平安住4 土坑火葬墓 188 抄559 文34
集落跡

28 加北谷;空軍E 遺跡 流山市加字北谷i1<983他 江戸川
集落跡

古墳奈良平安 古境一方墳1.横穴式石室。幸 平安住4 土坑 189 抄559 士34
古墳

29 加若宮第E 遺跡 流山市加字若宮616他 江戸川 包厳地 平安中世 土坑l 土師器中世地下式坑9 土坑10 溝l l凹 抄563 文30.34 

30 ニ鎗野山八重堤革E 遺跡 流山市二輪野山字八重壇3351也 r工戸111 集落跡 平安 平安住1 197 抄561. H6 文9

31 三輪野山八重塚遺跡 流山市三輸野山字八重塚301他 江戸川 集落跡 古噴 奈良 平安 古墳 住21 高 平安一住4 185 
抄H6 文7.8. 10. 12 
18. 19 

32 市野谷地蔵笹ツ 遺跡 流山市市野谷宇地蔵谷JlO8他 江戸川坂川 集落跡 古噴 (1針。平安 住居跡土師器t 須恵器 215 

33 三輪野山八幡前遺跡 流山市三輪野山字八幡前865他 江戸川坂川
集落跡

古境 平安中近世 平安在5 掘立3 中世地下式坑l 土坑2 皮窯11 153 抄H9. 12 文14
貝塚

34 三野山貝嵯 流山市三輪野山字八重壇367他 江声川
包蔵地t

平安中近世 平安住l 中世令土坑7 道路状遺構l 畝状遺構l 構l 31 抄H16 士14
貝塚

古墳住曲 (前13 中1.1.制6) 土坑2(龍) 奈良住
19 工房2

35 三輪野山宮前遺跡 流山市三輪野山宇宮前705他 v工声川 集落跡
古墳奈良平安中 鍛冶1P1.土坑I平安一世31蝿立3竪穴状遺構l土坑2

154 
抄H.9. 12. 13. 14 

近世 中世 土坑12.i務4 井戸l 地下式坑44 火事跡7 台地 士14
整形区画2
;i(焼窯l

古墳幸良平安中
古噴住15(陸) 幸平安住5 中近世摺立7 士坑12

36 三輪野山道六神遺跡 流山市三輸野山宇週六神532他 江戸川 集落跡 地下式坑2 211 抄Hl1. 14 文14
近世

道路状遺構l

37 三輪野山車田 遺跡 流山市三輪野山平北浦570他 江戸川 集落跡
古塙(1圭) 幸良 平安 古墳住7(前5 佳2) 幸平安住4 時期不明住4

79 抄562 文13.36 
中近世 中近世掘立2 地下式坑35 井戸8 土坑他145

38 花輪域跡 流山市下花輪字寺下1358他 江戸川 域館跡 中世 裡郭土星空堀 石碑 88 抄563 士29

包蔵地 古墳串良平安中
古噴佳79(前3中l後75)土坑8(桂)奈良住8 溝9

!~H 1O. 11. 12. 13 
39 三輪野山北浦遺跡 流山市三鎗野山字北浦614他 江声川

集落跡 近世
道路状遺構1平安住l 中世地 F式坑2 火事事跡1.1膏3 78 

文5. 14. 32 
炭蕪l 焼土跡l 土坑

40 三輪野山向原古墳 流山市三輪野山宇向原744他 江戸川
古墳包

弥生古噴 (前) 方墳 土坑弥生土器 土師器鉄剣 208 !t臼泊 61 
蔵地

41 大畔西割遺跡 流山市大畔字西割234他 江戸川 包蔵地 古墳 (陸) 平安中近世 土師器中近世帯i 151 !tH14 
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遺跡慨要 置跡
番号 遺跡名 所在地 水系 種別

番号
文献

時代 遺構 遺物等

42 大畔中ノ割遺跡 流山市大畔宇中ノ劃310他 r工戸I11 芭蔵地 平安 土師器 152 

43 大畔台遺跡 流山市大畔才一堂ノ下275他 r工戸I11 集落跡 古噴十中世 古墳住4(前) 中世地下式坑l 80 抄548 文l

44 
下花輪荒井前

流山市下花輪宇荒井前1245他 江戸川 集落跡 弥生古墳平安中世
弥生住4(桂) 古墳住4(桂) 平安住11 骨蔵器2

29 抄548 文l
(旧下花輪第二) 遺跡 中世地下式坑2

45 下花輪西山遺跡 流山市下北韓字西山833他 江戸川 包蔵地 古横平安中世 火事桂土師器古墳今住l 平安住l 2曲 抄H14

46 下花輪荒井遺掛 流山市下花輪字荒井793也 江戸川 包蔵地 平安近世 土師器陶器 l閃

47 上貝塚大門遺跡 流山市上貝塚字大門186他 江戸川 包蔵地 平安 土師器 27 抄555

48 桐ケ谷南割遺跡 流山市桐ケ谷宇南割14他 江戸川
包蔵地

古墳(中) 平安 住居跡申穴土坑土師器 24 抄557，文39
集落跡

49 北衛割置跡 流山市北字南割13他 江pI11 包蔵地 平安 土師器 126 

回 北久保遺跡 流山市北宇久保562地 江戸川 包蔵地 古噴平安近世 土師器項恵器陶器軽石 i尼面子 lお

51 上新宿宿後遺跡 流山市よ新宿宇宿桂320他 江戸川 包蔵地 平安 土師器 127 

52 花山東遺跡 流山市西初石4丁目1422他 江戸川 包蔵地 奈良平安 日'"穴土師器 羽3 f少561

53 西初石5丁目 遺跡 流山市西初石5丁目45他 江声川 包蔵地 古噴奈良中世
古墳ー住32 土坑6 壌土遺構1.章 平安一道路状遺構l

202 抄H12
中世ー講l

臼 市野谷吉尻遺跡 流山市市野谷宇宮尻6おf也 江戸川坂川 包蔵地 古噴平安中近世
古墳住91(前)土坑2 墨書土器 ガフス玉中世道

218 I.Hl1. 12， 13 
路状遺構2

55 市野谷入台遺跡 流山市市野谷宇入台前5他 壇川 集落跡 古噴奈良平安中世
古墳一住42(中41桂1) 土坑13 石製桜遺品 奈良住3，

210 
jj>Hl1. 12， 13， 14 

中世土坑墓9 溝4 士29，37， 38 

56 市野桂芋久保遺跡 流山市市野谷字学久保田2他 江戸川 包蔵地 中近世 中近世土坑l 携3条中世獣骨 (馬) 219 抄H9

57 市野谷宮憧遺跡 流山市市野谷字富佐却4地 江戸川坂川 包厳地 古墳 古墳住l 220 抄H9

58 大久保遺跡 流山市西初石6丁目816他 塩川 包蔵地 幸良平安近世 曹良住l 近世野馬手堀 221 jj>H11 

59 市主主二反田 遺跡 流山市市野谷字二匠田ω5他 壇川 包蔵地
中世地下式土坑道

中世地下式坑l 道路酔l 222 抄HI2
路跡

曲 市野谷立野遺跡 流山市市野谷字立野778他 塩川 包蔵地 古噴 (後) 中近世 土師器中近世溝l 223 抄H9

61 市野谷中品遺跡 流山市市野谷宇中島331他 坂川 包蔵地 古墳幸良平安中近世 幸平安住4 中近世揖10 156 f少Hl1. 14 

62 市野谷向山遺跡 流山市市野谷字向山宜附世 坂川 包蔵地 古墳 (佳) 平安中近世
古噴住16(前~中) 竪穴状遺情3 土坑l 平安住l

39 
t会HI1. 13. 14 

中世ー土坑2 文37.38 

63 市野谷梶内第 I 遺跡 流山市市野谷宇梶内425他 壇川 芭蔵地 古境 (中 fま) 中近世
古墳干住2(中) 方形周!棒状遺構l 中近世ピット群l

40 抄HI0
溝l

制 軒々下山中遺跡 流山市野々下1丁目55他 坂川 包蔵地 平安中世 土師器中世溝l 41 j.H14 

65 野々下大屋敷遺跡 流山市野々下1丁目121他 坂川 包蔵地 奈良平安中世
事平安住2中世一井戸3土坑43地下式坑14，溝14ピy

43 抄H14 文37，38 
ト群3

66 野々下根蝿第 I 遺跡 流山市野々下l丁目お6他 坂川 程蔵地 平安 土師器 44 

67 野々下根蝿革E 遺跡 流山市野々下1丁目担21也 塩川 包蔵地 古塙(1量) 平安 土師器 45 

国 長崎金来院遺跡 流山市長崎2丁目24他 坂川 包蔵地 古墳平安 土師器。須恵器陶器 76 

6官 向下遺跡 流山市軒々下4丁目む8他 坂川 包蔵地 平安 土師器 157 

70 野々下冗木戸遺跡 流山市野々下3丁目809他 塩川 包蔵地 古噴付金) 平安 土師器 56 

71 長崎五枚割遺跡 流山市長崎1丁目56他 坂川 包蔵地 平安 土師器 149 

72 野々下金クソ遺跡 流山市野々下6丁目1026他 坂川 包蔵地 平安 土師器 58 

73 十太夫第皿 遺跡 流山市十士夫2他 大堀川 包蔵地 平安 土師器 206 

74 東相石6丁目第 I 遺跡 流山市東初石6丁目186他 大堀川 包蔵地 平安 土師器 146 

75 東初石6丁目革E 遺跡 流山市東初石6丁目18211血 大堀川 包蔵地 平安 土師器 147 

76 十太夫草 I 遺跡 流山市十丈夫186他 大堀川 包蔵地 平安近世 土師器十陶器 145 

77 十士尭革E 遺跡 流山市十太尭115他 大堀川 包蔵地 平安近世 土師器陶器 122 

78 東初石3丁目第E 遺跡 iift山市東初石3丁目129他 大堀川 包蔵地 平安近世 土師器 (国分) 同器 121 

79 東初石3丁目第E 遺跡 流山市東初石3丁目245他 大堀川 包蔵地 古噴 (能) 平安 土師器 120 

田 清滝院前遺跡 流山下有名都惜字西ノ上l口21他 坂川
包積地}

平安近世 iit持軍i 土師器}陶器 員 162 抄562 文12
貝塚

81 名都惜笹堀込遺跡 流山前名都惜宇笹堀込937他 坂川 包蔵地 平安 土師器 67 
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第2章検出した遺構と出土遺物

第1節 中世の遺構と出土遺物

1 居館跡

調査地域の中では最も北西部の， C58. C59 . D 58 . D 59グリッド地区に所在している。この地域は遺

跡の所在する台地の中央部にあたり，標高が最も高い地域でもある。調査区域は，この地域の南北30m，

東西40m程の範囲であったが，その中で，堀跡と考えられる大規模な溝状遺構や根石の入った柱穴をもっ

掘立柱建物跡，柵列跡，小ピット群等が検出された。このような遺構群は，調査地域全体の中で，この地

区にしか検出されておらず，加えて出土遺物についてみると，破片ではあるが青磁・白磁類やかわらけ類

の大半が，この地区に集中して出土していることから，これらの遺構群を居館跡と把握して報告するもの

である。

( 1 )堀跡

001号及び120号溝状遺構を堀跡とした。これらは，調査地域全体の中で検出された溝状遺構の中で最大

規模のものであり，その形状等から堀跡と把握した。

001号溝状遺構(第10・21図，図版1・2)

C58-27グリッドからC58-86グリッドにかけて位置している。南北方向に直線に走っており，調査区

域の中で検出された長さは24.8m程である。 C58-76グリッドの箇所で縄文時代早期の陥穴 (296号)と平

安時代竪穴住居 (012号)の一部を切っている。また， C58-66グリッドの箇所で，西から延びる120号溝

状遺構に切られている。主軸方位はN-100- Eである。規模は，北側から南へ6.2mまでの長さの区域は

幅が検出面の上端で、4.0-4.2m(下端0.45-0.7m)，深さ(検出面から)2.44-2.61mであり，中程の長さ7.8m

の区域は，幅が4.2-4.5m(0.3-0.4m)，深さ1.96-2.l2mで、ある。そして，南側の10.8mの長さの区域は北

側とほぼ同じく幅が4.0-4.2m(0.4-0.5m)，深さ2.42-2.61mで、ある。この溝は，このように，調査区域

の中程のC58-47グリッドからC58-56グリッドにかけての7.8mの長さが，両側の北側及び南側の深さよ

りも42-62cm程浅くなっている。そして幅は上端が30cm程広いが，底面は逆に最小幅で、10cm，最大幅で、

30cm程狭くなっている。しかし断面をみると，三者共に深さ1.5m程の所からV字状に近い形で急に狭

くなっており，類似した形態をしている。これらの点からみると この溝は C58-47グリッドからC58

-56グリッドにかけて溝の深さが両側より浅くなっている7.8m程の範囲が当初は土橋となっており，そ

の後，掘られて現状の形となった可能性も考えられる。

なお，この溝の覆土の状況をみると 土層断面にもみられるように 中段から上部の覆土が場所によっ

て大きく異なっている。その状況は検出面における平面的な観察においても数mごとに違った土が入って

いる様子が指摘されている。この点からすると，中段近くまで埋まってきた段階で，短期間に人為的に埋

め戻されている可能性が高いのではないかと考えられる。

出土遺物(第38図，第5表，巻頭図版5，図版14・15・18)

中世の遺物は，かわらけ類115点1659g(碗58点1242g，皿36点351g，器種不明21点66g)，貿易陶磁類9

点(青磁8点212g，白磁1点4g)，渥美2点132g(片口鉢1点93g，壷I点39g)，常滑11点519g(高台付

片口鉢4点134g，壷1点151g，聾6点234g)が出土している。この他，縄文土器，平安時代土師器・須
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恵、器・施粕陶器・土師質土器，近世陶磁器 (16点109g)，鉄製品 (4点)，鉄津 (15点)，動物の歯 (9点)， 

炭化種子(1点)，木の葉(1点)，礁多数がある。これらは，木の葉を除き，いずれも破片であり，覆土

中からの出土である。近世陶磁器類が上層から出土した他は 上層から下層まで混在した形で出土してい

る。なお，木の葉(1点)のみは，湿潤な溝の底面から出土している。

中世遺物の出土状況は第21図に図示したが，調査区内では主に溝の北側と南側から出土しており，なか

でも南側の120号溝と接続する近辺から多く出土している。

かわらけ一碗(1-27)と皿 (28-38)がある。碗は底部破片や口縁部のみの破片が多い為，全体の形

状は不明瞭な点がある。器形から大別すると，高台のような円盤状を呈す底部から体部が立上がる形のも

の(1-20)と，平底の底部のもの (21-27)とがある。又，細分すると，前者には，底径が大きく，底

部内面の見込み部分にナデの無いもの(1-7) と見込み部分にナデのあるもの (8-13)，底径が小さ

く円盤状底部がわずかに突出するもので，見込みにナデの無いもの (20) と見込み部分全体をナデて消

しているもの(16-19)とがある。後者の平底のものは，全体に浅めの碗で，口縁部が内湾気味のものが

多く，胎土がきめ細かく，色調が渋黄褐色を呈すものがほとんどである。器高が3cm内外のもの (21-

24)と2cm程度のもの (25-27)とがある。底部内面のナデについては，小破片の為，不明なものが多いが，

21には横方向のナデが認められる。皿は体部有段のもの (34)を除くと，器高が2cm以下の小形のもので，

内面の深さも 1cmに満たない浅いものである。全体として口縁部が内湾気味に立上っており，口唇部が

薄くなるものが多い。器形の特徴から大別すると，碗と同様に底部が高く円盤状を呈すものと平底のもの

がある。更に整形等から細分すると，前者には底部内面見込みにナデの無いもの (28・30・36) と底部が

わずかに円盤状を呈すが内面見込み部にナデのあるもの (32)とがある。また，平底のものも底部内面見

込み部分にナデの無いもの (29-31) とナデのあるもの (33) とがある。この他， 34・35は体部有段のも

のであり， 34は底部内面をヘラナデしている。 37・38は平底を呈すが口縁部破片の為，内面見込み部のナ

デは不明。かわらけ類の底部切り離し技法をみると，判別出来るものは回転糸切りが大半である。

貿易陶磁一青磁8点はいずれも碗の破片である。比較的大きな破片が多く， 5点を図示した。 39・40は

体部内面に劃花文がみられる。 41-43は底部破片で， 41は内面中央部に印文のような文様がみられる。 42

は二次利用を図ったものか，底部周辺を円盤状に打欠いている。 43は内部底面に細かな貫入がみられる。

白磁 (44)は玉縁日縁の小破片(現高1.95cm，幅2.3cm)である。

渥美一片口鉢の口縁部破片付5) と砥石として再利用された壷の胴部破片 (48)である。

常滑一小破片が多い。 46は高台付片口鉢の底部で他に同一個体とみられる破片3点がある。 47は壷

の胴下半~底部の破片である。他に棄の胴部小破片が6点ある。

この他，土器再利用の砥石として，平安期の須恵器棄の小破片を利用した2点 (49・50)がある。

120号溝状遺構(第10・21図，図版1・2)

C58-65グリッドから66グリッドにかけて位置している。検出された東西方向の長さは3m程で、あるが，

幅は上端3.2-3.5m(下端0.55-0.65m)，深さは1.56m程で、あり，東西方向の方位はN-880-Wである。西

から延びていると考えられるこの溝は， C58-66グリッドで001号溝と直角にぶつかるようにして切って

いるが，第10図に示した土層断面にもみられるように，そこから北へほぼ直角に屈曲している。そして，

この溝は深さが001号溝の中程の深さよりも更に45cm前後浅いが，溝の幅は， 001号溝をそのまま利用し
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ているかのような形状を示して北へ延びている。このような120号と001号溝との切り合い状況については，

残念なことに，交差する地点から北側へ3m程の所までしか確認されていない。このため，それ以上120

号溝が北へ延びていたのかどうかは明らかではないが 001号溝を利用していた可能性が高いのではない

かと推定される。

覆土の状況は. 3~4 層に大きく別れているが. 001号溝にみられるような土層の堆積状態とは違う点

からみると，自然堆積による可能性が考えられる。

出土遺物(第39図，第 5 表，巻頭図版 5. 図版14~16) 

中世の遺物は，かわらけ類似点833g(碗51点649g・皿23点113g・器種不明20点71g).貿易陶磁類7点

(青磁4点117g・白磁3点26g). 国産陶器類7点(渥美2点1969・常滑5点178g)が出土している。この

他，縄文土器，平安時代土師器・須恵器・施紬陶器・土師器土器，近世陶磁器 (3点5g).鉄製品 (13点)• 

鉄津 (15点)が出土している。これらは，いずれも小破片で，覆土中からの出土である。近世陶磁器が上

層から出土した他は，上層から下層まで混在した様相で出土している。

中世遺物の出土状況は第21図の通りである。 001号溝に隣接・重複する区域からの出土が多い。なお，鉄

製品はいずれも小破片で器種・時期ともに不明である。

かわらけ一碗と皿である。図示出来たものは碗12点(l~12) と皿 5 点 (11~17) である。

碗のうち 1・3・5は円盤状底部をもっ厚手のもので 3・5は内面見込み部を中心にナデのあるもの

である。 1 は底部中央付近に径 5mm程の穿孔がある。 6~9 は平底のもので. 7~9 は内面にナデが認

められる。 2は平底だが底部が厚く，内面にナデが認められないことからすると. 7~9 とは別の形の円

盤状の底部をもっ大ぶりの厚手の碗に近いものと思われる。また. 4は，底部内面にナデをもつものであ

るが，底部外面周縁部に粘土を薄く貼り付け，わずかであるが底部を高台状に高めている。

皿は. 17の口唇部が大きく外反する体部有段のもの以外は，全体として口縁部が内湾気味に立上り，口

唇部が薄くなるものが多い。碗と同様に底部がわずかに円盤状を呈すもの (13・16) と平底のもの(14・

15)がある。また，これらのうち16には，内底面にナデがある。

貿易陶磁一青磁4点はいずれも碗である。 18は大形の破片であり，内面底部と体部の境に幅1~1.5mm 

の浅い凹みが一条めぐる。外面ともに無文である。 19は胴下半部の小破片で外面に鏑蓮弁文をもち，内面

は底部と体部の境に一条凹状の段差が走っている。他の2点は口縁部と体部の小破片である。白磁は皿(l

点)と瓶の蓋の破片 (2点)である。 20は口ハゲの小皿である。 21は同じ溝から出土した2点と更にグリッ

ド包含層から出土した4点が接合した。

国産陶器のうち，渥美2点は蓋の破片 (22. 24)で24は砥石として再利用のものである。常滑7点は，

高台付片口鉢の胴部小片1点と蓋の胴部小片6点である。 23は蓋の砥石として再利用の斐の小片である。

この他，砥石として再利用しているものに平安期の灰柚及び緑軸陶器皿の破片2点 (25・26)がある。

(2)掘立柱建物跡

居館跡の主要遺構であるが，この調査区域では.300を超す大小ピットが検出された為，発掘調査は，

掘立柱建物跡を含め，主にピット群としての認識のもとで調査が進められている。このため，整理段階で

図面や記載された所見などをもとに，柱穴の規模，形状や出土遺物，柱穴聞の距離，主軸方向等を勘案し

ある程度まとまりのつくものを取上げている。 001号溝状遺構の東側区域で，北西側に 1棟(l号)と南
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東側に5棟 (2号-6号)の計6棟を検出した。

1号掘立柱建物跡(第22図，第2表，図版1) 

C58-38・39グリッドを中心に位置する。調査区の中では北西側にあり， 001号溝の東3.5m程の所に所

在する。桁行方位はN-llO-Eである。北側が調査範囲外へとかかっている為，桁行がさらに北側へと

延びるのかは不明であり，北東の柱穴の有無も明らかではないが，現状の規模は2間X1間で，慎u柱構造

の西側，南側に廟を持つ形の建物を想定した。桁行は5.7mで，梁間3.6mで、ある。身舎は4.2mx2.lmで、あ

る。柱問す法は，桁行2.lm，梁間2.2mで，廟部は1.4-1.5mで、ある。柱掘方は楕円形が多く，規模は30cm

X 30cm -70cm X 76cmで、ある。

出土遺物一中世の遺物は無いが， 214号柱穴と235号柱穴から縄文土器小破片が各 1点と， 226号柱穴か

ら縄文土器小破片1点と土師器坪小破片1点が出土している。

2号掘立柱建物跡(第23図，第2表，図版3)

D58-80・81・90・91グリッドを中心に位置している。調査区の中では南東側の一群にあり， 6号掘立

柱建物跡及び2号ピット列と重複する。また，東側の5号掘立柱建物跡とは柱穴間 1mの近距離で隣接し

ている。新旧関係は不明である。桁行方位はN-150- Eである。規模は4間X 3間で，北側に廟をもっ。

身舎の南側のー聞のみは束柱構造で，この部分の8ヶ所の柱穴のうち， 6ヶ所 (061号・ 063号・ 066号-

082号・ 084号・ 088号)の柱穴に柱受けの大きな根石が底面に密着して置かれていた。桁行は9.6m，梁間

6.3mで、ある。身舎は8.55mx6.3mで，柱間寸法は桁行が北側一間と南側二聞が2.lmに対して，北側から三

間日が2.25mと15cm程長い。梁間は各2.lmで、ある。府部は桁行が1.05m程で、梁間2.lmで、ある。柱掘方は円

形が多く，身舎の柱穴の規模は35cmX 36cm-70cm X 80cm，深さ048号柱穴が30.7cmと浅いが他は50.4cm

-82.2cmと深く，廟部が60cmX 80cm-90cm X 108cm，深さ26.2cm-42.6cmで、ある。南側の根石の残って

いる柱穴は，概して柱穴の規模が35cmX 36cm -50cm X 60cmと，北側の柱穴よりも小さい。これに対して，

北側の柱穴は50cmx60cm以上の規模で、ある。その中で， 076号・ 329号・ 341号柱穴は，その底面に柱の

当り痕跡とみられる固くなった箇所が存在していた。

なお，この建物の南側側柱の柱穴から 1m程外側に，廟とも考えられるピットが3個検出されている。

065号・ 067号・ 071号ピットであり，規模は065号が， 35cm X 40cm，深さ55.3cm，067号が37cmx38cm，

深さ32.lcm，071号が40cmx44cm，深さ29.5cmで、ある。南側が調査範囲外であった為，南西隅のピット

は未検出であるが，ピットの並び方(柱筋及び柱穴間す法が側柱と同じ)，規模，出土遺物などから判断

すると，これらのピットは廟の柱穴となる可能性が高いのではないかと考えられる。ここではその点を指

摘するにとどめ，南側の調査範囲外における今後の調査結果を待ちたい。

出土遺物(第39図，第2・5表，図版24・25)

10ヶ所の柱穴の覆土中から，青磁皿2点5g (066号 1g， 333号4g)，かわらけの碗，小皿の小破片

13点23g(055号皿2点・ 064号皿1点碗2点・ 080号皿 1点・ 088号皿1点・ 327号皿 1点・ 333号皿3点・

335号皿2点)，常滑の斐の小破片 1点5g (082号)，鉄製品2点が出土したほか， 6ヶ所の柱穴から根石

が各1点づっ出土している。なお，この他に， 336号柱穴を除く全ての柱穴から，縄文土器や平安時代の

土師器・須恵器の小破片等がわずかづつであるが出土している。(第2表)また，廟の柱穴跡の可能性を

指摘した065号・ 067号ピットからも，かわらけ小皿の小破片が計3点llg(065号2点・ 067号1点)出土

している。
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青磁皿は2点が接合し 同安窯のものである。かわらけ類と常滑の蓋ともどもいずれも小破片で図化出来

る程のものはない。図示した 1の鉄製品は小破片で器種は不明である。 2は完形の釘で木質が付着してい

る。

3号掘立柱建物跡(第24図，第2表，図版3)

D58-83・84・93・94グリッドに位置している。検出されている柱穴は， 014号・ 015号・ 017号・078号・

305号・309号・311号・312号・314号柱穴であり，東側が調査範囲外へと延びている為，規模は不明である。

検出された範囲内では3間x2間であり，桁行方位N-750-Wである。側柱構造であるが，西側一間に

束柱と考えられる柱穴 (311号)が存在している。桁行6.3m，梁間4.2mである。柱間寸法はすべて2.lmで、

ある。柱掘り方は円又は楕円形で 規模は38cmx 32cm~80cm x 68cmで、あり，深さは 37.3~86.lcmで

ある。

なお，この3号建物には側柱の外側に建物と関連するのではないかと考えられるピットが存在してい

る。南側の018号・ 024号，北側の306号 (307号)・ 313号，西側の038号・ 331号の各ピットである。これら

のピットは， 3号建物の側柱柱穴の規模よりはやや小さく， 36cm x 35cm~50cm x 43cm，深さ 19.1cm~

79.lcmであるが，このうち，南及び北側の018号・ 024号・ 306(307号)・ 313号は側柱柱穴に柱筋がほぼ対

応し側柱柱穴との柱間寸法も側柱の柱穴間寸法の2分の 1程である1.05m前後の位置にある。また，西

側の038号・ 331号ピットは，側柱柱穴のほぼ中間に位置しそのピット間距離は約3mで、ある。両者とも

側柱の柱筋から1.05m前後の位置にあり，側柱と方位を同じくしている。

このように，これらのピットは，その位置からみると，この建物の廟の柱穴にもみえる。 3号建物は東

側が調査範囲外で未検出の為，全容が判明した段階でその位置づけも明らかになると思われるが，ここで

は整理の時点で気づいた点を指摘しておきたい。

出土遺物(第39図，第2・5表)

中世の遺物は，かわらけ碗の小破片が309号柱穴から 1点 (2g)，常滑の棄の小破片1点 (64g)が314

号柱穴から出土している。この他，廟の可能性の考えられる南側の側柱柱穴の外側に位置する024号ピッ

トから，かわらけ碗の小破片1点(lOg)が出土している。なお，中世の出土遺物以外に平安時代の土師器，

須恵器の小破片と小喋が，この建物の柱穴から数点づつであるが出土している。

4号掘立柱建物跡(第24図，第2表，図版3)

D59-02・03・04・12・13・14グリッドに位置している。検出されている柱穴は， 019号・ 020号 .021

号・ 022号・ 028号・ 032号・ 062号・ 075号・ 076号・ 077号柱穴である。検出された範囲内でみると，桁行

3間，梁間2間の束柱をもっ建物が想定されるが，南側と東側が調査範囲外となっているため明確ではな

い。現状では，桁行方位はN-75S-Wであり，桁行は6.3m，梁間4.0mで，柱間す法は桁行2.lm，梁間2.0m

である。柱掘方は円形で規模は40cmx 40cm~65cm x 68cmで、 深さ 25.5~60.5cmで、ある。北側の側柱

柱穴と二列目の束柱柱穴とでは，柱穴の規模，深さが異なっており，北側の側柱の方がやや小さいが，深

さは44.4cm~60.5cmで、 三列目の深さ22.2cm~34.7 cmとくらべると， 15~20cm程深くなっている。

出土遺物(第39図，第2・5表，図版25)

中世遺物としては，かわらけの小破片が， 021号柱穴(l点2g) と028号柱穴 (3点10g)，032号柱穴 (3

点14g)から計7点出している。 077号柱穴底面からは握り拳よりやや小きめの礁が1点(第39図004-1)

出土している。かわらけ類はいずれも小破片で図示出来る程のものはない。なお，この他の遺物として，

n，

a
 

ヮ“



縄文土器や土師器・須恵器の小破片と小磯片が062号・ 075号・ 077号柱穴を除く 7柱穴から少量出土して

いる。

5号掘立柱建物跡(第24図，第2表，図版3)

D59-01・02グリッドに位置している。 039号・ 046号・ 047号・ 054号の柱穴で構成される 1間x1聞の

建物である。規模は桁行1.8m.梁間1.5mで，桁行方位はN-14S-Eである。西側 1mで、2号掘立柱建物と，

東側2.lmで、4号掘立柱建物と各々隣接している。柱掘り方は円形で，規模は42cmx 46cm ~46cm x 52cm. 

深さは039号柱穴のみが30.2cmと浅いが，他は61~64cmと深い。なお，この 5 号建物と東側に隣接する 4

号掘立柱建物とは，桁行，梁間の軸方位が同じで，かつ柱間隔が2.lmと. 4号建物の桁行の柱間す法と

同じであること。そして，柱穴の規模，深さも類似する点等からみると，この両者は同一の掘立柱建物を

構成する可能性が考えられる。この場合，桁行4間の建物となり，西側に5号掘立柱建物とした柱穴が付

いて廟の一部となる構造の建物が想定出来る。しかしこの点については南側の調査範囲外での検出結果

を待たねば判明しないことから，ここでは可能性が考えられる点を指摘しておきたい。

出土遺物一中世の遺物の出土は無いが，縄文土器や土師器，須恵器の小破片・喋片が4つの柱穴から少

量出土している。

6号掘立柱建物跡(第25図，第2表，図版3)

C58-98・99グリッド. D58-90グリッド. D58-00グリッドに位置している。検出されている柱穴は，

桁行を構成すると考えられる東西方向の086号・ 094号・ 111号・ 156号柱穴と梁間の南北方向の073号柱穴

であり，南側及び西側が調査範囲外である為，全容は不明である。桁行方位はN-80o-Wであり，南東

部で確認出来る建物の中では，この建物だけが向きが西に 5。程ずれている。 2号掘立柱建物跡と重複す

るが，新旧関係は不明である。規模は現状で，桁行7.0m. 梁間2.lmで、ある。柱間寸法は桁行が，東西の

ー聞が2.lmで，中間の一聞がそれより広く2.8mで、ある。柱掘り方は円形と楕円形で，規模は42cmx46cm

~52cmx60cmで，深さは25~65cmで、ある。なお. 090号柱穴は3個の柱穴が重複している為，南側の調

査範囲外での柱穴の検出次第では，柱聞す法が違ってくる可能性がある。

出土遺物 青磁碗の小破片が111号柱穴から 1点 (3g)出土している。その他は，縄文土器・土師器

の小破片と小喋が.073号・ 094号・ 111号・ 156号柱穴から少量出土している。

(3) 1号柵列(第25図，第2表，図版3)

C58-76・77グリッドに位置している。検出されている柱穴は146号・ 184号・ 210号柱穴である。方位

はN-750-Wであり，規模は，長さ4.2mで，柱間寸法は2.lmで、ある。柱掘り方は，円又は不整楕円形で，

規模は上端で.146号柱穴が53cmx 58cm (下端18cmx 20cm) .深さ55.2cm.184号柱穴が49cmx 58cm (35cm 

x46cm).深さ55.9cm.210号柱穴が75cmx 90cm (18cm x 22cm).深さ57.4cmで、ある。このうち. 146号

柱穴. 184号柱穴は，新旧関係は不明であるが，各々小型のピットと重複している。いずれも，掘立柱建

物跡の柱穴と同様に大きく深さのある柱穴である。周辺には，これに対応するピットが無く，軸線方位を，

2号掘立柱建物跡等と同じくし，又.001号堀跡と直交する形をとっていることなどから，ここでは柵列

として取上げている。

出土遺物一中世遺物は146号柱穴から，かわらけの小破片が4点(l1g)出土している。この他には3

箇所の柱穴跡から，縄文土器・士師器の小破片と小喋が少量出土している。
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(4) ピット群(第10・11・12図，第2表，図版2・3)

これまでみてきた掘立柱建物及び柵列の他に，この地区には，いわゆるピットと呼称される小穴が，調

査区の南側を中心にして多数存在している。それらの個々の規模等については第2表の通りであるが，そ

のなかには，形状・規模・出土遺物等からみて，建物や柵列等の柱穴と考えられるものも少なくない。な

かでも，穴の並びが掘立柱建物の桁方位や梁方位とほぼ同じに方位をとり，柱穴間寸法が， 2.1m前後と，

この地区の掘立柱建物に多い寸法と同じくするものがいくつか認められる。そのうちの主なものを取上げ

ると次のものがある。

①1号ピット列

2号掘立柱建物跡の南西に位置する091号・ 105号・ 112号である。やや小型のピットで，深さは一定で

はないが，円形で規模も類似している。軸線N-74S-Wの線上に並び，長さ4.1mで，柱間す法は2.0~2.1m

である。建物跡の柱穴と考えた場合，南側が調査範囲外の為，対応する柱穴の存在は不明であるが，建物

あるいは柵列等の柱穴となる可能性が考えられるピット列である。

②2号ピット列

001号溝状遺構の東1.3mの地点にある189号と，そこから東側の042号・044号・051号・060号・086号・092号・

104号・ 106号 .142号・ 171号・ 177号である。これらはいずれも軸線N-730- Wの線上に並ぶ。なかでも，

東側の042号・ 044号・ 051号・ 060号は 深さは一定ではないが柱掘り方の形状や規模に差はなく，長さ

6.4m，柱間す法2.1~2.2mで，掘立柱建物の柱穴に類似する。調査区の中では建物跡として対応する柱穴

が見当たらないが，今回調査範囲外であった南側の調査結果によっては 建物の柱穴となる可能性もなく

はない。現状では，これらのピット群が掘立柱建物跡と同じ方位で柵列的な形をとって存在する点を指摘

しておきたい。

以上，例示したピット列を含め，これらのピットからは，中世のかわらけ・青磁・陶器類のみならず，

縄文土器・土師器・須恵器の小破片 小礁を出土するものが少なくない。この点から，恐らくその多くが，

この地区の居館跡の時期に存在したピット群として理解しておきたい。

出土遺物(第39図，第2・5表，図版14)

中世遺物は，第2表に示すように12ヶ所のピットからかわらけ16点 (051号2点23g，093号1点42g，

115号1点1g， 168号1点8g， 175号3点4g， 197号1点2g， 281号1点3g， 310号1点1g， 326号1点

2 g， 328号4点61g)，転用砥石として使われた常滑蓋1点114g(386号)，瀬戸美濃縁軸小皿l点5g (173 

号)が出土している。これらは，いずれも小破片で覆土中からの出土である。また，この他には，鉄製品

が2点304号ピットから出土したほか，縄文土器，土師器，須恵器の小破片と小礁が103ヶ所のピットか

ら出土している。

(5)土坑

居館跡とした調査区域内で検出された 1基について報告する。

237号土坑(第10図)

001号溝の東側約5mにあり， C58-48グリッドに位置する。 238号溝跡の西端にあたる部分で同溝と重

複し本土坑が切っている。平面形は楕円形で，長軸方位は238号溝とほぼ同じN-87S-Wである。規

模は長軸上端1.56m(下端1.48m)，短軸1.03m(0.89m)で，検出面からの深さは18cmで、浅い。底面は平坦で，
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全般的にやや硬い。

出土遺物は無い。時期の判定は難しいが238号溝を切っていることから中世以降と判断した。性格や居

館跡との関連性については不明で、ある。

(6)溝跡

1条検出されている。東側が調査区域外へと続いており，居館跡との関連性については明確で、ない。時

期決定を含め東側の今後の調査結果を待って検討する必要があると考えられるが，ここでは，取りまとめ

た結果を報告しておきたい。

238号溝坑(第11図，図版3)

C58-49・59，D58-40 ・ 50~55グリッドに位置している。 001号溝状遺構と直交するような形で，東

西方向に直線に走る溝で，方位はN-83S-Wである。西端で237号土坑と重複し切られている。調査

区域内で検出された長さは26.2m程で、 東側は調査区域外へと延びている。幅は西端で上端1.15m(下端

0.78m)，中程で1.38m(1.02m)，東端で1.3m(1.15m)であり，東側より西側がやや狭くなっている。検

出面からの深さは，西端で、12~14cm，中程で、16~18cm，東端で、24cm程であり，全般的に浅い。土層断

面図にみえるように，東端と中程の地点では，地表面からの深さは，東端が67cm，中程が43cm程で、あり，

これに検出面からの深さを考え合わせると，この溝は西側が浅く，東側がそれよりもやや深くなってきて

いる様子がうかがえる。 溝の西端が， 237号土坑から西側では検出されていないことから，この溝は，丁

度237号士坑の位置から東側へと延びている溝となる。断面は逆台形状を呈し底面は硬くなっていない

ことが確認されている。覆土は土層断面からみると，二層に分かれており，南側から埋まったか，あるい

は，一度埋まってから，北側に再度溝が掘られたような様子を示している。

出土遺物(第39図，第5表，図版14)

中世遺物としては，かわらけの碗と皿の小破片が各2点づっ計4点60g，覆土上部から出土している。

このほかは，平安時代の土師器杯，同内黒杯，同高台付碗，同輩，須恵器蓋と縄文土器が出土している。

小破片がほとんどであるが，土師器高台付碗は底部の2/5~4/5程の破片が 5 個体分 5 点ある。出土量は土

師器・須恵器類は総量1.6kg，縄文土器は細片で、総量430gで、ある。

図示したかわらけ皿(1)は，平底で底部内面にナデのあるものである。碗(2 )は，薄手で円盤状底

部の有段口縁に近い器形とも想定されるものである。底部内面にナデをもっ。

2 方形周溝区画墓

方形周溝区画墓(第16 ・ 27~29 ・ 40図，第 6 表，巻頭図版 1 ~5 ，図版4~6)

F61-50グリッドに位置する。立地的にみると，地下式坑や土坑群の大半が検出された遺跡南東部の台

地上にあり，南側の谷を望む台地縁辺に近い場所に所在している。遺跡北西部の居館跡からは，南東へ

110m程の地である。

この墓は，方形に廻る周溝と，その周溝によって区画された墓域の中央部北側に配置された主体部であ

る土坑墓とで構成されている。平成12年度の発掘調査で，主体部を含む東側を中心とする全体の3分の2

程が検出され，次の13年度に西側の区域が発掘され，周溝が方形に廻ることが判明した。そして，一辺

12m余(溝の内側上端)の長さで，方形に廻る溝によって区画された墓域内の中央部北側に，主体部の土
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坑墓が設けられた墓であることが明らかとなった。しかし 13年度の調査時には， 12年度調査区域は調査

終了に伴って，すでに工事が進行していた為，発掘調査現場での全体像の把握が(実測・写真撮影等を含

め)不十分となったことは否めない。周溝は南西隅が550号地下式坑の陥没やその後の台地削平によって

削られているが，周溝の廻り方からみると全周していたものと考えられる。なお，この墓は平安時代 (9C

-10C代)の竪穴住居跡3棟 (286号・ 287号・ 562号)と土坑4基 (293号・ 321号・ 322号・ 564号)，さら

には，中世以降の溝3条 (148号・289号・290号)及び地下式坑l基 (550号)と各々重複している(第27図)。

このうち，溝及び地下式坑との新旧関係については，溝よりもこの墓が古く.溝に切られている。また，

地下式坑との関係については明確でないが，この墓より後に地下式坑が作られたと考えられる。

平面形・周溝(第16・27・28図，図版4-6)

方形というより正方形に近い形で，主軸方位はN-220 - Eである。規模は中央部の周溝内側上端(同

外側上端)の計測で，主軸の南北方向で、約12.6m(約16.lm)，東西方向で、約12.3m (約16.7m)である。東

西の長さが，北側と南側では異なり，土坑墓の位置する北側の溝近くでは約12.64m(約16.64m)，南側の

周溝近くでは約12.l2m(約15.92m)で，南側が北側よりもやや狭くなっている。又，南北の長さは東西

はほぼ同じで，東溝側で約12.6m(約16.lm)西溝側で約13.3m(約16.lm)である。周溝の幅は，北側が

上端で1.5-1.6m(下端0.45-0.5m)，南側1.9-2.lm (0.4-0.8m)，東側2.0-2.2m(0.4-0.7m)，西側1.4-1.8m

(0.4-0.6m)であり，東側と南側がやや幅広となっている。また，北西隅は底面幅が1m以上もあり，広くなっ

ている。底面はほぼ平坦で，検出面からの深さは，北側，東側，南側が65cm程で，西側が40cm程で、ある。

主体部(第28・29図，図版5・6)

土坑墓で，平面形が隅丸長方形を呈す土坑の中央に，遺体を安置した長方体の木棺(枢)を埋納したと

考えられるものである。南側が289号溝に切られ，北側は後世の撹乱により上部が破壊されている。 289号

溝を発掘中，この土坑墓の存在に気付かないままその南側を掘り進めており，半分近くまで、掘ったところ

で，南側に副葬されていた青磁碗と同皿を検出し，その時点でこの土坑墓の存在が判明した。

そこで，残る北側の調査にあたって，第29図に示したように最初に中央部東西方向の土層断面と検出面

での覆土の観察を行ったところ，土坑中央部の土が，幅70cm，高さ45cm程の長方形をなす形で，左右の

土とはっきりとした違いがあることが認識出来た。このため 発掘はまず，左右の裏込めと考えられる土

を残し，中央部の棺の存在したと考えられる断面長方形の箇所を上部から掘り下げていった。その結果，

残る部分で、東西0.7m，南北0.6m，検出面よりの深さ45cm程の直方体の形で，木棺の跡と考えられる墓坑

が確認され，その底面から人骨(歯と頭骨と考えられた微細骨片)と副葬された和鏡，白磁，円形木製品

等が検出されたことから，遺体と副葬品を長方形の木棺(枢)に納め埋葬したものと判断された。この点

について，裏込めの土や木棺跡の墓坑の覆土の状況から判断すると，まず，素掘りの土坑が掘られた後，

埋葬時に遺体と副葬品を納めた木棺(枢)を安置しその後にこの土坑を掘り上げた土であるロームブロッ

クを主体とする土を埋め戻し埋葬したものと推測される。

土坑墓掘り方一規模は，南側が289号溝に切られている為，主軸方向の長さが明確でないが，下端の南

側底面の立上りがわず、かに残っており，合わせて遺存する部分や木棺跡の墓坑の位置などからみると，上

端が推定で2.7m前後，下端の底面が2.lm程である。東西方向の幅は，中央部で，上端1.8m程，下端(底面)

1.2m程で、ある。主軸方位は遺存の明瞭な底面でみるとN-230- Eである。

木棺一北側で確認された木棺跡の墓坑の位置や副葬品の位置からみると，掘り方の中央に埋納されたと
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考えられる。墓坑の規模は南側が上部を289号溝に切られ，下部は掘り過ぎた為，長さは確認出来ないが，

南側で出土した副葬品の青磁碗，皿の位置等からみると，1.6m程の長さが想定される。幅は約O.72mである。

高さは検出面から底面までの深さが45cm程で、あるが，本来の高さは不明である。主軸方位はN-17"-E 

である。土坑墓掘り方の主軸方位N-230 - Eと比べると， 6。西側へ振れているが これは埋葬の段階で木

棺を安置した際に生じたずれではないかと思われる。

なお，この土坑墓の位置は，方形に廻る周溝によって区画された墓域の中心部から外れ，北側に片寄っ

ている。しかしその配置をみると，土坑墓掘り方の中軸娘が，この区画墓全体の中軸線とほとんど重な

り，かっその方位もほぼ同じであること。さらに，土坑墓の中心点でみると，墓域の中心軸である南北方

向の長さを4分割した北側4分の1の位置にあたっていることがわかる。これらの点からみると，この士

坑墓が方形に廻る周溝と一体となって当初から造られたことを示しており，意識的にそこに配置された意

図がうかがえるものである。そして，士坑墓の前面の広場は，祭壇が設けられ 祭記の場所となっていた

可能性も無くはないだろう。

出土遺物(第28・29・40図，第6表巻頭図版1~5 ，図版 5~6)

主体部出土の遺物(第29 ・ 40図，第 6 表，巻頭図版 1~5 ，図版 5~6)

木棺跡墓坑内出土遺物一底面北側から，人骨(歯24本と骨片)，白磁皿(l点)，和鏡(l点)，円形木

製品(l点)，木櫛(破片2点以上)，棒状木製品 (2点)，鉄釘(l点)が，南側から青磁碗(1点)，同

皿(l点)が各々出土した。また，埋没土中からは，北側下部から人骨歯5本が出土した他，上層~下層

にかけて，当初から埋め土に混在し木棺跡の墓坑内に埋没したと考えられる縄文土器，土師器，須恵器

人骨・歯牙(第29図，巻頭図版 5 ，図版 5~6)

歯は検出された29本のうち， 24本が北壁から40cm 西壁から25cmの所に集中していた。上下の歯列が

よくわかる形で， 7cmx 5cm程の範囲内に，底面から 2~3cm上までの間で検出されている。そして，

検出された歯列の並び方からみると，遺体の頭骨は西側を向く格好であったと判断される。なお，この他，

5本は覆土中から検出されているが，先の24本の歯と合わせ，一体分の歯と鑑定されている。また，頭骨

と考えられる骨片はこの歯列の右斜上後方の径15~18cm程の範囲に底面から 2~3cm浮く形で散在して

いたが，薄く微細な骨片・骨粉状となっていた為，取上げられる状態ではなかった。背椎骨やほかの骨は

検出されていない。なお，歯の鑑定結果から埋葬された遺体は，壮年から熟年にかけての女性であること

が判明している。この点を踏まえ，歯の南側90cm程の位置に副葬された青磁碗と皿が当初の位置をとど

める形で出土していることからみると，埋葬された人物の遺体は西を向いた横臥の姿勢で，足を少し縮め

た屈葬の形で埋葬されていたのではないかと考えられる。

歯の鑑定は京都大学大学院理学研究科大薮由美子氏に依頼した。その結果をまとめると次の通りである。

1 残存する歯は，重複するものがないことや歯冠のサイズ・形態が左右で良く似ていることから，一人

分の歯がまとまって出土したと考えられること。

2 歯は全部で、29本残っており，確認出来ないのは3本だけで，歯式は以下のようになること(巻頭図版5)。

右上顎 左上顎

M3 M2 M1 P2 P1 C Il I Il 12 Pl P2 M2 M3 

M3 M2 M1 P2 P1 C 12 Il I Il 12 C P1 P2 M1 M2 M3 
右下顎 左下顎
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3 残存する歯は，歯冠の一部や歯根の一部または大部分を破損しており，保存状態があまり良い状態と

はいえないこと。

4 性別については，判定に歯冠計測を行い，埴原和郎・小泉清隆両氏の判別式を用いて性判定を行った。

その結果，この歯の持ち主が女性に属する確立は99.6%であり，歯冠計測値から判断すると，性別は

女性と判別出来ること。

5 死亡時の年齢推定は，歯冠の岐耗状態を検査しその岐耗の程度から行ったことに加えて，竹井哲司

氏等の判定基準を用いて，年齢推定を試みた。その結果は，壮年 (25才~40才)後半から熟年 (40才

~60才)あたりでなくなった人の歯と推定されること。

以上であり，この1体分の歯は，壮年後半から熟年で亡くなった女性のものであると考えられる。

白磁皿・和鏡・円形木製品(第29 ・ 40図，巻頭図版 2 ・ 3 ，図版 5~6)

北壁から35cm，東壁から22cmの所で，これら 3点が重なって出土している。人骨(歯)からは東側へ

20cm程の地点で、ある。第29図に示したように，白磁皿がふせた状態で底面に付いて一番下にあり，その

上に炭化物等をはさんで和鏡が少し傾いた形で存在していた。白磁皿の中に土が入っていたが，フカフカ

で詰まっておらず，この土を除くと棺の底面にあたるロームの地山が出て来た。炭化物は白磁皿と和鏡と

の間でのみ検出されており，周囲からは出土していない。和鏡は鏡面を上に向け 背面を下の白磁皿に重

ねる形である。そして，和鏡の鏡面の上に円形木製品が重なっていたが，両者の間には和紙や織物・龍状

繊維製品が存在していたらしく，円形木製品と和鏡との接触面にそれらが残って付着していた。

なお，これらを取上げる際に士や付着していたものを一括して採集しているが，それらの中から銀色を

呈した(銀泥が付着か?)紙状の細片が何枚か重なった形のものが検出されている。この銀色のものは鏡

と接した白磁皿の底部に銅錆と一緒に付着していたことから，本来白磁と和鏡の聞に存在していたものと

判断される。また，この外にも金泥(? )や雲母(? )の付着した料紙のような微細破片も採集されている。

白磁皿一口禿の皿で，完形品である。内面体部と底部の境に一条の沈線がめぐる。体部下端と底部外面

全面回転ヘラケズリ。底部外面もヘラ削り後紬を薄くハケ塗りしている。横田・森編年の白磁皿E類に当

るものである。

和鏡一蓬莱鏡である。円鏡で，面径11.7cm，総高l.lcm前後で，鏡面部分の厚さは3.5mm，重量400gを

測る。縁は直角式中縁で，高さl.lcm，厚さ下部で6.5~7mm，上部で4.5mmで，断面形は外側がやや内

傾し，内側がやや外傾している。

鏡面は，側縁部がわずかに外反する凸面鏡である。現状では，ほとんど全面緑青に覆われているが，わ

ずかであるが緑青がまだら状に剥がれた個所から，白銅色の鏡面がうかがわれる。

背面は，緑青・鋳がごく薄く全体を覆っている程度で，遺存状態は良い。鉦は，亀甲文の中に花文様が

描かれた亀甲文亀鉦で，亀の腹部中央に孔がうがたれている。頭部から尾まで， 3.8cm，体部の亀甲は縦

2cm，横1.95cmで，全体に丸みを帯びている。高さは4.5mm程で，四肢ともに 6本指である。亀甲は14

区画で，その区画の中に描かれた花文様は亀甲の大半を覆っている鋳が厚い為，現状では部分的にしかわ

からないが，菊文様にも類似した文様が認められる。単圏で圏線は匙面式である。内区は径8.4cm，外区

は幅0.95~ 1 cmで、ある。内区には，下辺に波立つ蒼海が，右辺には松と楓(? )が繁る山岳(蓬莱山)が

配置され，その中腹には仙人の住む宝閣を示すと思われる建物が一棟描かれている。また，左辺には，笹

(竹)や菊文様等の花木の繁る岩山の山上の碧雲をおし聞いて鴛驚が2羽，対向式で飛んでいる姿が配置
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されている。外区には下辺が波立つ蒼海，右辺から上辺に松と楓(? ).左辺から上部が花木と碧雲が各々

描かれている。背面の文様は全体に厚みがあり精轍で，丁寧な作りとなっている。なお，背面左辺の岩山

の部分に金箔が付着したかとも思える，金色の微粒が数ヶ所認められる。

円形木製品一容器の底板或は台座とも考えられるものである。付着土中或は付着物下に何らかの痕跡等

の存在する可能性も考えられることから，今回の報告では，クリーニングせず，土や紙等付着物の付いた

ままの現状で報告する。長径7.5cm.短径6.8cm.総高(推定)0.7cmを測る。 X線透過画像に拠れば，中

央に 1 孔(径 4~5mm) あり，孔中に軸木状のものが遺存している。出土状態の天地の地の側(鏡面に

接していた側，第40図2の下方の図)に削り出しが6ヶ所存在している。この面を元来「地」の側とする

と六脚となる。現状では，台部分上面は平滑でない。周縁の厚みは最大で3.5mm.最小はエッジ状となっ

ているところまで波打つ状況を呈しており，出土後の2次的な変形によるものとも考えられる。脚の部分，

幅は0.5~0.9cm. 奥行0.9~ 1.0cm. 削の深さ(高さ) 3 ~3.5mm前後であり，側面に幅 2mmのV宇切込み

が各1ヶ所存在している。この地とした部分には，図示したように和紙(白色)と織物と龍状繊維製品と

考えられるものが付着しており，更に織物部分にはわずかに白い球状の粒子も付着していた。

木櫛(第40図，巻頭図版3)

同一の櫛の破片と考えられる小片2点と剥れた歯の数本がある。和鏡と白磁皿を取上げる途中で，両者

の聞から検出されたものである。遺存する部分は，端部から横幅1cm程と中央部付近の幅1.5cmの2片の

破片と歯の破片であるが，櫛一枚分のものと思われる。炭化しており. 2片ともに反りが生じている。現

状で，縦幅2.4cm(棟と歯の部分)で，峰は直線的で棟の縦幅5mm前後，厚さ5.3mm程で、ある。歯は長さ1.9cm

前後で.0.8cmの中に11本程の密度で確認され， 目が細かく棟も狭いことからすると，硫櫛であろうと思

われる。材質は不明。銀泥のようなものや炭化した粒が圧縮されたように層状をなして，面的に付着して

いる(巻頭図版5)。又， もう一方の面には緑青がにじんだようなものの付着もみられる。

菊花形皿(巻頭図版3)

木櫛と同じく，和鏡と白磁皿を取上げる途中で，両者の聞から検出された金属製の容器である。白磁皿

とセットで一緒に置かれていたと考えられる。一個体分と考えられる小破片7点程が確認された。内面に

わずかに菊花形をなす稜線文様が認められるが，遺存状態が悪い為，接合，実測等は出来なかった。

和紙・織物・寵状繊維製品・料紙断片・編寵断片・繊維断片等(巻頭図版5)

和鏡と上部の円形木製品や下部の白磁皿との聞に所在し一括して採取し 取上げたものの中から細片

が少量検出されたものである。細かい破片となっている為，肉眼では判断が難しいが，顕微鏡写真で拡大

すると，巻頭図版5-1~12のように良くわかる。円形木製品に付着していた和紙や織物，龍状繊維製品の

ようなものの断片と，和鏡と白磁皿の聞に存在した料紙断片，編龍断片，繊維断片などであり，そこに金

泥，銀泥，雲母等が付着しているような様子もうかがえる。あるいは帖紙や料紙が一緒に副葬され，その

装飾に用いられていた材質が遺存している可能性も考えられる。

今回の報告では，鑑定出来ていないが，次回の調査報告では鑑定の上，結果報告する予定である。

棒状木製品(第29 ・ 40図，巻頭図版 4. 図版 5~6)

北壁から13cmと16cmの位置に. 2点が横に並ぶ形で出土した。底面からは 1~2cm浮く状態であり，

北壁側のものは東側の先端が上下に真二つに割れた形状を示していた。検出時 その棒状木製品には木の

皮が残ると観察されているが，取上げ中，あるいはその後に剥れたらしく，取上げた後の棒状木製品には
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それは付着していなかった。代りに，彩色の施された和紙のような小断片が存在していたことからすると，

この棒状木製品には木の皮ではなく，後述するように彩色された和紙が巻かれており，それがわずかに遺

存していたものと考えられる。

1は，北側に出土したものである。面取りが施された棒状で，両端部が欠損している。現状で長さ

21.7cm.中央部付近で径1.85cmX 1.8cmである。右側先端部が長さ 5cm程にわたり真三つに割れているが，

破損面が平滑で、表面の色調も古色である点からみると 古くから亀裂が入っていて割れていたものと思わ

れる。なお，この割れて分離していた破片は出土後収縮して変形している為，現状のまま図化している。

又，左側先端部には，薄い黒色漆膜に赤色顔料による線描のある2.6cmX 2.6cm程の大きさのものが付着

していたようである。発掘調査時には，その存在が確認されており，出土後剥離していたが，左側先端部

の木質表面にその剥離痕跡がうかがえることから復元実測(第40図5)し，写真撮影(巻頭図版4)も行っ

ている。この棒状木製品(1)には，表面全面に金箔，赤色顔料，緑青，胡粉(? ).黒色漆，織物等と

考えられるものが付着している(巻頭図版4-1①~④) 0 2は，南側に出土したものである。 1と同様

に面取りが施された棒状で，西端部が欠損の状態を示している(第40図6. 図版4-2)。現状で長さは

22.lcm. 中央部付近で径1.53cmX 1.5cmで、 1よりやや細身である。右側の先端部はやや細くなっており，

右側先端は加工されたものか内側へ凹みがみられる。 1と同じように表面全面に金箔，赤色顔料，緑青，

胡粉(? ).黒色漆(?に墨(? ).織物のようなものがみられるが. 1と比べると金箔，赤色顔料等は

少ない。これら 2本の棒状木製品については ほぼ同じ大きさ 形状等で接するようにしながらも lcm

前後の間隔をあけ，並列して出土していること等を含めて考えると，あるいは経軸の可能性も想定される。

しかし付着物などの鑑定をまって，次回の報告でまとめたい。

釘(第29 ・ 40図，巻頭図版 4. 図版 5~6)

北壁から10cm程離れた北西隅から出土している。底面から 5cm程浮く形で覆土中から出土し，先端が

西壁にかかるような形で，横向きで水平の状態で検出されている。全長7.8cm。頭部平面は隅丸長方形状

を呈している1.0cmX 0.75cm程で、折り返し部分は鋳のため不明瞭である。木質が遺存しており，先端部が

曲がっていることから，実際に板に打たれたものと判断され，木棺に使用された釘の可能性が考えられる。

青磁碗・皿(第29 ・ 40図，巻頭図版1，図版 5~6)

埋葬された遺体の歯の検出場所から真直ぐ南側へ90cm程離れた所から出土している。碗と皿が伏せた

状態で，接するようにして東西に並び，二個とも底面に付いていたが，碗の方は口縁部が地山のロームに

くい込む様な形であった。木棺跡の南側の墓坑の状態は不明であるが，北側の壁の位置から推測すると，

西側の皿が西壁から10cm程 東側の碗が南壁から10cmないし15cm程の位置に置かれていたものと推定

される。恐らく，木棺内で埋葬人物の足下に置かれていた可能性が高いのではなかろうか。

青磁碗一鏑蓮弁文碗で完形品である。口径14.8~15cm. 底径4.0cm. 器高7.4cmを測る。小さめの高台

から体部が内湾気味に立上って口縁に至っており，全体に丸味を帯びた感じのする器形である。深さは

中央部見込み部分で、6.3cm程で、ある。高台は断面三角形状を呈し，内側で、0.5cm程の高さである。口縁部

から底部にかけての体部外面に，幅1.2~ 1.4cm. 長さ 7.5cm程の蓮弁が重なるようにして30枚めぐってい

る。蓮弁中央は鏑状に高くなっており，器厚は体部中程の弁の稜線となる山の部分で4mm. 谷の部分で

3mm程で、ある。底部の器厚6mm程で，底部内面中央の見込み部分が小さく凹んでいる。体部内面の中

央部下方に横位に長さ 5mm 幅lmm程の軸欠けのキズがある他は高台端部を除き，紬が椅麗にかかっ
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ている。色調は口縁部外面はやや青味が強く出ている他は，全体に灰味黄緑色を呈している。高台端部の

無粕の部分の色調は褐色である。

青磁皿一鏑蓮弁文皿で完形品である。口径12.6-12.8cm，底径5.0-5.2cm，器高4.3cmを測る。高台は高

さ8mm程で，断面，三角形状を呈し，高台底部端面はシャープな平坦面を呈している。幅広の高台から

体部が内湾気味に立上り，口縁部で屈曲気味に外反する器皿である。体部に長さ3.6-3.7cm程，幅1.5-1.8cm

程の蓮弁が18枚めぐっている。器厚は，口縁部が4mm程，体部は蓮弁中央部稜線の山の部分で、4.5mm，

谷の部分で3-3.5mm程で、ある。底部は5-6mmで、ある。高台端部を除いて粕がまれにかかっている。

色調は碗よりも青味がかった灰味黄緑色である。高台端部の無柚部分は暗褐色である。

土坑埋土(木棺の裏込め土)出土の遺物(第40図，第6表)

木棺外北側の埋込み土下部からかわらけ碗の破片 1点(第40図10)が出土した他，縄文土器，土師器，

須恵器，灰紬陶器の微細片，小破片が少量出土している。なお，これらの遺物は，この土坑墓周辺に存在

した平安時代竪穴住居跡を周溝が切っていること等から，この土坑や周溝を掘り上げた土の中に混在して

いたものが，再び土と一緒に埋め込れ，出土したものと判断される。

かわらけ碗(第40図10)

底部破片である。底部は90%。体部は一部のみ遺存O底径5.0cm，現存高1.2cm。器厚体部下端0.5cm，底部0.9

-1.l5cm，外面底部の高さ0.5-0.6cm。

円盤状の底音防、ら体部が水平に開き，そこから立上るように外反する器形が想定される。外面底部と体

部の聞に接合痕跡をとどめるかのように細い沈線状の凹みが認められる。 13C中頃~後半。

方形周溝出土の遺物(第28・40図)

中世遺物は，かわらけ皿1点44g，青磁3点23g(碗2点21g，皿 I点2g)，渥美瓶子1点30g，常滑棄

2点113gで、ある。いずれも小破片で，覆土中からの出土である。他に鉄製品破片山点(万子状製品1点，

器種不明9点)，鉄浮9点，近世陶磁器1点5gの他，縄文土器，土師器，須恵器などの小破片が数多く

出土している。

中世遺物は3点を図示したが，小破片のため図示出来なかった4点のうち，青磁碗は図示したものと同

類の体部内面に劃花文のある小破片 1点4g，青磁皿は体部小片 1点2gで， ともに12C後半-13C頃のも

のである。常滑棄は2点とも胴部小破片である。

かわらけ皿(第40図11) -2分の 1程の破片である。口径8.9cm，底径4.6cm，器高2.3cm，底部が一段

高く立上る形の皿である。体部中央から口縁部が急角度で立上っている。全体的に厚手で，器厚は口縁部

4-6.5mm，体部6.5-8mm，底部1.0-1.05cmで、ある。底部内面を広く横ナデしている。

青磁碗(第40図12) 一口縁部小破片である。体部内面に劃花文が描かれている。外面は無文。紬の色調

は淡灰緑色で胎士は密。器厚は3.5mm程で薄手である。

渥美瓶子(第40図13) 一肩部~胴部にかけての小破片である。砥石に再利用されたものである。

3 台地整形区画・溝状遺構・井戸跡

(1) 台地整形区画

遺跡の南東部側の台地斜面部に 1ヶ所，南西部の台地斜面部に 1ヶ所，北東部の台地斜面部に 1ヶ所が

各々検出された。
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556号台地整形区画(第16図，図版8)

遺跡南東部の台地斜面部にあり. E62~F62グリッドにかけて位置している。調査で確認出来た範囲は，

東西約14m.南北約1O.4m程で、ある。東側は北側から延びる425C溝によって切られている。斜面部が二段

に整形されており，一段目の上段の平場は，幅5m程である。長さは西側に441号集石遺構が所在してい

る為，不分明な点があるが13m程で、あろうか。三段目の平場は，部分的な検出の為，規模は不明であるが，

幅2.5~5m程の範囲が確認されている。検出面からの高低差は，一段目が70~90cm. 二段目が一段目か

ら75cm前後である。確認された範囲からは，土坑等の遺構は検出されていない。

出土遺物一上段の平場から渥美の斐の胴部破片 1点50gと，常滑の嚢の胴部と肩部の破片が3点178g出

土している。又，下段の平場からは板碑の小破片2点72gが出土している。この他，近世陶磁器小破片2

点を土師器・須恵器の小破片が多量に出土している。

605号台地整形区画(第20図)

遺跡北東部の斜面上にあり G60-43~46グリッドからG60-54~56グリッドにかけて位置している。

確認出来た範囲は，東西約12m.南北約6m程の狭い範囲である。東側には606号溝が台地上から斜面下

に向かつて，南東から北西に走っており，その西側に三段の平場が作り出されている。この為，全容は不

明であるが，上段の平場は南側に幅30~50cm. 深さ 22~30cm程の溝が東西に走っており，それを境とし

て，形成されているものと把握される。規模は幅0.5~ 1.0mで，長さは606号溝から西側で 7m程で、あるが，

更に西側の未調査区域へと続いているものと考えられる。下段の平場は，調査区域内では幅1m以上，長

さ4.5m程の範囲が検出されている。そして，西側に幅20cm程の同溝状の浅い溝が認められ，その内側に

は深さ 1m程のピットも検出されているが，南側が調査区域外であった為，規模等は不明で、ある。高低差

は，上段が22~28cmで，下段は上段と 55cm程で、ある。

出土遺物一常滑聾の小破片が1点25gで、ある。この他は，近世陶磁器小破片が7点と縄文土器・土師器・

須恵器の小破片・磯片が少量出土している。

607号台地整形区画(第14図，図版8)

この遺構については台地整形区画としての調査は行われていない。その為，遺構番号は付されていなかっ

たが，平面図やこの地区に所在した地下式坑，土坑の配置写真等からみて，台地整形区画として把握する

ことが妥当と考えられることから，遺構番号を付して報告するものである。

遺跡南西部の斜面部にあり C62~D62大グリッドにかけて位置している。南側へと延びる小舌状台地

の斜面部を削平して形作っており，東側を495号溝が切っている。東西25m.南北20m程の範囲が検出さ

れたが，東側は本調査区域外であった為，東西の規模は不明で、ある。台地削平は，北側が80~90cmの高

低差で垂直に近く削平して平場を作り出している。削平した北側と西側の涯面直下に溝をめぐらせている

が，西側隅は途切れている。平場は，東西24m.南北18m程の広さが検出されており，東西面はほぼ平坦

なのに対して，南北面は18mで、約l.3m程高低差をもっているが，中央部に東西に延びるわずかな段差が存

在していることから，上段と下段に2段に平場が形成されていたものと想定される。なお，この平場の南

側端は大きく削平されているため どこまで原形をとどめているかは不明である。この平場における遺構

は，北西隅に地下式坑が2基 (496号 .498号)と土坑が2基 (497号・ 499号)検出されている。なお，こ

れらの遺構は，本来は，ここで報告すべきであろうが，調査経緯等から地下式坑と土坑の項で一括して報

告している。
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出土遺物一この区域をグリッド発掘した包含層中から，破片であるが，かわらけ小皿1点，常滑4点，

瀬戸美濃7点，の陶器類や内耳土器19点等が出土している。

以上が検出された台地整形区画であるが，当遺跡においては，この他に台地整形区画としての存在が想

定される箇所がある。それは，台地中央部の南側斜面部にあたる地区で， D61-34グリッドから東側及び

南側に走る148号溝の南側の地区である。この地区は， 556号と607号台地整形区画の間に位置し地形図

からみると，南側から入り込む小支谷の谷頭にあたる箇所である。そこは，南側の谷から 3m程の高さで

一段高くなり，そこから更に台地中央部に向かつて内字状に入り込み，東西45m，南北40m程の平場が形

成されている。この平場は，南北で3m程の高低差があるが，等高線の流れは平均し，緩やかで、あり，北

側の台地とは崖状に 3m程の段差をもっている。この地区の調査は確認調査で終了しており，詳細は不明

であるが， 148号溝中央部付近を南北に切った土層断面図(第15図)では，溝の南側は急な傾斜面となっ

ている。また，南北方向に走る520号溝の東側は図には示していないが，同様に急な傾斜面となっている。

そして，確認調査での出土遺物をみると，この地区の包含層からは中世陶磁器類の破片が少なからず出土

している。このような，地形や確認調査結果からみると，この地区が人工的に改変されている蓋然性が高

いのではないかと思われる。このような観点から，この地区については調査終了後造成済であるが，そこ

に台地整形区画が存在した可能性を指摘しておきたい。

(2)溝状遺構

館跡の検出された北西部のC58・D58グリッド地区や中央部のD60グリッド地区南西部のC60・61. 

D60・61グリッド地区中央部南側のD60・61グリッド地区と東側のF61グリッドとその周辺地区で合計

30条が検出された。これらの溝状遺構は，比較的規模の大きな溝や小規模で浅い溝 台地を縦横断する溝

等その位置や形状も様々である。大半は地下式坑や土坑群の存在する遺跡の東側地域に所在している。近

世遺物の出土も多く，時期の判定が難しいが一応この頃で説明しておきたい。

なお，北西部のC58・D58グリッド地区で居館跡に伴う堀跡として把握した001号・ 120号溝状遺構と居

館内で検出された238号溝状遺構については居館跡の遺構として 第1項で報告している。

<060グリッド地区〉

002号溝状遺構(第13図，図版7)

遺跡中央北西部に位置し， D60-02グリッドからD60-14グリッドにかけて検出された東西方向に走る

溝である。 003号溝と重複し同溝を切っている。 D60-02グリッドの西側は未調査区域であり， D60-14 

グリッド東側では， 003号溝中へと入っているため，確認出来た長さは10m程である。幅は50~65cm，検

出面からの深さは30~35cmで，重複する003号溝と比べると極端に浅い。断面は逆台形状で，方位はN-

800-Wである。

出土遺物 中世遺物は無い。土師器小片数点と小磯10数点が出土している。

003A号溝状遺構(第13図，図版7)

遺跡中央北西部に位置し D60-01グリッドからD60-29グリッドにかけて検出された東西方向に走る

溝である。 002号溝及び003B号溝と重複し， 002号溝には南側の一部を，又003B号溝には北側の上部を各々

切られている。 D60-01グリッド西側とD60-29グリッド東側は未調査区域であり，検出された長さは

29.5m程である。幅は，溝の北側上部を003B溝に切られているため，明確で、はないが，検出されたローム
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上面で3.2m程である。検出面からの深さは1.3~ 1.4m，底面の幅は30~60cm程で、ある。断面形は， Vない

しはU字形に近く，東側の底面からは，小ピットが並ぶようにして検出されている。方位はN-71S-W

である。覆土の堆積状況からみると，この溝は南側から埋まっていった状況がうかがえる。

出土遺物(第41図，第7表，図版16)

中世遺物は，かわらけ2点13g，常滑2点7lg，である。この他，縄文土器，土師器，須恵器，灰紬陶器，

近世陶磁器が少量と鉄i宰3点，小磯少量が出土している。陶磁器，土器類はいずれも破片であり，小破片

が多い。全て覆土中からの出土である。

かわらけは2点ともに小皿であり，図示した2は1に近似のものである。1， 2とも居館跡の001号・

120号溝で出土したかわらけ類と異なり 小形で，口縁部が外に聞く器形のものである。焼成は良く，堅

くしまっている。居部外面に明瞭な稜をもっ。内面見込みのナデは不明。常滑は蓋の小破片で図示した

3，5は砥石として再利用されている。なお，調査区東側で003B号溝側にかけて撹乱を受けている箇所か

ら，中世遺物として青磁碗1点4gと白磁碗1点4g，常滑蓋5点223g，板碑1点20g，が出土している。

いずれも小破片であるが，青磁碗は13C後半~14C，白磁碗は12C後半~13C頃のものと思われる。常滑蓋

5点のうち 1点 (4)は砥石として再利用されている。板碑は小破片で文字は無い。他に近世陶磁器等が

数片あるが，その中に志野丸皿の小破片2点4g(登窯 1~2 期)がある。

今回の調査で検出された溝状遺構で，この003A号溝とその規模や形状が類似する溝に，居館跡の堀跡

と把握した001号溝がある。両者の関係は未調査区域があるため現状では明らかではないが，この003A溝

を西に， 001号溝を南に各々 35m程延ばすと，ほぼ直交する形をとることから，両者は居館を区画する同

ーの溝(堀)の可能性が想定される。

0038号溝状遺構(第13図，図版7)

D59-92グリッドからD60-02グリッドにかけて位置する。 003A号溝の北側にあり， 003A号溝の上部

を切り並列するように走る溝である。調査区域の北西端で検出され，西側と北側が未調査区域へとかかっ

ているため，検出出来た長さは8m程である。幅は，北側の上端の一部が確認出来たのみであり，検出面

で0.6~ 1.0m程，深さは75cmで、ある。断面は逆台形状を呈し，底面の幅は20~40cmで、ある。

出土遺物(第41図，第7表，図版16)

中世遺物は図示した6の常滑童小破片1点56g(砥石転用)と瀬戸美濃錆粕播鉢の小破片 1点9g (大

窯製品)が出土している。いずれも覆土中からの出土である。この他，覆土中より土師器・灰紬陶器・近

世陶磁器小破片若干と石鎌1点・小磯20点余りが出土している。

~C61 ・ 62グリッド及び周辺地区〉

486号溝状遺構(第14図)

遺跡南西部の台地上に位置する溝である。 D61-53グリッドからD61-80グリッドにかけて，長さ14.5m

程が検出された。方位はN-210- Eで南西北東方向に走る南北溝である。上幅は1.46~ 1.75mで，検出

面からの深さは中央部が21cm前後で，北側及び、南側が10cm程と浅くなっており，底面は0.7~ 1.2m程で、幅

広く全体的に浅い溝である。南端部は幅65cm程と細くなり，途切れている様子を示している。南側で485

号平安時代竪穴住居跡を切っている。

出土遺物一中世遺物は常滑蓋小破片1点48gで、ある。他に土師器，須恵器小破片が数点出土。
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490号・ 494号溝状遺構(第14図)

遺跡南西の台地上に位置する溝である。同じ方位で東西方向に走る溝で， 4m程の聞を置いて490号溝

がC61-86グリッドからD61-90グリッドにかけて， 494号溝がC61-83グリッドからC61-85グリッドに

かけて検出された。この為 関連する溝として取上げ一括して報告するものである。

<490号溝状遺構>

16.2m程の長さが検出された。方位はN-800 -Wである。幅は上端0.8~ 1.65mで，東側にいくにつれ

て狭くなり，東端が30cm程で、ある。底面の幅も50cm前後から東端が20cm程と狭くなる。深さは， 25~ 

32cm程と浅い。 489号平安時代掘立柱建物跡 (P7柱穴跡)と491号土坑を切っている。

出土遺物一中世遺物はかわらけ碗2点14g，常滑蓋 1点lOgで、ある。ともに小破片である。他に土器類

の小破片が数点出土。

<494号溝状遺構>

490号溝の西側へ4.2m程の位置から 6m程の長さが検出された。方位は490号と同じN-800-Wである。

西端部は現在道路との関係で未調査となった西側へ更に延びているものと推測される。幅は上端1.05~

1.4m，深さ36~41cmで、ある。底面の幅は55~65cmとやや幅広で，断面逆台形状を呈す。 489号平安時代

掘立柱建物跡 (P13柱穴跡)と494号溝との聞に所在する493号土坑を切っている。

出土遺物(第43図，第7表，図版19・22)

中世遺物は図示した常滑片口鉢1点435g(l)と蓋2点31gである。他に土師器，須恵、器，灰紬陶器の

小破片少量がある。 2は砥石として再利用された灰軸陶器である。

以上， 490号溝と494号溝について記したが，両者は同一場所で，同じ形状・方位をもっ東西溝である。

その聞には493号土坑が所在するが 493号土坑を490号溝が切っていることからすると， 490号溝と494号

溝の聞の4.2m程の部分は，溝の北側と南側の空間を結ぶ土橋と把握することが可能である。そして，こ

のような視点で，この地域の空間をみると， 490号溝の東側に南北に走る486号溝が存在する。検出された

490号溝の東端と486号溝の南端とは，直線で5m程の距離があるが， 486号溝をそのまま延長すると，丁

度この490号溝の東端辺りに至ること そして その溝方向の内角は101。程であることからすると， 494号・

490号・ 486号溝は，内側と外側の空間を区切っていた同じ溝と把えることも出来る。その意味で，ここで

は，中世的な景観から見れば，これらの溝は居館等を含め屋敷地の周囲を廻る堀として位置づけることも

可能である点を指摘しておきたい。

495号溝状遺構(第14図)

遺跡の南西部の台地上から， 605号台地整形区画を切るようにして，その平場を形成する斜面下の平坦

部にかけて南北に走る溝である。 D62-00グリッドからD62-41グリッドにかけて， 25.6m程の長さが検

出された。台地上の北端部から階段状に三段になって南側斜面下の平坦部の底面に続いている。北端の一

段目は狭く，底面の長さは0.3m，幅約 1mで，深さ 30cm程で、ある。二段目が底面の長さ 2.7m，幅0.9~ l.1mで，

一段目との高低差は30cm程で、あるが，底面の北側と南側の差は53cm程である。三段目は斜面下の605号

台地整形区画の平場にかかる部分で 底面の長さが21m程で、 幅は二段目直下の部分が最も広くなり1.9m

程である。そして，南端部では0.8m程と南端に行くに従い，狭くなっている。三段目との高低差は直下
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で;1.5m程と深くなっている。そして，そこから南端部の底面との高低差は70cm程と緩やかになっている。

方位は大略N-190- Wである。断面はU字形ないし逆台形に近い形である。 605号台地整形区画の斜面部

にかかる部分の土層断面図をみると，掘った土を両側に盛り上げている様相がうかがわれる。

出土遺物(第43図，第7表，図版22・23)

中世遺物は，常滑蓋1点39g，瀬戸美濃揺鉢1点である。他に，内耳土器10点764g，砥石 1点，近世陶

磁器類 1点16gで、ある。内耳土器1点を除き.いずれも小破片である。

<D61・E61グリッド地区》

148 (A・B)号・ 290号・ 520号溝状遺構(第15・16図)

148 (A' B)号溝状遺構は，台地中央部南側に位置し D61-34グリッドからE61-59グリッドにかけ

て東西に走る溝である。また， 290号溝状遺構は， 148号溝の東端部と接続する溝であり， 520号溝状遺構は，

148 (A' B)号溝の西端のD61-34グリッドの南側， D61-44グリッドからD62-13グリッドにかけて南

北に走る溝である。 148号溝が2000年度と2002年度， 290号溝が2000年度， 520号溝が2001年度に各々調査

された。その為か，各々別の遺構番号が付されることとなったが，三者は同ーの溝と考えられることから

本項で一緒に取扱うものである。

<148 (A' B)号溝状遺構>

D61-34グリッドからD61-59グリッドにかけて東西に直線に走る溝である。西端部はD61-34グリッ

ドで南側へと屈曲して， 520号溝へと続く。東端部は， E61-59グリッドで北へ屈曲して290号溝へと接続

している。なお，この溝については，調査記録類にはふれられていないが，整理作業において，ほぼ同じ

場所で類似した新旧二つの溝が重複した遺構で，南側の旧い溝 (A号)が埋まって(あるいは埋められて)

から後に， A号溝を切って，北側に新しい溝 (B号)がつくられたものと考えられたことから， A号とB号

溝の重複遺構として報告する。この点については①第15図の東西溝の士層断面図 (A-A') と南北溝の

士層断面図 (B-B')が明らかにしているように，北側のB号溝が南側のA号溝を切っていること，②A

号溝の方がB号溝より 10~16cm程深く，両者の関係が，東西溝のエレベーション図 (A-A'， B -B' )に

も良く認められること。③平面図に図示されているA号溝の底面と，北側の壁面下端部で， B号溝の底面

に該当する面の両者が部分的に硬化面をもっている状況が調査時に確認されていること。などによるもの

である。

(A号溝)

148号溝の南側に位置する溝で，東西溝の南側から西側南北溝の内側(東側)へと続く溝である。西端

部では，南側へと円弧状にゆるやかなカーブを描いて廻り， 520号溝へと延びていく。北側をB号溝に切

られている。中央部東寄りのE61-56グリッドで563号平安時代竪穴住居跡を切り，東端部で292号方形周

溝区画墓及び289号・ 290号溝状遺構と重複している。重複関係は， 292号を切り， 289号溝には切られてい

る。 290号溝との関係は明瞭ではない。この点については①E61-59グリッドにおいて，北へ屈曲して延

びる溝の底面が，屈曲部から一段高くなり， A号溝の底面よりも 15~20cm程高く(浅く)なって北へ延

びていることや②屈曲して北側へ延びる溝の底面レベルがB号溝の底面レベルとほぼ同じで，検出面での

上端の幅も 2m前後と， B号溝の幅とほぼ同じであることなどから， B号溝が北側へと屈曲して延びており，

A号溝は，この屈曲部で止まっている可能性が高いものと想定される。

以上を踏まえると， A号溝の東西の長さは64m程で、あり，方位は約N-860-Wである。上端の幅はB号
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溝に切られている為不明である。底面はほぼ平坦で、，幅は30~70cm程で一様ではない。中央部のE61-

41グリッドや西端部のD61-35グリッドで底面に柱穴状の小ピットが確認されているが，この小ピットは

520号溝の底面に多数認められる小ピットと類似するものである。検出面からの深さは0.9~ 1.l5m程で、あ

り， B号溝より1O~16cm程深い。断面は大略V字形と推測される。

(8号溝)

148号講の北側に位置し 南側のA号溝を切っている溝である。西端部では東西溝の北側から西側南北

溝の外側(西側)へと続き， A号と同様に520号溝へと延びている。東端部では，屈曲して北側へと 5m

程延びて，そこから又東側へと折れて290号溝へと接続している。東端部で292号方形周溝区画墓及び289

号溝と重複し， 292号を切り， 289号には切られている。又，東西溝の中央部から東側で， 3棟の平安時代

竪穴住居跡 (462号・ 562号・ 565号)を切っている。

直線に延びる東西溝は66m程の長さで，方位はA号とほぼ同じくN-860-W前後である。東西溝での検

出面からの深さは0.8~ l.lm程で、A号溝より 10~16cm程浅い。断面図から見る限りでは，底面はほぼ平坦

で、幅は50~60cm程で、ある。断面形は北側がやや緩やかに傾斜しているが，大略V字形に近い形状と推測

される。

西端部では， A号と比べ，直角に屈曲しており，その為か，底面も幅広くなり， 1 ~1.5mの幅がある。

東端部の北へ屈曲する 5m程の部分は，遺構の重複関係などから上部の遺存状態が悪く，検出面での上幅

は不明瞭な点もあるが大略2~2.l5m程で，深さは50cm程で、ある。底面のレベルは南側のA号溝の底面よ

り 15~20cm程高く，ほほ同じレベルで東側の290号溝へと続いている。

出土遺物(第41図，第7・11表，図版15・16・23・26)

A'B両号の溝としてではなく， 148号溝1条として調査し遺物も取上げている為，ここでは148号溝

出土遺物一括として報告する。

中世遺物としては，陶磁器類20点679g，かわらけ 1点37gがある。内訳は，青磁4点12g(碗2点，皿2点)， 

渥美3点142g(壷1点，蓋2点)，常滑13点525g(聾)である。すべて小破片で覆土中からの出土である。

青磁4点のうち， 1 点は内面に劃花文のある 12C後半~13C頃の碗であり，他に13C後半頃のもの 2 点があ

る。渥美と常滑の壷・輩類のうち，図示した5点(2~ 6)は砥石に再利用された破片である。かわらけ(1)

は底部が円盤状を呈す碗である。このほか，内耳土器3点(7~ 9)と近世陶磁器74点682g，砥石1点(11)， 

鉄製品3点(小破片・器種不明に鉄津10数点，ガラス浮5点，古銭1点(寛永通宝，第11表，図版26-1)

がある。近世陶磁器には志野丸皿(登窯 1~2 期)や志戸呂碗 (10) 等もある。

<290号溝状遺構>(第16・27図)

148B号溝の東端にあたる部分の溝である。 2000年度の調査で， 292号方形周溝区画墓の東側3分の2程

を調査した際に検出された。 292号の北側同溝を切っている。 N-720-Wの方位で，東西方向に走る10m

余りが調査され，遺構番号が付されたものである。上幅は東側が上幅2.2m程であるが西側は292号の周溝

と重複しているため明確ではないが1.8m程とやや狭くなっている。検出面からの深さは，東側で、80cm，

西側で70cm程で、あるが，西側の148B号溝と接続する底面レベルはほぼ同じである。なお，この溝の東側

先端がどのような形になるかは不明で、ある。

出土遺物(第41図，第7表，図版14・15)

中世遺物はかわらけ3点40g，青磁碗1点3g，青白磁皿1点15g(3)，常滑蓋1点85g(4)いずれも
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破片で覆土中からの出土である。このうち，かわらけは碗1点5gと皿2点で，図示した 1・2は円盤状

の底部の痕跡がうかがえるものである。青磁碗の小片は13C後半~14C頃と想定される。この他に砥石 1

点(5 )，銅製品 1点，鉄製品3点，鉄i宰6点，土師器・須恵器の小破片が出土している。

<520号溝状遺構>(第15図)

遺構番号は異なるが， 148号溝が西端部で南へ屈曲して延びる溝である。 D61-44グリッドからD62-

13グリッドにかけて南北に走っている。 148号溝の西端部が2000年度に調査され その翌年度に148号溝か

ら1m程離れた地点から，この520号溝が調査された為，別の遺構番号が付いたものである。 148(A. B) 

号溝西端部での土層断面図B-B' には，新旧 (A.B号溝)二つの溝が南へ延びる姿が認められる。この

520号溝の中程のエレベーション図D-D' にも両者の重複する形が読みとれる。検出された長さは27.5m

程であるが，先端部は地形に合わせて台地南側の斜面に流れている様相を示している。 A.B号両者の溝

の幅は不明だが，両者ともに合わせると中程で5m程である。検出面からの深さは東側の148A号溝が0.8

~0.9m，西側のB号溝が1.3~1.6mで、ある。 A号溝の底面には柱穴状の小ピットが多数存在している。なお，

この520号溝と合わせると， 148 (A・B)号溝の西側の南北溝は31.5m程となる。

出土遺物(第43図，第7・11表，図版16・23・27)

中世遺物は，かわらけ皿2点10gと瀬戸美濃平碗1点18g(後期)，板碑1点65g(6)である。板碑を

除き小破片で図示し得なかった。この他，内耳土器1点44g(3)，近世陶磁器類破片20点668g，古銭3点(寛

永通宝)(図版26-5~7)，土師器・須恵器破片がある。須恵器破片は2点砥石として再利用されている。(4・

5)近世陶磁器類には，図示した志戸呂皿(1)や瀬戸美濃播鉢(2 )等がある。これらの遺物はすべて

覆土中からの出土である。

以上が290号・ 520号溝を含めた148号溝の全体像である。長さは総延長112.5m程となる。この溝のうち，

特に148号溝については(1)の台地整形区画の項で， 148号溝の南側の台地中央部南側斜面に台地整形区

画の存在の可能性を指摘しておいたが，これらの溝はあたかも，その地域の外側を廻るかのような形で位

置している点を付記しておきたい。

<F61グリッド及び周辺地区〉

285A号溝状遺構(第17・19図，図版9)

台地中央部東側のF60-73グリッドからF61-33グリッドにかけて南北に走る溝で，方位はN-60- Eで

ある。同様に東側を南北に走る285B号溝と隣接しており 南側で平安時代と想定される竪穴住居を切っ

ている。北側と南側が未調査区域であった為，検出された長さは28.6m程である。南側で292号方形周溝

区画墓を切る 290号溝 (148B号溝)と近接するが，相互関係はつかめていない。幅は上幅が2.5~2.65m程で，

底面の幅は30~50cm程で、ある。検出面からの深さは1.11~ 1.19m程で，断面が緩やかなV字状を呈している。

溝の斜面から底面にかけて小ピットが多数検出されている。

出土遺物 中世遺物は，貿易陶磁器1点10g(黄柚鉄絵洗)である。小破片の為，図示し得なかった。

他に近世陶磁器1点7g (瀬戸美濃皿破片)，士師器，須恵器，小磯少量，鉄製品3点(器種不明)等である。

いずれも小破片で覆土中からの出土である。

2858号溝状遺構(第17・19図，図版9)

285A号溝の東側にあり F60-75グリッドからF61-14グリッドにかけて南北に検出された溝で，方

位はN-30-Eである。北側が未調査区域で，南側は285C号溝に切られている為，検出された溝の長さは
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17.4m程で、ある。 溝中央部F60-94グリッドで460号地下式坑を，また， F61-14グリッドで平安時代竪穴

住居を切っている。上幅は3.75~4.0m，底部の幅 3m程で、ある。検出面からの深さは34~42cmで他の溝と

比べると浅く底面の広い溝である。

出土遺物(第41図，第7表，図版16・20・22)

中世遺物は，青磁碗1点5g，かわらけ皿1点3g，渥美童I点123g，常滑8点356g(片口鉢1点6g，

蓋7点350g)，瀬戸美濃4点150g(天目茶碗1点，錆軸措鉢1点，播鉢1点，瓶子1点85g)である。い

ずれも小破片で覆土中からの出土であり， 6点(l~6) を図示した。この他に，近世陶磁器 (7) や縄

文土器，土師器，須恵器の小破片，鉄製品(器種不明2点)，鉄津(l点)，瓦類，小磯等が少量出土して

いる。

285C号溝状遺構(第17・19図，図版9)

台地東側中央部のF60-75グリッドから南西側の台地斜面に位置する556号台地整形区画の東側のF62-

01グリッドにかけて走る長い溝で，方位はN-16S-Eである。溝の途中に未調査区域があるが， 50.9m程

の長さで検出されている。北側で285B号溝を，南側で289号溝を切っている。幅は溝の東側大部分が道路

区域で調査出来なかった為，不明な部分が多い。北端で、上幅約1.25m，底面30cm前後で、あるが，中程では

上幅2.65m程と幅広くなり，南側では上幅，底面ともさらに広くなっている。検出面からの深さは，北側

で、32cm前後だが，南側は68cm前後とやや深くなっている。

出土遺物(第42図，第7表，図版15・16・18・19・20・22・27)

中世遺物は，かわらけ皿2点31g，青磁碗1点4g，渥美壷2点107g，常滑27点1680g，(高台付片口鉢

1点105g，片口鉢5点479g，瓦21点1096g)，瀬戸美濃8点213g，(端反皿1点20g，揺鉢2点26g，燭台1

点72g，盤類3点83g，瓶子1点12g)，板碑1点56gで、ある。この他に，内耳土器2点39g，近世陶磁器類，

縄文土器，土師器，須恵器，鉄製品(器種不明) 3点，砥石1点である。いずれも小破片であり，覆土中

からの出土である。渥美，常滑の壷，聾類だけでなく平安期の灰袖陶器壷類の破片等砥石として再利用し

ている26点を図示した。

289号溝状遺構(第16図)

台地南東部のE61-69グリッドからF61-63グリッドにかけて東西・南北に走る溝である。検出された

長さは，東西約15m，南北約7.5mで、あり 東西溝の方位はN-720 -Wである。溝の上幅は1.5~2m位で，

底面の幅は東西溝が30~50cm，検出面からの深さは50~60cmで、ある。西側で南に延びる南北溝は途中で

底面が高くなっている。 292号方形周溝区画墓と148(A・B)号溝を切り，東側で285C号溝に切られている。

出土遺物一中世遺物は，白磁四耳壷1点2g，常滑棄2点29gで、ある。他に，近世陶磁器類5点52gがある。

いずれも小破片で覆土中からの出土である。

4258号・ 570号・ 571号溝状遺構(第17・18図，図版9)

425B号溝状遺構は台地東側の土坑群を囲むかのように方形状に廻る溝である。また， 570号及び571号

溝状遺構は， 425B号溝の南側の溝に関わるかのようにその内側を走る溝であることから，ここで一括し

て報告するものである。

<4258号溝状遺構>

北側のF60-99グリッドから南側のF61-94グリッドにかけて検出された。北側の溝はF60-99グリッ

ドから東が未調査であるがその形状からさらに東に延びていると想定される。南側の溝は，F61-84グリツ
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ドの南西コーナー付近で浅くなり，そこから南東側のF61-94グリッドにかけては痕跡がたどれる程度で

ある。検出された溝の長さは，北溝が約6.1m，西溝が約48.6m，南溝が3m程度で、ある。上幅は1.4-2.4m，

深さは38-60cmで，検出された面に高低差があるためか，幅，深さとも一様ではないが，概して浅い溝

である。南北に走る西溝の方位はN-250 - Eである。北溝は西溝の北端辺りから直角に折れている。北溝

で425A号土坑を，西溝で425D号・448号地下式坑と， 593号・603号土坑を各々切っている。南溝での594号・

595号地下式坑との関係は，溝の存在が不確かな為，不明で、ある。

出土遺物(第42図，第7・11表，図版15・16・26)

中世遺物は，常滑9点549g(片口鉢2点106g，蓋7点443g)，瀬戸美濃4点109g(縁軸小皿1点13g，

平碗2点28g，瓶子1点68g)，祖母懐茶壷2点6gである。この他，近世陶磁器2点25g，土師器，須恵器，

鉄製品1点(器種不明)，寛永通宝1点(第11表，図版26-2)等がある。寛永通宝を除き，いずれも小破

片である。 8点を図示した。

<570号溝状遺構>

571号溝の内側に沿って東西に走る溝である。 571号溝の中程のF62-08グリッドからG62-00グリッド

にかけて検出された。東側の未調査区域へと延びていることが想定される。方位はN-730- Wである。検

出された長さは約14.5mで、ある。上幅は1.3-1.7m，検出面からの深さは45-54cmで、ある。 571号溝と比べ

るとやや深い溝である。

出土遺物(第43図，第7表，図版20)

中世遺物は常滑片口鉢の小破片1点(1)である。遺物は少なく，他に土師器，須恵器小破片と小磯少

量である。

<571号溝状遺構>

425B号溝の南西コーナーの内側から東側へ延びる溝でありF61-84グリッドからG62-1Oグリッドにか

けて検出されたが東側の未調査区域へと延びることが想定される。 425B号溝の南溝は南西コーナーから

東へ3m程で、消えているが，その南溝に替るような形で位置している。方位はN-660-Wである。検出さ

れた長さは25.4m程である。上幅は0.8-1.5mで，検出面からの深さは12-27cmで、全体に細く浅い溝である。

底面にピットが認められる。

出土遺物(第43図，第7表，図版15・16)

中世遺物は，青磁皿1点20g，常滑斐5点392g，瀬戸美濃4点98g(平碗1点，縁柚小皿2点，折縁深皿1点)

である。いずれも小破片である。 7点を図示した。その他には，近世陶磁器2点と，土師器小破片，小磯

が数点出土している程度である。

427号・ 503号・ 572号溝状遺構(第17・19図，図版19・21・22)

東側の遺構群にあり， 285C号溝と425B号溝の聞を南北に走る溝である。 F60-78グリッドからF62-16

グリッドにかけて検出された。 F60-78グリッドからF61-93グリッドまでは南北 (427号・ 503号)に，

そしてF61-93グリッドから東に曲がり，F62-16グリッド辺りまで東西(572号)に延びている。東西溝(572

号)は未調査区域にかかっているため一部分のみの検出である。また，北側 (427号溝)のF60-78グリッ

ドの先は 1m程で土地が一段下がっている為，不明である。 2000年度に北側の8.25m程が427号溝状遺構と

して検出され翌年度2001-2002年度にかけて，その南側の大部分が503号溝状遺構として，さらに， 572号

が2002年に検出，調査された為，異なる遺構番号が付いているが，同一の溝と判断されることから，ここ
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で一括して報告するものである。

く427号溝状遺構>

F60-78グリッドからF60-96グリッドにかけて検出された8.25m程の部分で、ある。南側で西に緩やかに

曲がり， 503号溝へと続いている。上幅は，北側が約 1m，南側がO.4m程で，南側が狭くなっている。検

出面からの深さは，北側が28-31cm，南側で、10cm程で、あり，全体的に浅い。南側の503号溝と接続する

辺りの底面から江戸期の宝永の火山灰らしきものが検出されている。

出土遺物一中世遺物は，常滑童小破片 1点49gで、ある。他に，近世陶磁器類小破片4点53gと土師器，

須恵器の小破片，小礁が数点である。

<503号溝状遺構>

F60-96グリッドから南側のF62-16グリッドにかけての溝である。南西に直線に走る南北溝の長さが

約44mで，南西の東西溝は確認部分が17m程である。南北溝で上幅は， 1.4-2.8mと場所によって聞きがあ

る。検出面からの深さは53-63cm程で、ある。南北溝で429号 .448号・ 597号地下式坑と， 593号・ 603号土

坑を切っている。

出土遺物(第43図，第7表，図版16・19・21・22)

中世遺物は，青磁碗1点1g，常滑16点515g(高台付片口鉢2点48g，片口鉢5点111g，蓋9点、356g)， 

瀬戸美濃15点129g(縁軸小皿1点5g，折縁深皿1点21g，深皿1点5g，播鉢1点，底卸目皿1点，平碗

5点60g，祖母懐茶壷4点18g，瓶子1点20g)である。この他，近世陶磁器類40点467g，土師器，須恵器

小破片，小喋数点，鉄津1点である。陶磁器類はすべて小破片である。瀬戸美濃播鉢と底卸日皿は504号

地下式坑出土のもの(第44図2・3) と接合した。

<572号溝状遺構>

503号溝の南側の東西溝である。 F61-93グリッドからF62-16グリッドにかけて長さ15m程が検出され

た。南側が未調査区域の為， F61-93グリッドでの東へと屈曲する部分と北側の一部を確認したのみであ

り，幅は， l.2m，深さ60cm程で、ある。

出土遺物(第43図，第7表)

中世遺物は，常滑蓋1点14g，である。遺物は少量で、，他に近世陶磁器1点2g，土師器小破片，小喋

数点、と図示した砥石1点(1)である。

477号・ 483(A' B)号溝状遺構(第20図)

遺跡北東部に所在し台地上から北側の谷に向かつて斜面部を走る溝である。東西に走る477号溝をそ

れに直交する形の483(A' B)号溝が一部接続することが確認されていることから，ここで一緒に報告す

るものである。

<477号溝状遺構>

F60-58グリッドからG60-40グリッドにかけて東西に走る溝である。西端のF60-58グリッドで浅く

なって消えており，東端のF60-40グリッドで北側の上端が483A号溝の上端へと接続している。長さは約

8.58mで，方位はN-1010-Wである。上幅は0.9m程で検出面からの深さは13-22cmで、ある。 476号井戸

を切っている。

出土遺物一内耳土器口縁部小破片1点199の他，黒曜石，磨石の破片が数点出土したのみである。
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<483 (A・B)号溝状遺構>

G40-00グリッドからF60-09グリッドにかけて，北側の谷に向いた斜面を走る溝であり，隣接してA号，

B号2本の溝が確認されている。

(A号溝)

西側に位置する溝で477号溝と接続しており， G40-00グリッドからF60-09グリッドにかけて，長さ

26.8m程が検出された。方位はN-90 - Wである。上幅はO.8-1.3m程で、ある。

(B号溝)

東側に位置する溝で， G60-40グリッドからG59-90グリッドにかけて，長さ19m程が検出された。方

位はA号とほぼ同じくN-90 - Wである。上幅はA号より狭く50-80cmで、ある。なお，このA.B号の二条

の溝は公図上の赤道と重なることが調査時に指摘されている。

出土遺物一中世遺物無し。 483(A' B)号溝として，近世陶磁器小片3点63gが出土したのみである。

478号溝状遺構(第20図)

477号溝の南側に隣接し並列するようにして東西に走る溝である。F60-58グリッドからG60-50グリッ

ドにかけて，長さ 9m程が検出された。方位はN-990-Wである。上幅は1.2-1.8m程で，西端部へ向い

狭くなっている。検出面からの深さは40-65cmで、あり，上幅と同様に東側が深く，西側が浅い。西端部，

東端部ともにその先は未確認である。

出土遺物(第43図，第7表)

中世遺物は，常滑童小破片 1点123gと図示した板碑小破片 1点(1)である。板碑には刻字が6-7

文字認められるが，右側の「火 日 口」以外は，破損のため不明で、ある。他には，近世陶磁器小破片10

点435gと瓦の小破片が出土している。

567号溝状遺構(第四図，図版9)

中央部北寄りに位置する溝である。 F60-41グリッドからF60-53グリッドにかけて12m程の長さが確

認されたが，撹乱を受けており，検出出来たのは4-5m程で、ある。上幅1.2m程で，深さ36cm前後である。

方位はN-560-Wである。

出土遺物一中世遺物無し。土器細片少量。

569号溝状遺構(第19図)

567号溝の南側に位置する，東西方向に走る溝である。 F60-50グリッドからF60-52グリッドにかけて，

長さ10.5m程が確認されたが，北側部分が道路下の為，南側部分のみしか検出出来なかった。この為，上

幅は不明で、あるが，検出部分で1.5m程あることからみると 北側の567号溝と比べ幅広の溝と推測される。

検出面からの深さは40cm程で、ある。方位はN-720-Wである。 568号土坑を切っている。

出土遺物(第43図，第7表，図版23)

中世遺物無し。他に内耳土器小破片2点53g(図示1点)と近世陶磁器小破片5点78gがある。

(3)井戸跡

遺跡南部地区の北東側の台地上で， 1基のみが検出されている。
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476号井戸跡(第20図，図版8)

F60-48グリッドに位置している。 477号溝によって，上部を切られている。平面形は円形で，規模は

上端で、2.0mx1.8mで、ある。検出面より70cm程の深さまでは，措鉢状に掘られているが，そこから下は，

径0.95m程の円形プランでほぼ垂直に掘り下げられている。深さは検出面から3.5m以上の深さがあること

が確認されている。

出土遺物一中世遺物無し。土師器，須恵器等の小破片，小磯数点出土。

4 地下式坑

13基検出されている。平面形がT字形で、方形・小竪穴状の入口施設を持つもののほか，入口施設が平面・

円形状のものや不明確なものも認められる。所在する地域は大きく 2ヶ所に別れ，遺跡南西部のC62-28

グリッドの地域に2基が，南東部のF61グリッドを中心とした地域に11基が各々所在している。

<:C62グリッド地区〉

この地区は，調査区域の中では遺跡の最も南西部にあたり，南側の谷に小さく突出した舌状台地斜面に

位置している。調査された範囲で、は台地斜面が東西約16m.南北約12mの長さで矩形に区画されており，

台地整形区画の北西側を示しているものと思われる。

地下式坑は2基 (496号・ 498号)ともに，この台地整形区画の北西隅に位置しており，この地区では，

他に土坑3基 (497A号・ 497B号・ 499号)・溝1条 (495号)が検出されている。

496号地下式坑(第14.31図，図版11)

C62-28グリッドに位置する。平面形はT字形で，全長2.65m. 主軸方位N-13S-Eである。主室は

底面が隅丸方形で，規模は1.8mx 1.8m.検出面からの深さは1.2mで、あり，平坦で、ある。入口部は上端が

楕円形を呈しているが，底面は隅丸長方形に近い形である。上端の広さに対して，底面の規模は，長さ

0.35m. 幅0.75mで、狭い。主窒との段差は無い。この地下式坑は，断面図からみると，上部が持ち送り状

に強く張り出している。また，覆土の堆積は，入口部から奥壁側へと向かつて堆積しており，入口部から

土が埋まっていく過程で，天井部も徐々に崩落していったものと判断される。出土遺物無し。

498号地下式坑(第14・31図)

C62-28グリッドに位置している。平面形は入口部が崩れた形のT字形を呈している。全長2.7m(2.6m). 

主軸方位はN-700 - Eである。主窒は底面が長さ2.l5m.幅2.0m(最大)で，奥壁側は横長方形を示すが，

全体としてはやや縦長で、不整形な平面プランであり 入口部近くが幅0.65-1.0mと狭くなっている。検出

面からの深さは奥壁側で1.8m程，入口近くで2.l5mであり，底面が入口部近くが低く，奥壁側へ15-20cm

位高くなっている。入口部は，主室に向かつてやや斜めに接続している。平面形は円形に近く，底面で長

さ0.5m.幅0.7mであり，検出面からの深さ1.45mで、ある。出土遺物無し。

<: F61グリッド地区〉

F61グリッドを中心とする径50m程の範囲の内に10基が所在する。この地区は.292号方形周溝区画墓

のほか，調査で検出された土坑のほとんどが所在する地区でもある。

425D号地下式坑(第20図，図版10)

F61-08グリッドに位置している。 425B号溝と重複し，主室の奥壁側の上部が幅1.0-1.2m.深さ50cm

程にわたって削り取られている。平面形はT字形で，全長3.8m(3.44m)である。主軸方位はN-700-W。

-44-



主室は横長方形で，規模は長さ1.9~2.2m，幅3.15mで、ある。検出面からの深さは2.04m，底面は平坦で、あ

る。奥壁側の両サイドは，各々 1m程の範囲が中央部よりも20cm程奥行きが広くなっている。入口部は，

中央部に位置する。平面形は，上端は円形に近いが底面は隅丸長方形であり，広さは底面で、0.95mxO.8m

である。深さは70cmで、王室へは有段となっている。段差は1.35m程である。入口部底面から55cm程下の

段の上部に，足場とも理解される幅10cm程の平坦面が存在している。主室の側壁や奥壁の上部が天井部

へと続くように持ち送り状に張り出している。主室内の覆土の堆積状況から判断すると天井部が崩落した

後，他からの土で埋められて上部の覆土が堆積し，その後に425B溝が重複したものと考えられる。

出土遺物(第44図，第 8 表，図版15 ・ 18~21)

中世遺物は，青磁碗2点4g，常滑5点899g(高台付片口鉢1点25g，片口鉢4点686g，瓦2点188g)， 

瀬戸美濃5点162g(縁粕小皿2点95g，平碗1点63g，播鉢1点，祖母懐茶壷1点4g)である。他に近世

陶磁器1点lOg，土師器，須恵器少量と鉄製品5点がある。いずれも小破片で天井部崩落後の埋没土中か

らの出土である。青磁碗2点は，小片の為図示し得なかったが，接合し， 12C後半~13C頃と考えられる

ものである。祖母懐茶壷の破片1点は，504号地下式坑出土のものと，接合しないが同一個体と考えられる。

429号地下式坑(第17・30図，図版10)

F60-96グリッドに位置している。 503号溝と重複し，入口部から主室にかけて上部が幅1.0~ 1.3m，深

さ50cm程にわたり切り取られている。平面形はT字形で，全長は3.02m，主軸方位はN-74S-Wであ

る。主室は横長方形で，規模は長さ2.lm，幅3.0m，検出面からの深さは2.0mで、ある。底面は平坦で、あるが，

入口部は隅丸方形で，底面の広さが0.8mx 0.65m，深さ75cm前後を計り，有段である。段差は1.26m程で、

ある。入口部の直下に，長方形状に35cmx20cmの広さの高さ15cm程の足場が設けられている。覆土の

堆積状況からみると，主室の床面から中程近くまで，天井部が崩落したとみられる土が堆積していること

から，最初に天井部が崩落しその後，上部の覆土が堆積した後 503号溝が構築されたものと判断される。

出土遺物一中世遺物無し。近世陶磁器2点35gと土師器少量が出土している。いずれも小破片で，覆土

中からの出土である。

430号地下式坑(第17・30図)

F61-09グリッドに位置している。発掘調査時点では奥壁近くの一部が住宅外壁コンクリートにかかっ

ていた為，未調査となっている。平面形はT字形で，長さ2.7mで、ある。主軸方位はN-1450 - Eである。

主窒は横長方形で，規模は長さ1.6m，幅2.5m，検出面からの深さ1.66m，底面は平坦である。入口部は中

央部に位置し底面が台形に近いプランをもっ。長さ0.7m，幅0.9~ 1.05m，ほほ平坦で，深さは検出面よ

り87cmで、ある。主室へは有段となる。段差は約70cmで、ある。主窒左側壁の奥で底面より1.6m程の高さで，

壁が持ち送り状に内湾している点からみると，天井部は それよりも高かったことが想定される。主室の

覆土の堆積状況からみると，床面から中程まで天井部が崩落したと考えられる土層が堆積していることか

ら，最初に天井部が崩落し，その後埋没したものと判断される。

出土遺物(第44図，第8表，図版24)

中世遺物無し。天井部崩落後の覆土上部から図示した鉄製品2点(l・ 2)の他，土師器，須恵器の小

破片が少量出土している。

448号地下式坑(第17・31図，図版10)

F61-36グリッドに位置している。入口部から主室の一部と主室奥壁側の一部を425B号溝と530号溝に
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切り取られている。平面形は， T字形で，長さ3.25m，主軸方位N-650 - Eである。主室は横長方形で，

長さ1.8m，幅2.47m，検出面よりの深さは2.1m，ほぼ平坦で、ある。入口部は，掘り込み上端が半円形を呈すが，

底面は長さ36cm，幅1m程の横長方形で，深さは検出面より1.13mで、ある。この入口部は，底面までの間

に竪坑の中段で三方を台状に残して作っており 足場としたものと考えられる。入口部から主室へは有段

で、94cmを計る。覆土の堆積状況からみると，主室から中程まで1m以上，天井部と考えられ，ロームブロッ

クの土層が存在しており，入口部から覆士がほとんど堆積しない内に最初に天井部が崩落したものと判断

される。遺物は，主室の中央からやや左側の径60cmx65cm程の範囲に小形のハマグリを中心とした貝が

厚さlOcm程で堆積していた。また，左側壁中央部の天井崩落後の覆土中より，縁紬小皿が4枚重なって

出土している。また，主室中央部で同じく天井崩落後の覆土中から鍛治炉の炉壁小片が出土している。

出土遺物(第44図，第8表，図版15・20・21・24)

中世遺物として常滑童小破片6点265gと瀬戸美濃9点611g(瓶子破片4点280g，縁紬小皿4点331g，

播鉢1点)，古銭1点(元祐通宝)，ハマグリ等の貝類少量がある。他に鉄製品2点と鍛治炉の炉壁小片1

点，近世陶磁器3点20g，土師器，須恵器小破片少量である。貝類の他は，すべて天井部崩落後の覆土中

からの出土である。図示した 1~4 の瀬戸美濃縁粕小皿 4点はともに完形品である。西側の壁際に 4 点が

重なるようにして横に並んで出土している。

460号地下式坑(第17・31図，図版10)

F60-84グリッドに位置している。 285B号溝と重複し 主窒の奥壁側を残し上部が285B号溝に切り

取られている。平面形はT字形で，長さ2.65m，主軸方位はN-7.5"-Eである。主室の平面形は横長方形

で，規模は長さ1.35m，幅1.9mで、ある。検出面からの深さは， 1.05mで，床面は平坦である。奥壁，側壁

ともに壁が上部に向いて持ち送り状に立上っている。入口部は縦に長い長円形で，底面は平坦だが，主室

に向かつてやや下がっている。広さは長さ1.0m，幅0.75m，深さは検出面より70cm程で，主室との高低差

は26cm程と低いが有段となっている。

覆土の堆積土層断面からみると，床面から中程まで埋まった後，天井部が崩落し，さらにその後の埋没

の後に285B号溝が重複していることがわかる。

出土遺物 中世遺物は無し。天井部崩落後の覆土中から土師器小片と小礁が少量出土している。

504号地下式坑(第17・32図，図版11)

F61-27グリッドに位置する。平面形はT字形で，全長3.5m，主軸方位はN-157.5"-Eである。主室は

横長方形で，規模は長さ1.84m，幅2.3m，検出面からの深さは2.05mで、ある。底面は平坦で、ある。入口部

は隅丸方形で，底面の広さが0.8mxO.9m 深さ約 1mで、ある。中程に幅20cm程の段が巡っており，竪坑

は三段で形成されている。段差は1.05m程で、ある。主室の覆土の士層断面からみると，主室がわずかに埋

まりかけた段階で，天井部が崩落している様子を示している。

出土遺物(第44 ・ 45図，第 8 表，図版16 ・ 20~23)

遺物量は他の地下式坑に比べ多いが，いずれも破片で覆土中からの出土である。中世遺物は，常滑7点

126g (片口鉢1点，蓋6点、126g)，瀬戸美濃30点1592g(平碗3点48g，折縁深皿1点22g，底卸目皿1点

33g，盤類1点5g，措鉢2点589g(同一個体)，瓶子1点130g，祖母懐茶壷20点765g)である。この他に

近世陶磁器9点55g，砥石1点84g，土師器，須恵器小破片少量，古銭1点(明治17年1銭銅貨)がある。

これらのうち，常滑片口鉢の小破片1点が425D号地下式坑出土のもの(第44図425D-5) と接合し祖母
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懐茶壷の破片が425B号溝と503号溝の出土のものと各々接合している。

550号地下式坑(第16・32図，図版11)

E61-68グリッドに位置する。 292号方形周溝区画墓の周溝南西隅と重複している。周溝を精査中に検

出した為，その新旧関係は明確ではないが， 292号方形周溝区画墓の後に作られたものと思われる。また，

入口部は後世に南側へと地形が削平されている為，上部が切り取られている。さらに，その先端部は調査

区域外の為不明で、ある。平面形はT字形で，長さは確認面で、3.3m程で、ある。主軸方位はN-300 - E。主室

は横長方形で，長さ1.8m，幅2.05m，検出面からの深さ，入口部で;2.77m，奥壁左側で3.15m程で，床面は

平坦ある。壁面は両側面は垂直に近いが奥壁が床面1.8m程から上部にかけて持ち送り的に内傾してきて

いる。入口部は主室中央部に接続し底面が二段で細長い形に設置されている。検出面からの深さは1.4m程，

長さは確認面で、約1.3m，広さは入口側の上段が上端の幅1.3m 底面が長さ0.45mx幅0.7m，主室側の下段

が上端の幅1.0~ 1.15m，底面が長さ0.7m x 幅0.46m程で、あり，上段と下段の段差は50cm程である。主室と

は有段であり段差は約1.4mで、ある。覆土の土層断面(発掘当初は丸掘りで，主室に粘土層が確認された為，

途中から断面図を作成している。この為，上部の覆土は不明)からみると，入口から流れこんだ為，主室

の下部まで埋まった後，天井部が崩落した様子がうかがえる。そしてその後に入口方向から主室に流れ込

む粘土層が厚く堆積していることから，粘土を意識的に充填したものと判断される。なお， 292号方形周

溝区画墓の周溝の底面は 主室床面より約2.7m程の高さに位置することから 天井部は主室に充填され

た粘土の上面辺りの床面から2.2m程の高さに存在した可能性が高いと判断される。

今回の発掘調査で検出された地下式坑の中では検出面から最も深い地下式坑である。入口部も他にない

形で，主室に接続する部分は他の地下式の入口に類似するが，そこからさらに先に細長く入口部を設けて，

二段にしている。このことからすると， 292号方形周溝区画墓の周溝が埋った後，この地下式坑から作ら

れた為，堅いローム層で形成されている天井部の位置が，必然的に深くなり，全体として，深い地下式坑

となった可能性も考えられる。

出土遺物一中世遺物無し。天井部崩落後の覆土中から土師器，須恵器の小破片が少量出土。

594号地下式坑(第17・32図，図版11)

F62-05グリッドに位置する。 572号溝と主室の奥壁側2分の 1程が重複する。新旧関係は不明。平面

形は略T字形で，全長は2.24m，主軸方位N-179.5"-Eである。主室は東南隅が調査区域外の為，未調査

であるが，横長方形で，規模は長さ1.3m，幅1.95m，検出面からの深さl.5mで、ある。底面は平坦。入口部

はやや半円形に近い形であるが 竪坑部は底面が平場をとることなく，深さ86cm程までなだらかな斜面

を形成している。そして，そこから主室床面までは有段で，段差は約66cmで、ある。

出土遺物一中世遺物は，常滑聾小破片2点67gと小石1点のみである。天井部崩壊後の覆土中からの出

土。

595号地下式坑(第17.32図，図版11)

F62-05グリッドに位置する。平面形はT字形で，全長は長さ2.1m (2.2m) と小形である。主軸方位

はN-173.5"-Eである。主室は横長方形で，規模は長さ1.26m，幅1.8m，検出面からの深さ約1.14mで、あ

る。底面は平坦。入口部は主室中央からやや左側に接続している。隅丸方形状を呈し，規模は，長さ0.9m

(0.86m) ，幅1.14m (0.96m) である。深さは検出面から30~46cmで，底面が主室に向け16cm程下っている。

有段で，段差は66cm程で、ある。
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出土遺物一中世遺物は，常滑妻小破片3点126g(接合)と近世陶磁器2点30g，小磯数点である。天井

部崩落後の覆土中より出土。

597号地下式坑(第17・33図)

F61-83グリッドに位置する。 503号溝と重複する。新旧関係は不明。平面形はT字形と考えられるが，

主室奥壁側が未調査区域外であった為，全長は不明。調査区内での長さは， 2.1m (1.7m) ，主軸方位はN

-860- Wである。主室は横長方形で規模は，検出部分では長さ0.74m，幅1.3m，検出面からの深さは1.0m

である。底面は平坦で、ある。入口部は主室に向かつて斜めに接続している。上端は隅丸方形に近いが，底

面は略円形で，規模は上端で長さ1.05mx幅1.55m，底面で長さ0.74mx幅0.93m，検出面からの深さ30cm

である。底面はほぼ平坦である。有段で段差は70cmで、ある。

出土遺物一中世遺物無し。天井部崩落後の覆土中から土師器小破片数点出土のみ。

599号地下式坑(第17・33図，図版11)

F61-68グリッドに位置している。平面形はT字形で，全長は2.53m(2.48m)，主軸方位N-177S-E 

である。主室は横長方形で，規模は長さ1.l4m，幅1.6m，検出面からの深さ1.38mで、あり，床面は平坦で、ある。

入口部は主室の中央よりやや左側に向かつて，やや斜めに接続している。縦長方形で，長さ1.24m(1.l4m) ， 

幅0.8-1.0m(0.43-0.56m)，検出面からの深さ20-48cmである。有段で，主室との段差は9cm。底面は

主室に向かつてゆるやかに下っている。

出土遺物(第45図，第8表)

中世遺物は，青磁碗の体部小破片1点5g (13C後半-14C)と石製紡錘車1点127gで、あり，他に，土師

器小破片少量がある。石製紡錘車が底面中央から出土した他は，天井部崩落後の覆土中からの出土である。

5 土坑

遺跡北西部のC58，D58大グリッド地区に4基，南西部のC61・62大グリッド地区に5基，南東部のF

61大グリッドとその周辺地区に50基の計59基が検出されている。

<C58・058グリッド地区〉

206号土坑(第10・34図，図版12)

C58-35グリッドに位置する。西側部分は調査範囲外へと続いており，東側3分の2程を検出したもの

と思われる。東側2m程の地に001溝が所在している。平面形は，東西に長い楕円形と想定される。規模

は現状で、南北0.9m(0.64m)，東西1.l5m(0.58m)であり，この点からみると長軸方位はN-1090 - Eであ

る。深さは検出面から2.1m，表土面からは2.67mで、ある。南北側はほぼ垂直に掘られており，平面規模に

対して深さのある士坑である。

出土遺物(第45図，第8表，図版16・18)

覆土中から，かわらけ碗2点23g，常滑の鉢1点6g，同室2点23gが出土している。いずれも小破片で

ある。この他，覆土下層の床面より70cm程上の位置から馬の骨(頭骨・下顎骨)と歯が検出されているが，

大半がもろくなっていた為，一部しか取り上げることが出来なかった。

251号土坑(第10・34図，図版12)

C58-55グリッドに位置する。 120号溝と覆土上部でわずかに重複しており，調査過程における土層の
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観察から，本土坑が120号溝を切っていることが判明している。平面形は上端が不整楕円形で，底面は長

方形であり，長軸はN-720-Wである。規模は長軸2.0m(1.l5m) ，短軸1.4m(0.5m)である。検出面か

らの深さは2.35m，表土面からは3.0mである。底面から35cm程上の面にローム粒の混ざった暗褐色土の硬

化面が検出されており，そこから底面まではローム粒やロームブロックに暗褐色土が混在した士が埋まっ

ていた。この点については，調査者の所見として，縄文時代早期の陥し穴であった所を，中世以降になっ

てから土坑として掘り込んだ可能性が指摘されている。なお この士坑には，西側に南北0.75m(0.65m). 

東西0.85m(0.7m)の長さで三角形状を呈し深さ18cmと浅い張り出し部がある。また，北側には，検出

面より深さ0.6~ 1.2m程の所の壁面に 外側へと凹むような穴が穿たれている。調査所見では，足がかり

のためのものではないかと考えられている。

出土遺物 中世遺物は無い。覆土中から土師器，須恵器の小破片が少量出土し，覆土下部からアカニシ

の芯の部分1点が出土している。

301号土坑(第10・34図，図版12)

C58-45グリッドに位置する。 251号士坑の北約0.7mの地にある。平面形は円形で，規模は東西0.95m

(0.82m) .南北0.84m(0.76m)である。深さは検出面から75cmで、ある。底面はほぼ平坦で中央部がやや硬く，

黒褐色土が薄く貼りついていた。

出土遺物一縄文土器細片が数点出土のみ。

320号土坑(第10・34図，図版12)

C58-68グリッドに位置する。 001号溝の西側にあり，平安時代竪穴住居 (012号)を切っている。西側

が調査範囲外にかかっている為，半分程の検出にとどまっている。このため，平面形や規模は明確でないが，

円形プランが想定される。規模は確認面で，南北0.56m.東西0.25mである。深さは検出面から25cmで、ある。

出土遺物一覆土中から常滑蓋の胴部小片 1点64gと土師器小片数点が出土しているのみである。

<C61・62グリッド地区〉

491号土坑(第14・35図)

C61-99グリッドに位置する。 490号溝と重複しているが，新旧関係は不明である。

平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-95.5"-Eである。規模は長軸が1.68m(1.46m). 短軸が1.34m

(l.lOm)で，検出面からの深さは，約31cmで、ある。底面は平坦だが，東西で二段となり，西側約3分の

1が16cm手呈高くなっている。

出土遺物一覆土中から縄文土器細片・土師器小破片数点，小石数点が出土したのみである。

493号土坑(第14・35図，図版12)

C61-85グリッドに位置している。 494号溝及び平安時代の489号掘立柱建物と重複しており，士層断面

の観察からみると.494号溝に切られている。平面形は.3.2m x3.2m程の不整形な浅い掘り込みの中央部

に東西に長軸を持つ隅丸長方形の土坑が位置する形を呈している。この隅丸長方形の土坑の規模は，長軸

約2.6m(1.83m).短軸約1.7m(1.l8m)で，長軸方位はN-950- Eである。検出面からの深さは，南側で

62cm.北側で'42cmで、あり，南側と北側で、20cm程の高低差をもっ，二つの底面をもっている。このうち，

北側の底面の幅は南北0.56m.南側の幅は0.42m程で，北側の方が全体的に幅広く，その形状からみると，

南北にほぼ同じ形の士坑が重なった形を呈している。南北方向での土層観察が不明の為，この土坑が南北

二つの士坑の切り合いかどうかは明らかではないが，後述する馬の骨の出土状況から判断すると，馬の骨
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を出土した南側の土坑が新しく掘られた可能性が考えられる。

出土遺物一陶磁器等の出土は無く，南側の覆土中部から馬の骨が多数出土しているのみである。出土状

況からみると(図版12)，解体され，バラバラになった形で投棄された状態を示している。その出土範囲は，

想定される南側の土坑内に納まる形で 高低差25cm程で1.4mxO.75m程の範囲に集中している。

497A号土坑(第14・35図)

C62-29グリッドに位置する。 497B号土坑に切られている。平面形は不整円形で，規模は上端で，南

北1.10m程(推定)，東西1.20m程で、ある。底面は小さく，断面が円錐状を呈している。検出面からの深さ

は中央部で、75cm，西側で、64cmである。出土遺物は無い。

4978号土坑(第14・35図)

C62-29グリッドに位置している。 497A号士坑を切っている。平面プランは隅丸長方形で，規模は長

軸1.65m(1.38m)，短軸1.05m(0.82m)である。長軸方位はN-310-E。底面はほぼ平坦で、，検出面から

の深さは65cm前後で、ある。出土遺物は無い。

499号土坑(第14・35図)

C62-38グリッドに位置する。平面形は不整円形で，規模は径2.6m(2.46m)程である。検出面からの

深さは，中央部が35cm程とやや深く，壁近くは20cm程と浅くなっている。出土遺物は無い。

<: F61グリッド及び周辺地区〉

425A号土坑(第17・34図)

F60-99グリッドに位置する。東側が調査範囲外であり，北側は425B号溝に切られている。この為，

全体の把握が難しいが確認された範囲では平面形が方位に近いプランと想定される。規模は425B号溝の

中で確認された面でみると，南北方向で1.94m，東西方向で、現状1.2mである。しかし士層断面や調査所

見からすると，南側より浅い底面が更に北側へと続き 南北方向で、2.9m程の大きさの土坑が想定されて

いる。底面は，南側が径0.84m程の円形プランで，深さは検出面から68cm，表土面から88cmである。北

側の底面は南側より 5~6cm浅く， 425B号溝の底面とほぼ同じレベルと想定される。西側に上端が0.6m

xO.55mで，深さ30cm程のピットがある。また，底面中央部(南側底面の北側)と427B号溝の底面にも

当たる北側底面の一部に焼土痕が残っており，中央部底面近くでは灰が検出されている。

出土遺物一中世遺物は常滑童小破片 1点101gのみである。他に土師器小破片数点が出土。いずれも覆

土中からの出土である。

447A号土坑(第17・34図，図版12)

F61-48グリッドに位置する。447B号土坑と重複している。南側の一部は調査区域外にかかっていた為，

未調査である。平面は上端が隅丸長方形に近いプランを呈すと考えられるが，底面は不整形である。規模

は長軸が3.05m (2.4~2.65m) ，短軸が1.80m (0.8~ 1.5m) と大形の士坑であり，深さは検出面から96cm，

表土からは1.5mで、ある。長軸方位はN-1090 - Eである。底面はほぼ平坦であるが，東側が高く西側へ

30cm程傾斜している。東壁直下と南壁直下に小さなピットが存在する。東側は70cm，西側は15cm程の

深さである。 447B土坑との新旧関係は，土層断面からの観察では， 447Aが447B土坑を切っていると判

断される。

出土遺物は無い。
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4478号土坑(第17・34図，図版12)

F61-49グリッドに位置する。 447A号土坑と重複しており，西側を切られている。南側は調査区域外

の為，未調査である。平面プランは隅丸方形と想定される。規模は南西が推定1.4m(0.8m)，南北が確認

面で0.64m(0.55m)である。深さは検出面より20cm，表土からは90cmであり，底面はほぼ平坦で、ある。

出土遺物は無しミ。

449号土坑(第17・34図)

F61-37グリッドに位置する。平面形は隅丸方形で，規模は長軸0.92m(0.8m)，短軸0.88m(0.78m)である。

長軸方位はN-1100 - E。底面は検出面からの深さは15~18cmである。北側壁際に小ピットがある。出

土遺物は無い。

450号土坑(第17・34図)

F61-37グリッドに位置する。平面形は円形で，規模は0.78m(0.70m)， O.72m (0.66m)である。底面

は中央部が凹んでおり，検出面からの深さは中央部で19cmで、ある。出土遺物は無い。

451号土坑(第17・34図)

F61-37グリッドに位置する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-560 - Eである。規模は長軸0.8m

(0.62m) ，短軸0.7m(0.5m)で，底面は南西側が，径0.4mxO.36mで、ピット状にさらに一段深くなっている。

検出面からの深さは，北東が15cm，南西側のピットが66cmである。出土遺物は無い。

453号土坑(第17・34図)

F61-38グリッドに位置する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-25S-Eである。規模は，長軸0.85m

(0.62m) ，短軸0.74m(0.58m)で，検出面よりの深さは17cmで、ある。底面はほぼ平坦で、ある。出土遺物は無い。

454号土坑(第17.34図)

F61-48グリッドに位置する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-260- Eである。規模は，長軸1.0m，

短軸0.8m(0.6m)である。検出面からの深さは14cm程で浅く，底面北東側に深さ約64cmのピットがある。

出土遺物は無い。

456号土坑(第17・34図)

E61-49グリッドに位置する。平面形は不整長方形で，長軸方位はN-190-Eである。一見すると各々

規模が1.9mx 1.2m， 1.9m x 1.15m程の長方形の土坑が左右にずれて重複し合っているような形をしている

が，底面のレベルはほぼ同じで平坦で、ある。規模は，長軸が3.2m(3.0m) ，短軸が1.15~1.2m (0.96~ 1.4m) 

で，検出面からの深さは40cmである。北東側と南東側の壁際に深さ44cmと39cmの小ピットがある。また，

西側中央部にも長さ1.0m 幅0.5m位の範囲にピットが3個存在しているが これらのピットがこの土坑

に伴うものかどうかは不明である。出土遺物は無い。

501号土坑(第17・35図，図版13)

F61-19グリッドに位置する。平面形は丸味のある不整長方形で，長軸方位はN-113S-Eである。

規模は，長軸が1.13m(0.92m)，短軸が0.78m(0.55m)で，検出面からの深さは21cmで、ある。この土坑

は壁面上部から底面にかけて，ほぼ全面にわたり黄白色砂質粘土が貼り付けられており，この黄白色砂質

粘土は壁や底面以外にも北東側の覆土中の上部に，天井部を構成するかのように3~lOcmの厚さで，水

平にブロック状に所在が認められている。なお，この土坑の東壁南側上部のみには，長さ 15cm，幅 5~

10cmにわたり，粘土の貼り付けがなく，あたかも炭焼室の煙穴のように意識してこの箇所が設けられた
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様子を示している。土層断面からみると，底面と覆土上部の粘土ブロックとの聞には，灰と炭の層や焼土

粒の混在した土層が充満している。この点からみると 底面の粘土や地山のロームには焼けた痕跡は認め

られていないが，この遺構で火を焚いた可能性も考えられる。出土遺物は無い。

502号土坑(第17・35図，図版13)

F61-39グリッドに位置する。平面形は一見すると不整方形の土坑と見えるが，調査所見で炭焼窯 (A

号)と土坑 (B号)の2つの遺構の重複と捉えられている。

<502A号土坑(炭焼窯)> (第17・35図，図版13)
北側に位置する遺構である。平面形は長楕円形と推定され，主軸方位はN-470 - Wである。北東壁に

煙道が存在しその直下にテラス状の平場が設けられている。テラス状の平場から南側の中央部は凹んで，

一段深くなっている。規模は，長さが2.9m(2.54m)で，幅はl.5m程と推定される。検出面からの深さは，

テラス状の平場で、O.85~O.9mで、あり，中央部の凹みは， 1.16m程である。煙道はテラス状の平場から10~

15cm程一段高くなり，そこから間口35cm，奥行30cm程の広さで作られており 垂直に立上がっている。

高さは検出面まで、70cm程で、ある。壁面には灰が付着しさらに煙道上部から西側O.74m程にかけて，厚さ

5 ~10cmの灰層が堆積していた(第35図)。また，煙道の前のテラス状の平場は， O.9m x O.55m程の広さで，

そこに多量の灰と炭が少量(厚さO.5cm程)堆積していた。

<5028号土坑>(第17・35図，図版13)

南側に位置する土坑である。平面形は長方形状を呈し長軸は炭焼窯と同じく N-470-Wである。規

模は長軸2.83mで，短軸は1.6m程と想定される。底面は中央部が1.0mX l.lm程の広さの不整円形に凹んで、

いる。南西壁はほぼ垂直であるが，南東壁は底面中央の凹みへ向かつてゆるやかに傾斜している。又，北

西側は中程にゆるやかな段をもつような形状をしている。

出土遺物(第45図，第8表，図版22・24)

重複するA'B号土坑の遺物のほとんどを一括して取上げている為，その帰属は不明であるが，中世遺

物として次のものがある。常滑蓋1点38g，5点66g瀬戸美濃(碗形鉢1点39g，播鉢形小鉢1点3g，揺

鉢1点，瓶子2点24g)他に土師器小破片少量と鉄製品 1点，貝小破片1点がある。いずれも破片で覆土

中からの出土である。なお，このうち，瓶子瀬戸美濃瓶子胴部小破片 1点がB号土坑の中央部凹み南側の

底辺より出土している。

505A号土坑(第17・36図，図版13)

F61-18グリッドに位置する。北東側で505B号土坑とわずかに重複している。新旧関係は不明である。

平面形は方形と長方形の土坑が接合したような形の不整長方形で，長軸方位はN-210 - Eである。規模

は長軸が3.21m(2.96m)，短軸が北側で1.76m(1.56m)，南側で1.08m(O.94m)である。底面はほぼ平坦で，

検出面からの深さは47~51cmで、ある。出土遺物は覆土中から縄文土器・士師器の細片が少量出土している。

5058号土坑(第17・36図，図版13)

F61-19グリッドに位置している。 505A号土坑とわずかに重複しているが，新旧関係は不明である。

平面形は不整円形で，規模は1.12m(O.7m) X O.98m (O.7m)程である。底面はほぼ平坦で，検出面から

の深さは約16cmで、ある。

出土遺物(第45図，第8表，図版24)

中世遺物は古銭1枚(元祐通宝)である。他に鉄製品破片I点がある。覆土中からの出土である。
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505C号土坑(第17・36図，図版13)

F61-28グリッドに位置する。 505B号土坑の南側にあり， 505A号士坑と隣接している。平面形は不整

円形で，規模はl.Om(O.6m) X O.9m (O.64m)程である。底面はほぼ平坦で，検出面からの深さは29cm

である。出土遺物は無い。

506号土坑(第17・36図)

F61-17グリッドに位置する。 425B号溝と重複する。新旧関係は不明である。平面形は不整円形で，

規模は1.30m(l.02m) X 1.15m (O.94m) である。底面はほぼ平坦で、，検出面からの深さは32~35cmで、ある。

出土遺物は無い。

568号土坑(第19・36図，図版13)

F60-62グリッドに位置する。 569号溝に切られている。平面形は長方形で，長軸方位はN-440- Eで

ある。規模は長軸l.72m(1.55m)，短軸1.28m(l.03m)で，検出面からの深さは1.6mである。底面はほぼ

平坦で，南西隅に深さ30cm程の小ピットがある。

出土遺物一中世の遺物は，常滑童小破片1点64g。他に，近世陶器小破片2点が各々覆土中から出土。

573土坑(第17・36図)

F61-98グリッドに位置する。平面形は隅丸方形で，長軸方位はN-45S-Eである。規模は，長軸がO.9m

(O.68m) ，短軸がO.76m(O.48m)である。検出面からの深さは22cm程で、底面は平坦で、ある。出土遺物は無い。

574号土坑(第17・36図)

F61-99グリッドに位置する。平面形は不整円形で，規模はl.2m (O.8m) X 1.18m (O.86m)程である。

底面は平坦で，検出面からの深さは19cm前後で、ある。出土遺物は無い。

575号土坑(第17・36図)

F61-88グリッドに位置する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-25S-Eである。規模は長軸が1.2m

(O.96m)，短軸がO.76m(O.58m)で，検出面からの深さはllcmで、ある。底面はほぼ平坦である。出土遺物

は無い。

576号土坑(第17・36図)

F61-88グリッドに位置する。 575号土坑の西側に隣接する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-240-

Eである。規模は長軸がO.86m(O.7m) 短軸がO.64m(O.55m)で，検出面からの深さは10cm程で、ある。

底面はほぼ平坦で、ある。出土遺物は無い。

577号土坑(第17・36図)

F61-89グリッドに位置する。東側を木の根で撹乱されている。平面形は楕円形が想定される。長軸

方位はN-630 - Eである。規模は長軸が現状でO.66m，短軸がO.64m(0.28m)で，検出面からの深さは

16cmである。出土遺物は無い。

578A号土坑(第17・36図)

G61-80グリッドに位置する。 578B号士坑に切られている。平面形は不整長方形で，長軸方位はN-

lOS-Wである。規模は長軸がl.Om(O.76m)，短軸がO.8m(O.5m)で，検出面からの深さは18cmで、ある。

底面はほぼ平坦である。出土遺物は無い。

5788号土坑(第17・36図)

G61-80グリッドに位置する。578A号士坑を切る。平面形は円形で，規模はO.79m(O.52m) x O.74m (0.48m) 
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である。検出面からの深さは20cm程で，底面はゆるく凹んでいる。出土遺物は無い。

579号土坑(第17・36図)

G61-80グリッドに位置する。平面形は楕円形で，長軸方位はN-2r-Wである。規模は長軸が1.26m

(1.04m) ，短軸がO.92m(O.7m)である。底面が二段になっており，北西側は，径O.7mxO.7m程の不整円

形プランで，ほほ垂直に掘られている。検出面からの深さが40cm前後，南側はそれより小さく 0.2mxO.5m

程の半円形のプランで、20cm程と浅い。底面は両者共に平坦である。出土遺物は無い。

580号土坑(第17・36図)

G61-80グリッドに位置する。東側の壁が木の根のピットで小さく撹乱を受けている。平面形は円形で

規模はO.98m(O.7m) x O.94m (O.84m)である。底面は南側はほぼ平坦であるが，北側は南側よりもやや

深く，凹凸がある。検出面からの深さは20cm程で、ある。出土遺物は無い。

581号土坑(第17・36図)

G61-80グリッドに位置する。西側と東側が木の根のピットによって撹乱を受けている。平面形は楕円

形で，長軸方位はN-610 - Eである。規模は長軸がO.9m(推定)，短軸O.7m(O.52m)であり，底面はほ

ぼ平坦で、，検出面からの深さは13cm程で、ある。出土遺物は無い。

582A号土坑(第17・36図)

G61-70グリッドに位置する。北側を木の根と思われる小ピットと582B号土坑に切られている。平面形

は丸味のある長方形で，長軸方位はN-190-Eである。規模は，長軸が推定でl.5m (O.94m)，短軸は1.14m

(O.63m)で，検出面からの深さは36cm程で、ある。掘り方は揺鉢状の掘り込みである。出土遺物は無い。

5828号土坑(第17・36図)

G61-70グリッドに位置する。 582A号土坑を切っている。平面形は長方形で，長軸方位はN-26S-W 

である。規模は，長軸O.98m(O.72m)，短軸O.8m(推定) (O.5~O.6m) で，検出面からの深さは15cm程で、ある。

底面はほぼ平坦で、ある。

出土遺物(第45図，第8表，図版19)

中世遺物は鉢常滑片口鉢破片1点84gが出土。他は，土師器小破片若干。覆土中から出土。

583号土坑(第17・36図)

F61-79グリッドに位置する。 583A号・ 583B号・ 584号の 3基の土坑と重複する。 583A号土坑に切ら

れるが， 583B号・ 584号土坑との新旧関係は不明で、ある。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-540- E 

である。規模は長軸3.75m(3.6m)，短軸2.55m(2.34m)で，検出面からの深さは 5~10cmとやや幅があ

るが，底面はほぼ平坦で、ある。

出土遺物(第45図，第8表，図版21)

覆土上層から瀬戸美濃平碗(後町古期)が1点出土している。他は，土師器細片若干である。

583A号土坑(第17・36図)

F61-79グリッドに位置する。 583号土坑を切っている。平面形は隅丸方形で 長軸方位はN-260- E 

である。規模は，長軸1.08m(O.68m)，短軸O.74m(O.54m)で，検出面からの深さは25cm程で、ある。底

面はほぼ平坦で、ある。出土遺物は無い。

5838号土坑(第17・36図)

F61-79グリッドに位置している。 583号土坑と重複するが，新旧関係は不明。平面形は不整方形で，
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規模はO.74m(O.66m) x O.72m (O.66m)である。底面はほぼ平坦で、検出面からの深さは16cm程で、ある。

北西隅の40cmx20cm程の範囲に焼土が検出されている。出土遺物は無い。

584号土坑(第17・36図)

F61-79グリッドに位置している。 583号土坑と重複するが，新旧関係は不明。平面形は楕円形で，長

軸方位はN-360- Eである。規模は，長軸l.04m(O.3m). 短軸O.8m(O.lm)で，検出面からの深さは

38cm程で、ある。底面は丸底風である。

出土遺物(第45図，第8表，図版21)

覆土中から瀬戸美濃縁紬小皿(後町古期)の破片が1点出土している。他は，土器細片若干である。

585号土坑(第17・36図)

F61-69グリッドに位置する。平面形は円形で，規模はO.98m(O.61m) x O.93m (O.62m)である。底

面はほぼ平坦で、，検出面からの深さは25cm程である。出土遺物は無い。

586A号土坑(第17・36図)

F61-69グリッドに位置する。 585号土坑に隣接し.586B号土坑に切られている。平面形は，円形で，

規模はO.91m(O.64m) x O.88m (O.61m)である。底面はほぼ平坦で，検出面からの深さは.27cm程で、ある。

出土遺物は無しミ。

586B号土坑(第17・36図)

F61-69グリッドに位置している。 586A号土坑と重なっている。平面形は円形で，規模はO.75m(O.58m) 

x O.69m (O.5m)である。底面はほぼ平坦で、 検出面からの深さは8cm程と浅い。出土遺物は無い。

587号土坑(第17・36図)

F61-68グリッドに位置する。 586A.B号士坑に隣接する。平面形は円形で，規模はO.94m(O.6m) x O.92m 

(O.6m)である。底面はほぼ平坦で，検出面からの深さは. 16cm程で、ある。出土遺物は無い。

588号土坑(第17・37図)

G61-71グリッドに位置する。平面形は長円形で，長軸方位はN-390 - Eである。北東部は，木の根の

小ピットに切られている。規模は長軸O.95m(O.6m). 短軸O.72m(O.52m)で，検出面からの深さは35cm

程である。出土遺物は無い。

589号土坑(第17・37図)

G61-71グリッドに位置する。 588号土坑の北東側に隣接する。北側及び東側が調査範囲外であった為，

平面形や規模等不明である。検出された現状では平面方形が想定され，底面の南北が1.13m.東西がO.4m

で，深さは86cm(表土面からは1.6m)である。西北隅に小ピットが存在している。出土遺物は無い。

590号土坑(第17・37図)

G61-90グリッドに位置する。西側が撹乱を受けている。この為，平面形は明確ではないが，方形を呈

すると想定される。長軸方位はN-88S-W。規模は，長軸が現状で、1.9m(1.7m). 短軸が1.84m(1.4m) 

である。検出面からの深さは27.5cm程で，ほほ平坦で、あるが，中央部付近に円形で、O.9m(O.67m) x O.8m 

(O.65m).深さ14cm程の規模のピットが存在している。

出土遺物一中世遺物は無い。他に縄文土器・土師器細片数点と小石2点が出土。

591A号土坑(第17・37図)

F61-78グリッドに位置する。西壁側を591B号土坑に切られている。平面形は不整長方形で，長軸方
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位はN-210- Eである。規模は長軸1.48m(1.34m)，短軸0.9m(0.84m)で，検出面からの深さは28cm程

である。底面は北側半分程が南側より 5-10cm程深く二段となっている。出土遺物は無い。

5918号土坑(第17・37図)

F61-78グリッドに位置する。 591A号土坑を切っている。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-

62S-Wである。規模は長軸1.89m(l.5m) ，短軸1.14m(0.9m)で，検出面からの深さは30cm程である。

底面はほぼ平坦で、ある。出土遺物は無い。

593号土坑(第17・37図)

F61-74グリッドに位置する。 503号溝及び525B号溝と重複している。新旧関係は不明。平面形は検出

面の上端でみると長円形であるが，底面は隅丸台形に近いプランの大型の土坑である。長軸方位はN-

6S-E 。規模は上端で長軸3.35m，短軸2.96m，底面で、は長軸2.45m，短軸1.6-2.38mで、ある。検出面から

の深さは97cm。底面には西側寄りに2.3mxl.2m程の長方形のベッド状の高まり(高さ 2-5cm)が存在

しており，さらに，北東隅と南西隅には深さ18cm前後の小ピットがある。

この土坑の東側には，確認された範囲で、上端で、長辺2.15m，短辺0.85m，深さ19cm程のコの字状を呈する

箇所が存在している。一見するとこの土坑に関連する遺構，例えば，地下式坑の竪穴部にみえるが， 525 

B号溝と重複している点もあってか，士坑との直接的な接続関係は把握されていない。発掘調査時の所見

では，この土坑を明確な竪坑が無いことから，地下式坑と区別して，竪穴状遺構と呼称している。ここで

は，その点を踏まえつつも，竪穴状遺構の名称は適切ではないと判断し，土坑として扱った。

出土遺物(第45図，第8表，図版16・20・21・25)

中世遺物は，覆土上部から常滑聾2点163g，瀬戸美濃平碗1点199，在地産の播鉢2点245gの各破片が

出土している他，縄文土器・土師器の細片が若干出土している。また，底面より20cm程上部の覆土中か

ら大きな礁が1点出土しこの喋とほぼ同じレベルで北東側の覆土中から焼土が2ヶ所で検出されている。

596号土坑(第17・37図)

F61-65グリッドに位置する。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-280- Eである。規模は長軸2.17m

(1.74m)，短軸1.46m(1.02m)で，検出面からの深さは44cm程である。底面はほぼ平坦である。

出土遺物一小磯10数点のみの出土である。

598号土坑(第17・37図)

F61-76グリッドに位置する。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-670 - Wである。規模は長軸1.52m

(1.25m) x 1.06m (0.92m)で，検出面からの深さは31cm程である。底面はほぼ平坦である。

出土遺物一土器細片と小磯数点のみの出土である。

600号土坑(第17.37図)

F61-76グリッドに位置する。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-890 - Eである。規模は長軸1.72m

(1.33m) x 1.25m (0.75m)である。平面はほぼ平坦で，検出面からの深さは40cmで、ある。出土遺物は無い。

601号土坑(第17・37図)

F61-86グリッドに位置する。 600号土坑の南東に隣接する。平面形は不整円形で，長軸方位はN-

69S-Wである。規模は，長軸0.6m(0.36m)，短軸0.48m(0.35m)である。底面は皿状を呈し，検出面

からの深さは7cm程と浅いが，厚さ 6cm程の粘土を底面に貼っている士坑である。粘土は固くしまって

いた。出土遺物は無い。
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602号土坑(第17・37図)

F61-85グリッドに位置する。平面形は隅丸長方形で，長軸方位はN-57S-Wである。規模は長軸0.93m

(0.6m) ，短軸0.76m(0.42m)である。底面はほぼ平坦で 検出面からの深さは17cm程で、ある。出土遺物

は無い。

603号土坑(第17・37図)

F61-74グリッドに位置し 593号土坑の南側に隣接している。溝503号溝及び525B号溝と重複してい

るが，新旧関係は不明である。平面形は隅丸方形で，規模は1.48mx 1.40mで，検出面からの深さは18cm

である。長軸方位はN-16S-E。出土遺物は無い。

604号土坑(第17・37図)

F61-66グリッドに位置する。西側を径0.66m，深さ29cm程の円形のピットに切られている。平面形は

長円形で，長軸方位はN-260 - Eである。規模は，長軸1.12m(0.86m)，短軸は想定で0.94m(0.74m)程

である。底面はほぼ平坦で、検出面からの深さは27cm程で、ある。出土遺物は無い。

第2節 グリッド出土の中世の遺物

本遺跡からは，遺構だけでなく包含層からも中世遺物が数多く出土している。遺物の取上げに際しては，

主として小グリッドごとに取上げているが，ここでは陶磁器類を中心にして大グリッドごとにとりまとめ

報告する。なお，便宜的で、はあるが 第6図にみられるように発掘調査区域や検出された遺構の分布状況

等を踏まえて，次の 1~5 の区域に分けて報告する。

1 C58・59・D58・59グリッドt也区

遺跡北西部の居館地区である。かわらけや貿易陶磁渥美常滑の他，瀬戸美濃製品も少量出土している。

<C58・59・D58・59グリッド::>(第46図，第9表，巻頭図版5，図版15・18・22・24)

かわらけ一碗7点56g，小破片・細片の為図示し得ないが， 001号溝や120号溝出土のかわらけ類に類似し

ており， 13C代のものと想定される。

貿易陶磁-13点27g(青磁碗5点22g，青磁皿1点1g，青磁袋物1点1g，青磁器種不明 1点1g，青白磁

合子蓋1点2g，白磁瓶の蓋4点)。図示した合子蓋(6 )は，鳳風の羽根と思われる文様が

ある天井部の破片である。白磁瓶の4点は 120号溝出土の破片と接合した(第39図21)。他の

10点は13C後半~14C頃と考えられる碗の小破片である。

渥美 一2点75g(壷25g，室50g)。図示した蓋 (C58-4)の他，壷は細かい沈線で袈裟棒文が描かれ

ていると思われる肩部~胴部にかけての小破片である。

常滑 -25点1007g(高台付片口鉢2点505g，蓋23点502g)。蓋は図示した口縁部破片 (D59-1)の他は，

すべて肩部~胴部の小破片であり，砥石と利用されているものが多い。

瀬戸美濃-19点130g(平碗9点41g，盤類2点17g，端反皿1点4g，錆粕播鉢6点62g，尊式花瓶1点6g)。

いずれも小破片であり 時期の判別出来るものはすべて14C後半以降のものである。尊式花瓶

1点を図示した (C58-7)。

その他 一尾張式小皿1点 (11)と砥石3点 (C58-1. D58-1)，土錘1点 (D58-2)である。
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2 C61・62グリッドt也区

遺跡南西部の区域で， 607号台地整形区画や486・490・494号溝等の検出された区域である。遺物量は中

世陶磁器類の最も少ないが地域であるC62グリッドでは内耳土器の半数程が出土している。

<C61グリッド:>(第46図，第9表，図版21・22)

常滑 -4点228g(播鉢1点8g，蓋3点220g)

瀬戸美濃-8点78g(平碗2点31g，縁柑小皿3点27g，盤類1点6g，卸皿1点6g，播鉢1点8g)。小破

片である。瀬戸美濃製品は図示した4点(l~4) を含め，後 I~町新期頃までのものである。

<C62グリッド:>(第46図，第47図，第9表，図版14・16・20・22・23・27)

かわらけ一皿1点9g，口縁部~体部が直線的に開く器形である(第47図C62-4)。

常滑 -5点181g(片口鉢1点，聾4点181g)。小破片である。片口鉢はC61グリッドの494号溝出土の

もの(第43図494-1)と接合。

瀬戸美濃-5点104g(天目茶碗1点15g，志野皿1点5g，錆柚揺鉢2点61g後町~大窯2期，徳利 1点

23g大窯)。いずれも小破片で，後町期~大窯2期頃にかけてのものである。

以上の他，内耳土器27点874gがある。遺跡出土の全点55点のうち半数を占めるもので，全般的に浅い

部類のものである。

これらC62グリッドの遺物は常滑蓋2点を除き， 607号台地整形区画の包含層中からの出土である。

3 D60・E60グリッド地区

遺跡中央部の区域である。居館跡の南側の堀と推定される003号溝の南側及び東側区域で，今回の調査

では， 002号・ 003号溝以外は中世遺構の検出されていない区域である。グリッド出土の遺物の中で，中世

遺物の出土量の少ない地区である。

<060グリッド:>(第47図，第9表，図版15・24)

かわらけ一皿1点2g。小破片であり， 003号溝付近から出土したものである。

貿易陶磁-4点18g(碗3点llg，皿1点7g)。小破片である。碗のうち 1点は内面に劃花文をもっ12C後

半~13C頃のもの。他は13C後半~14C頃のものと考えられる。グリッド中央部東側の04 ・ 27 ・

55・56・67グリッドから各1点出土。

常滑 -8点169g(高台付片口鉢1点27g13C前半頃，蓋6点123g，壷1点199)。小破片である。中央

部を中心に8ヵ所のグリッドから各1点出土。

瀬戸美濃-7点76g(平碗3点24g，縁紬小皿4点52g)。古瀬戸後期のもので，小破片である。中央部を

中心に7ヵ所のグリッドから各1点出土。

以上の他，砥石I点(3 )と灰軸陶器(平安期)の破片利用の砥石(l)，小形管状士錘4点 (4~ 8) 

カfある。

<E60グリッド:>(第47図，第9表)

貿易陶磁一皿1点5g(l) 

常滑 一聾2点68g(2・3)

瀬戸美濃-3点21g(盤類 1 点 9g後 I~m期頃，折縁深皿 1 点 6g後 I 期，小壷 1 点 6g大窯)。小破片で

ある。
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瀬戸美濃小壷がD60グリッドに隣接する40グリッドから出土した他は南東側のE61. F61グリッドに近

い近辺からの出土である。

4 D61・62• E61・62グリッド地区

遺跡中央部南側の台地上から斜面にかけての地区で 東西に延びる148号溝とその北側及び南側の地区

である。

<::061 グリッド~(第47図，第 9 表，図版22 ・ 24)

貿易陶磁-3点13g(青磁碗2点10g. 同皿1点3g)。小破片であり，図示した皿 (6)と同じ頃 (12C後

半~13C) のものである。 07 ・ 55 ・ 96グリッドから出土。

常滑 一棄5点75g(底部1点，胴部4点)。小破片である。

瀬戸美濃-5点22g(天目茶碗1点7g.平碗1点4g後期，縁軸小皿2点6g後町新期，志野皿1点5g大

窯4期)。小破片であり，天目茶碗 (7)のみ図示した。

これらのうち，多くは148号溝から北側にかけて出土している。

<::062グリッド〉

常滑 一室5点253g。肩~胴部にかけての小破片であり.42・47グリッドより出土。

瀬戸美濃一鉄紬播鉢2点88g。後町期~大窯2期と大窯期のもの各1点である。 42グリッドより出土。

<::E61 グリッド~(第47 ・ 48図，図版15 ・ 20 ・ 22 ・ 24)

貿易陶磁-7点72g(青磁2点3g.同皿1点2g13C後半，同香炉or盤1点5g. 白磁四耳壷1点14g13C代，

青白磁1点4g12C代，大型袋物 1点44g)。いずれも小破片で，白磁四耳壷と大型袋物は292号

方形周溝区画墓南側周溝付近から出土している。

渥美 一2点64g(刻文壷 1 点46g，壷 1 点18g12C~13C)。小破片である。 2点ともに292号方形周溝

区画墓南周溝付近からの出土である。

常滑 一葦14点310goいずれも胴部の小破片で3点(第47図1・3，第48図5)が砥石に利用されている。

グリッド西側で9点，東側の292号方形周溝区画墓南側で5点が出土している。

瀬戸美濃-6点99g(天目茶碗 1 点21g大窯，平碗 1 点 6g後 E 期，縁柚小皿 1 点13g後m~町期，皿 1 点

2g後期，瓶子〔梅瓶J2点57gC 1点中E期J)。小破片である。図示した瓶子〔梅瓶〕がグリッ

ド東側の292号方形周溝区画墓南側周溝付近から出土した他は すべて北側から西側にかけて

出土している。

以上の他に，在地産広口壷1点(第47図4)，内耳土器1点40g.砥石2点(第48図7・11)がグリッ

ド西側から出土している。

<::E62グリッド~ (第48図，第9表，図版18・21・23・24)

貿易陶磁一青磁(器種不明) 1点1go 30グリッドより出土。

常滑 14点581g(高台付片口鉢1点〔第48図3J.片口鉢1点II6型式，蓋12点425g)。片口鉢1点

は494号溝出土のものと接合した(第43図1)。霊はすべて胴部小破片である。

瀬戸美濃一折縁皿2点7g大窯4前期(第48図5・6)。この他，内耳土器2点(第48図1・8)と砥石2点(第

48図4・7)が出土している。

以上の遺物は，いずれも小破片でグリッド西側から出土している。
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5 F59・60・61・62・G60・61・62グリッド地区

F61グリッドを中心とする遺跡の東側の地区である。 292号方形周溝区画墓を始め，地下式坑，土坑，

溝等の遺構が集中している地区である。中世遺物はF60・61. G61の3グリッド地区から出土しており，

他の地区と比べ遺物の出土量が最も多い地区である。

<:F60グリッド:>(第48図，第9表，巻頭図版5，図版16・18)

貿易陶磁-3点41g(青磁碗 2 点28g12C後半~13C，同香炉 1 点13g) 。小破片で，グリッド中央部南東側

から出土している。

常滑 -12点533g(高台付片口鉢1点l1g(第48図7J，蓋11点522g)。蓋は胴部小破片で6点が砥石と

して再利用されている。グリッド南側から多く出土している。

以上の他，砥石として再利用の灰紬陶器・瓶の小破片1点と時期不明の壷の破片が各1点，内耳土器破

片1点(第48図3・5. 7)が西側から出土している。

<:F61グリッド:>(第48・49図，第9表，巻頭図版5，図版15・16・19・21・22・23)

貿易問磁-8点85g(青磁碗3点28g，白磁皿1点9g13C後半，同皿or碗 1点17g，同四耳壷3点31g)。小

破片である。青磁碗のうち， 1 点は12C後半~13C頃，他の 2 点は13C後半~14C頃のもので，

そのうち 1点には体部外反に鏑蓮弁文がみられる。四耳壷3点は接合しないが，同一個体と考

えられる小破片である。これらのうち，青磁碗2点と白磁皿，皿or碗，四耳壷2点が292号方

形周溝区画墓内包含層から出土している。

渥美 一刻丈壷1点18g12C代。小破片である。 292号方形周溝区画墓内包含層から出土している。

常滑 31点700g(片口鉢5点215g，蓋25点475g)。小破片である。高台付片口鉢は口縁部小破片の為，

図示しなかったが，灰色を呈している。 1-5型式，山茶碗系。片口鉢は口縁部1点，体部1

点，底部3点である。室は口縁部1点(第48図F61-2)を除色胴部小破片で3点が砥石に

利用されている。片口鉢1点と蓋6点が292号方形周溝区画墓包含層から出土した他は，グリッ

ド内全般から出土している。

瀬戸美濃-22点424g(平碗4点32g，縁柚小皿3点78g，折縁皿1点14g，志野皿1点13g，盤類6点161g，

折縁深皿1点7g，卸目付大皿1点10g，却皿1点59g，鉄粕播鉢1点18g，瓶子1点8g，瓶子〔梅

瓶J1点199，祖母懐茶壷1点5g)。いずれも小破片である。瓶子1点古瀬戸前田~町期，折

縁深皿中町期を除き，後期のものである。 292号方形周溝区画墓上の包含層との関係では，却

皿1点が289号溝，折縁皿が290号溝上部の包含層から出土したのみで，他は，それ以外のグリッ

ド東側の区域を中心にして出土している。

<:G61グリッド:>(第49図，巻頭図版5，図版19・21・22)

貿易陶磁一白磁碗1点38g，平底で外面底部と体部下端の一部が無紬。断面胎士・白色。

常滑 -8点505g(片口鉢6点464g，蓋2点41g)。片口鉢はいずれも小破片で3点が接合。いずれも

II-9型式のものである。聾は胴部破片で2点ともに砥石に再利用されている。

瀬戸美濃-22点1949(天目茶碗 1 点 6g後 I~II 期，灰紬平碗 1 点 7g後期，平碗 6 点38g後期，縁粕小皿

4 点199後期，盤類 3 点24g後 I~III期，播鉢型小鉢 3 点47g後町古期，播鉢 1 点14g大窯 4 期，

鉄軸揺鉢I点l1g後町~大窯2期，錆粕揺鉢1点38g大窯)。いずれも小破片であり，古瀬戸後

期~大窯期にかけてのものである。
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これらの遺物は，すべてグリッド西側のF61グリッドに隣接する周辺から出土している。

第3節近世の遺構と遺物

1 集石遺構と出土遺物

441号集石遺構(第50図・図版8)

遺跡南東部の台地斜面部に位置する556号台地整形区画の南西側斜面に所在しており. E62-07~08グ

リッドにかけて検出された。西側は斜面部の為か，削平されたような状態であった。

緩やかな傾斜面に喋(破片・小磯含む)多数と陶器片や寛永通宝の古銭等が混った形で集中して出土し

たことから，調査されたものである。これらの遺物は土層断面図に示されているように台地整形の斜面に

位置する径3.5m程の円形状の浅い凹みの上部に存在したものである。凹みが大半埋まってから集石され

たものである。

集石された範囲は東西 3m. 南北2.6m程の範囲で、表土層下に深さ 10~15cm程の中に堆積として検出さ

れている。出土遺物の種類や出土状況からみると，埋めたというよりもーヶ所に投棄されたような感を呈

している。

出土遺物(第12表・図版27)

近世遺物としては，陶磁器類の小破片が数点と銭貨25枚(寛永通宝15枚・同鉄銭10枚)等である。その他，

喋・喋片(小磯含む)多数と中世遺物11点(常滑蓋9点・片口鉢1点・かわらけ1点).縄文土器，土師器，

須恵器，瓦等少量である。銭貨を除くと土器・陶磁器類は，いずれも小破片である。銭貨のうち，寛永通

宝(銅銭)については第12表の通りである。

2 近世の遺物

近世の遺物(第51図，第10表，図版27)

本遺跡から出土した近世以降の陶磁器類は，破片数で1930点程，重量では15kg弱で、ある。そのうち，

遺構の覆土から出土したものが293点.317kg強。グリッド(包含層)出土のものが1802点程. 11.3kg弱で、

ある。ほとんどが小破片で 器種 時期等判別不明のものが多いが，大半が瀬戸窯と美濃窯のものと思わ

れるものである。遺構を含め各グリッドごとの出土数は次のとおりである。

(:C58・59・058・59グリッド〉

遺跡北西部の中世居館跡の地区である。総数518点で全体の26.8%を占める。

(:060・E60グリッド〉

002・003号溝を除き，中世遺構の検出されていない地区である。総数321，点で全体の16.6%である。

(:C60・61・62グリッド》

遺跡南西部の地区である。総数29点で. 1.5%と少ない。

(:061・62・E61・62グリッド〉

遺跡中央部南側の地区である。総数500点.25.9%であるが，大半がD61・62グリッドからの出土である。

(:F59. 60・61・62・G60・61・62グリッド〉

遺跡の東側地区である。総数526点.29.1%であるが.F61グリッドでその大半が出土している。
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以上が，近世(以降)陶磁器類の出土であるが，台地上の平坦部から，その大半が出土している。

これらの遺物を概観すると 中世から続いて近世初期に位置づけられる登窯 1~2 期のものも認められ

ることから，この地域においては，中世から引き続いて継続的に人びとが生活していた状況がうかがえよ

う。遺物は，登窯 1~2期のものを主体にいくつかを図示した。

つ白
内
h
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第3章まとめ

今回の発掘調査で検出された中世の遺構は居館跡1ヶ所(掘立柱建物跡6棟，柵列1列，ピット列2列，

ピット群，堀跡2条，溝状遺構I条，土坑1基)の他，方形周溝区画墓1基，台地整形区画3ヶ所，溝状

遺構27条，井戸状遺構1基，地下式坑13基，土坑59基である。また，遺物は，ほとんどが陶磁器や土器類

であり，貿易陶磁，瀬戸美濃，常滑などをはじめ，かわらけ，内耳土器など多数が出土している。これら

の遺物は，小破片での出土が多く，遺構から出土した遺物もほとんどが覆土中からのもので，加えて時期

差の大きい遺物が同ーの遺構から出土している事例が多い。この為 個別の遺構の時期の確定には難しい

点もあることから，ここではまず出土した陶磁器・土器類の種類や数量，時期と出士の分布状況等遺跡全

体での様相を把握した上で，遺構・遺跡の変遷等について考えてみたい。

第 1節 出土遺物からみた遺跡の変遷

1 出土遺物の種類，数量と時期

中世陶磁器類・土器類のうち，産地が判明した破片は920点であり，そのうち，ある程度の範囲で時期

を判別したものが497点ある。全体の内訳は，貿易陶磁器86点(9.2%)，渥美18点(2.0%)，常滑316点(34.4%)

瀬戸美濃213点 (23.2%にかわらけ287点 (31.2%)である。かわらけは小破片のものが多いが，主として

口縁部と底部破片を数えており，全体の 1/3近くを占めている。

( 1 )かわらけ

287点の破片が出土している。内訳は第13表の通りであり，碗が全体の半分以上を占めている。器形の

全体が判別出来るものは少ないが，底部や口縁部の形態と大きさ，調整方法等の特徴から細分すると大略

以下のようになる。

<碗>

I類一高台のような円盤状を呈す底部から体部が大きく立上る形のものである。底径が5cm以上と大き

く厚手の作りで，底部内面見込み部分にナデ(横ナデ)の無いものである。体部から口縁部を欠く

ため全体の器形は不明だが，口縁部が内湾気味に外反する丸味をもっ器形が想定される。(第38図

001-1 ~ 7，第39図120-1 ~ 2) (12世紀後半)

E類-I類と類似する器形等のものであるが，底部内面の見込み部分にナデ(横ナデ)の有るものである。

(第38図001-8 ~15，第39図093- 1・120-3 ~ 5，第41図148-1) (13世紀中頃~後半)

E類 I類に比して，底径が5cm以下と小さく，底部も円盤状底部の痕跡を示すかのようにわずかに突

出する形のもので，底部内面の見込み部分にナデ(横ナデ)の無いものである。(第38図001-16~

19，第42図285C-2) (13世紀)

U類-ill類と同様の器形等を呈すものだが，底部内面の見込み部分全体をナデ消しているものである。(第

38図001-20，第39図238-2) (13世紀)

V類-I'II類のように底部が突き出ず，平部で浅めの碗である。胎土がきめ細かく，淡黄褐色を呈すも

のがほとんどである。口縁部から底部にかけての破片であり，底部全体が遺存しているものがない

ため，底部内面の見込み部分を中心とするナデ(横ナデ)の有無については，ほとんどが不明であ

る。只，次のA類にナデの有るものが2点あることから，この種の碗にも底部見込み部にナデ(横
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ナデ)を有しているものがあることは確かで、ある。ここでは， とりあえず器高によって次の2種に

大別しておきたい。 (13世紀前半~中頃)

A. 器高が3cm内外のもの。(第38図001-21~24. 第39図 3 号掘立・ 120- 8 ~ 9・328-1) 

B. 器高が2cm内外と皿に近いものo (第38図001-25~27. 第39図120 -1O~ 12) 

<皿>

I類一底部が円盤状に突き出る形を呈するもので，厚手で大型のものである。口縁部は内湾気味に立上っ

ており，浅く，口唇部が薄くなるものである。底部内面見込み部にナデ(横ナデ)は無い。(第38

図001-28) (12世紀後半)

E類一底部がわずかに突出する形を残す。厚手で大型のものであるが，浅く口縁部は内湾気味に立上って

いるもので，底部内面見込み部分にナデ(横ナデ)のあるものo (第38図001-29~31，第39図051- 1・

120-13~14 ・ 238- 1・328-2 ~ 3.第41図290-1)(13世紀前半)

E類一底部平底で，小形の皿である。器高が1.5cm内外で、全体的に浅い皿で、あり，底部内面(見込み部分)

にナデ(横ナデ)の無いものである。器形等からみると次の3種に細分される。(第38図001-32.

第39図120-16) (13世紀前半)

A. 器高が1.5cm未満と浅く，肉厚で口縁部も厚手のものである。

B. A類と類似するが，口唇部が薄くなるもの。

c. 全体的に薄手のもの。

U類一平底薄手で，底径大きく口縁が垂直に近く内傾気味に立上るものである。底部内面に見込み部にナ

デ(横ナデ)のあるものである。(第38図001-33 . 36.第41図290-2) (13世紀前半)

V類一有段口縁の皿である。器高が高く.厚手で底部内面にナデの有るもの。(第38図001-34~35. 第40

図288-11)(13世紀中頃~後半)

羽類一底部平底で，やや深目の皿である。体部がゆるやかに立上り，口縁部が聞くように外反する器形で，

底部内面にナデのあるものである。(第39図120-17) (13世紀後半)

四類一内断面が三角形状を呈す小形の皿である。わずかに立上りをもっ小さな底部から，口縁部がゆるや

かに外反するものである。 003号溝覆土中から同一個体と考えられる破片が2点ある。(第41図003

-1 ~ 2) (15世紀~16世紀)

唖類 刊類と類似する小形の皿である。平底の小さな底部から口縁部が直線的に聞くように外反する器形

のものである。 1点のみの出土である。(第47図C62-4) (15世紀~16世紀)

かわらけ類は，総て破片で，大部分が小破片の為，成形技法や底部切り離し等については少数のものし

か確認出来なかった。その中で円盤状底部及びそれに類するものは 回転糸切り 無調整あるいは回転糸

切り後周辺のみヘラナデ?等を行っているものが多く認められた。回転糸切りは右回転のものが多い。その

特徴から碗を I~V類に，皿を I~咽類に細分してみた。器形や法量等の特徴と底部内面見込み部分を中

心とした成形後のナデ(横ナデ)の有無等をもとに年代比定を行うと，第13表の通りである。時期が判別

出来るものでは，碗類は. 12世紀後半~13世紀代のもののみである。そのうち. 12世紀後半のものが20%

弱で. 13世紀代のものが80%程を占めている。皿類は12世紀後半のもの1点と 15世紀~16世紀のものが

3点以外はすべて13世紀代のものである。時期不明のものが43点あるが，これらの点からみると，かわら

け類が使用された年代の主体は12世紀後半~13世紀後半であったことが想定される。
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(2)貿易陶磁器

86点のうち.292号方形周溝区画墓主体部から出土した青磁碗・皿白磁皿各1点を除く83点はいずれ

も破片であり，小破片が大半を占めている。内訳は第14表の通りであり，青磁類が全体の72%程を占めて

いる。なかでも碗類は全体の約53%と半数以上を占めており，体部内面に劃花文をもつものと，外面に鏑

蓮弁文をもつものとがある。多くが龍泉窯系である。白磁類は全体の21%程である。皿4点のうち3点は

医期の口ハゲのものである。四耳壷の小破片4点は，同一個体と考えられるものである。青白磁は3点と

数少ないが，うち 1点は外面天井部に鳳風の羽根の文様のある小破片である。これらの貿易陶磁器は時期

的にみると 12世紀後半~13世紀にかけてのものと. 13世紀後半~14世紀にかけての 2 時期に大きく分けら

れる。そして. 14世紀代としたものは時期細分の特定出来ない 1点のみであることからすると，遅くとも

14世紀前半の早い頃まで、で、本遺跡地への搬入が終わっているものと思われる。

(3)渥美

18点の破片は，大半が小破片で砥石として再利用されているものが多い。内訳は第15表の通りである。

13世紀後半の片口鉢(担鉢)以外は. 12世紀~13世紀にかけての製品である。壷，瓶子類には，黄緑色の

灰粕のかかった頚部から肩部にかけての小破片であるが，突帯蓮弁文が二段にめぐる優品もある。

(4)常滑

316点の破片が出土している。砥石として再利用されているものが多く，大半が砥石用として意識的に

割られたと考えられる小破片である。内訳は第16表の通りである。斐が大半を占めるが，口縁部破片はわ

ずかに25点，底部破片は20点で，ほとんどが胴部破片である。この為，斐についての時期の判定は難しい

が，時期判別の可能な口縁部破片からみると .2 型式~5 型式(12世紀中頃~13世紀中頃)から 9 型式 (15

世紀前半)までの製品である。そのうちの4点は6型式の13世紀代までのものである。片口鉢(担鉢)は，

2 型式~ll型式 (12世紀前半~16世紀前半)までの長い期間にわたり通時的な出土を示すが.51点のうち，

高台付の 2 型式~5 型式 (12世紀中頃~13世紀中頃)のものが16点31% を占めている。

(5)瀬戸美濃

213点の破片が出土している。内訳は第17表の通りである。一個体分の祖母懐茶壷の破片数を除くと，

平碗類と皿・盤類の出土数が半数以上を占めている。時期は13世紀後半~17世紀初め頃までの製品が出土

しているが，本遺跡で最も古い製品は. 13世紀中頃~後半の古瀬戸前 III~町期に比定される瓶子 1 点のみ

である。次いで、，中期 I~II 期 (14世紀初め~前半)の瓶子(梅瓶) 6点と底卸目皿2点，同町期 (14世

紀中頃)の折縁深皿 1 点がある。瀬戸美濃製品のほとんどは後期 (14世紀後半~15世紀後半)から大窯期 (15

世紀後半~17世紀初め)にかけてのもので，なかでも後期のものが136点と全体の64%近くを占めている。

以上，陶磁器類・土器類について，その種類別に数量や時期についてみてきた。それらを遺跡全体で取

りまとめると第18表の通りであり，産地の判明した920点の中世陶磁器，土器類のうち，編年や時期が判

明出来た破片は497点である。 12世紀中頃~17世紀初頭頃までの製品が通時的に出土しているが，年代的

な出土量や種類の推移をみると，次のような特徴がうかがわれる。

l.種類別の出土量をみると，かわらけ31.2%. 貿易陶磁器9.2%.渥美2.0%. 常滑34.4%. 瀬戸美濃

23.2%である。常滑とかわらけが高く，瀬戸美濃製品がそれに次いでいる。常滑製品については，砥

石として再利用された，あるいは，その目的で小破片となったと考えられるものが多い点を加味する
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と，小破片が多いとは言え，かわらけ類の割合が高い点は特徴的である。また，貿易陶磁器も86点と

全体の一割近くを占めており，出土量としては多い点がうかがわれる。

2.年代的にみて，全体として出土量が多い時期は， 13世紀代~14世紀にかけての時期であり， 15世紀代

と 12世紀代~13世紀にかけての時期がそれに次いでいる。これに対して，出土量が少ないのは， 14世

紀代と16世紀代であり，特に14世紀代中頃の時期の頃のものが最も少ない。これに通時的な観点を加

えてみると，増加の時期が13世紀を中心にして12世紀中頃~14世紀にかけての時期と 15世紀を中心と

する 2時期に大きく分けられること。そして，その間の14世紀中頃が最も少なく， 16世紀に入ると次

第に減少しながらも17世紀へと続いていくことがうかがわれる。

3. 陶磁器類の年代的な産地構成をみると，出土量の最も多い13世紀代を中心に12世紀中頃~14世紀にか

けての時期では，かわらけ，貿易陶磁器，渥美，常滑の各製品で構成されていること。これに対して，

14世紀前半~中項以降は，瀬戸美濃製品と常滑製品であり， 14世紀前半~中頃を境として，陶磁器・

土器類の種類が大きく変わっていること。特に，渥美製品はもとより，かわらけ，貿易陶磁器が前者

の時代で，ほぼ終わっている点は，特徴的であり，前者と後者の時代で本遺跡の性格が大きく変化し

ていることを示しているものと思われる。

2 出土遺物の分布

中世掬磁器類・土器類920点のうち，遺構から出土したものが622点，包含層(グリッド)出土のものが

290点，表採8点であり，包含層出土のものも多く全体の3分の1近くを占めている。分布範囲は，調査

区域全体に及んでいるが，種類別にその出土量を遺構と包含層出土のものを合わせて小グリッドごとに破

片点数で表わすと第52~56図のとおりとなる。また，この点を踏まえ，遺構の分布区域と重ね合わせて，

①調査区北西部の居館地区 ②南西部の607号台地整形区画周辺地区 ③中央部の002号・ 003号溝状遺構

南側地区 ④東西に長く延びる148号溝状遺構周辺地区 ⑤292号方形周溝区画墓地区 ⑥調査区東側の地

下式坑・土坑・溝状遺構群地区 の①~⑥の地区別・種類別に出土量をみると第四表に示したとおりであ

る。これらをみると，各遺構の所在する地区ごとに陶磁器・土器類の出土量・種類・年代に各々特徴がみ

られる。それらを大略列挙すると次のような点があげられる。

l.全体として出土量が最も多い地区は，①居館跡の所在する調査区北西部のC58・59.D58・59大グリッ

ド地区(以下①地区と呼ぶ)と⑥調査区東側の地下式坑・士坑・溝状遺構が集中して分布するF61大

グリッドとその周辺のF59~62 . G60~62大グリッド地区(以下⑥地区と呼ぶ)である。前者が374点

で全体の約41%。後者が325点35.7%で，両者合わせて全体の76.7%を占めている。出土量の最も少な

い地区は，②調査区南西部の607号台地整形区画周辺のC60・61・D61・62(一部)大グリッド地区(以

下②地区と呼ぶ)で，わずかに35点3.8%である。種類別にも貿易陶磁器と渥美は全く出土していな

い。その他の区域では，③調査区中央部の002号・003号溝状遺構の南側のD60・61大グリッド地区(以

下③地区と呼ぶ)は， 002号・ 003号溝以外は中世遺構の検出されなかった地区であるが， 003号溝か

らだけでなく包含層からの出土もあり，少量とはいえ②地区より多く53点5.8%の出土がある。また，

④調査区中央南側の台地斜面近くを東西に長く走る148号溝状遺構とその周辺のD61・62・E61・62大

グリッド地区(以下④地区と呼ぶ)は， 75点8.2%で，分布は148号溝とその周辺の他，台地南斜面か
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らも常滑・瀬戸美濃類が出土している。⑤292号方形周溝区画墓区域(以下⑤地区と呼ぶ)は，地域

的には⑥地区の西側に位置するが，方形に廻る周溝によって，墓域が形成されていることから，別途

⑤地区として定めて，遺物の出土分布状況を示した。出土点数は50点と少ないが，周溝と重複する溝

や包含層出土を含めた出土量は16mx16m程の広さ(周溝の外側上端での計測面積256m)の中では

出土密度が特段に高い。

2.次に. 1でみた全体的な出土量を踏まえ，種類別・出土量を加味して①~⑥の地区をみると，次のよ

うに地区ごとに様相が異なっていることがわかる。

かわらけ類一①地区では，出土数374点のうち.269点とその大半をかわらけ類が占めている。そして，こ

のかわらけ類は遺跡全体の出土量の94%を占めており 本遺跡でのこの地区の遺構群とかわらけ類の

密接なつながりを示している。この地区では包含層から 7点が出土したほかは，すべて「堀」とした

001号・ 120号溝状遺構と掘立柱建物の柱穴・ピット群等の遺構からであり，その大半が001号・ 120号

溝状遺構からである。かわらけ類は，その他の地区では⑤地区で6点が出土したほかは，わずかに12

点が8ヶ所から出土したのみである。その中には，②地区の包含層と③地区の003号溝から出土した

15世紀-16世紀のかわらけ小皿3点が含まれている点を考えると，かわらけ類はほとんど①地区で使

用され，その一部が⑤地区でも用いられたと理解することが出来る。

貿易陶磁器ーかわらけ類程ではないが，同様に①地区が最も多く.31点と全体の3分の 1以上 (37.3%)

を占めている。これらは 2号掘立柱建物の柱穴跡から 3点が出土したほか.001号・ 120号溝から16

点と半数以上が遺構からの出土である。そして，包含層出土の13点も. 10点が001号・ 120号溝の上部

の包含層から出土していることからすると，この①地区出土の貿易陶磁器は，かわらけ類と同様に居

館で使用されていた可能性が高いものと考えられる。その他の地区では，②地区は出土が無く，③~

⑥地区が各々 10点 (12%)から17点 (20.5%)の出土であるが.その中でも，⑤地区の方形周溝区画

墓地区とそれに隣接あるいは近接する区域に出土が集中する傾向がうかがわれる。特に，⑤地区では，

狭い区域内で13点が出土しており，出土密度が高い点が特徴的である。そして，更にこの⑤地区に隣

接・近接する区域では，③・④地区のE60-86・E61-05・06・35・88グリッドから 6点，⑥地区の

F60-85・87・93.F61-03・04.07・13.35・49・53・63・68・78'F62-07' G61-61グリッドか

ら17点が出土しており，⑤地区と合わせて36点を占め，この地域での貿易陶磁器出土率の高きを示し

ている。また，出土した貿易陶磁器の種類をみると，他の地区同様に，碗・皿類が大半であるが，そ

の中で，白磁四耳壷の破片4点が⑤地区と，それに隣接する⑥地区のF61-63グリッドで1点が出土

している。他にも，香炉の口縁部小片が⑥地区F60-80グリッドから 1点，香炉又は盤の口縁部細片

がE61-06グリッドから 1点出土しており，白磁四耳壷，香炉，あるいは盤の出土は，この地区のみ

の出土であることからみると，これらの貿易陶磁器類は⑤地区の方形周溝区画墓とその周辺地域で使

用されていた可能性が高いことを推測させる。なお，③・④地区のその他の地区では，溝状遺構から

出土したほかは，包含層からの出土も多く，それらは各グリッド当り 1点の出土率で，広い範囲の中

で散在している状態であることからみると，下部の遺構との関連性は薄いものと判断される。

渥美製品一全体で18点と数少ないが，①地区と⑤地区が各6点と 3分の 1づつを占めている。この他では，

④地区2点，⑥地区4点であるが，④地区の 1点と⑥地区の2点は⑤地区の方形周溝区画墓に隣接，

あるいは近接する溝や包含層中からの出土である。これらの点からみると，渥美製品も，主として①
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地区と⑤地区で使用された可能性の高い陶器であると考えられる。

常滑製品-316点と最も出土量が多く，①~⑥地区の調査区全域で出土しているが，その中で，⑥地区が

155点と全体のほぼ半数 (49.5%)を占めている。次いで，④地区50点 (16%).①地区47点 (15%). 

③地区23点 (7.4%).⑤地区22点 (7%).②地区16点 (5.1%)の順である。常滑製品は，聾の破片

数が最も多く258点 (81.6%)と8割以上を占めており，次いで片口鉢(担鉢)が51点 (16.1%)である。

蓋は胴部破片が多く，時期の判別可能な口縁部破片が5点と数少ない為，片口鉢を主体としたおおよ

その年代の判明する41点のものから，地区別に年代的な分布時期をみると，次のような傾向がうかが

われる。蓋類・片口鉢ともに12世紀代~15世紀代そして16世紀中頃までのものが出土しており，本遺

跡へは最も長い期間に渡って搬入されていた製品であるが，①地区では.13世紀前半~中頃の高台付

片口鉢が8点. 13世紀後半の棄が1点で. 14世紀以降のものの出土が無いこと。これに対し，⑥地区

は.12世紀代の高台付片口鉢1点の他は. 13世紀代のものが最も多く高台付片口鉢と棄の10点を数え

る。そして，それ以降も14世紀代では片口鉢1点と減少するが15世紀前半8点，同後半1点.16世紀

前半3点と数は少ないが，継続的に出土しており，①地区とは対照的である。その他の区域で年代の

判明するものは，②地区は，溝から 6点のほかは包含層からの出土であり，溝の覆土中から出土した

13世紀後半の棄と片口鉢2点のみである。③地区は003号溝の8点以外は包含層中からの出土であり，

包含層中の1点に13世紀後半の聾1点がある。④地区は，⑥地区以外では，出土が多い地区であるが

148号溝等から16点と.410近世集石遺構中から10点が出土した他は，包含層中からの出土であり，年

代が判明するものは.E62グリッド包含層中から出土した13世紀後半の片口鉢1点のみである。⑤地

区は，周溝や重複する溝等から 9点の他，包含層中から13点が出土しているが，ほとんど蓋の胴部破

片である。年代の判明出来るものとして13世紀前半の片口鉢1点と溝から出土の14世紀代の片口鉢1

点がある。

このようにみてくると常滑製品については，年代の判別可能なものが少ないとはいえ，①~⑤地区と⑥

地区では対照的なあり方を示している。すなわち①~④地区では. 13世紀代までのもので，それ以降の年

代のものは無い。これに対して，⑥地区では， 13世紀代までのものは，①地区と同様であり. 14世紀代の

ものが1点のみであるものの. 15世紀~16世紀中頃までは数は少ないが継続的に出土がみられることであ

る。なお，⑤地区は13世紀代前半と14世紀代の片口鉢各1点で，①~④地区のあり方に類似している。

瀬戸美濃製品一陶磁器では常滑製品に次いで、多く， 213点を数えるが，その約7割の146点が⑥地区からの

出土である。その他では，①地区20点 (9.5%).②地区16点 (7.6%)，③地区15点 (7.2%).④地区

10点 (4.8%)，⑤地区3点(1.4%)である。①地区がやや多く，⑤地区が最も少ない。出土量の最も

多い⑥地区では， F61大グリッド区域における溝や地下式坑，土坑群の覆土中からの出土が103点と

約7割を占め，包含層(グリッド)からの出土は約3割の43点である。これに対して，他の地区では，

遺構からの出土はわずかに①地区1点(ピット群からの出土)，②地区1点，③地区2点，④地区1

点であり，包含層からの出土が圧倒的に多い。年代別に出土分布をみると，最も古い前期m~町期 (13

世紀後半)から中期 I~II ・町期 (14世紀前半~中頃)のものが 9 点あるが，これらは③・⑤・⑥地

区からの出土であり，前期・中期のものの①・②・④地区からの出土は無い。分布地域をみると，③

地区と⑤地区から中期 I~II 期のものが各 1 点のほかは，⑥地区から前期m~町期，中期 I~II 期 6

点， N期1点であるが，その出土地は，⑤地区の方形周溝区画墓とそれに隣接あるいは近接する地点
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(E61-06' F61-04・37・45・46・77グリッド)からである。器種をみると中E期の卸日皿2点(接

合し 1個体となる)と中町期の折縁深皿1点の他6点が瓶子(梅瓶)であり，いずれも破片であるが，

砥石としての再利用のないものである。これらの点からすると，これらの製品はあるいは⑤地区の方

形周溝区画墓に関係して用いられた可能性も考えられるところである。次に後期に入ると⑥地区を中

心として，遺跡全体(①~⑤地区)から出土してくるが，⑥地区以外は少量である。⑥地区では出土

数146点のうち，後期 (14世紀後半~15世紀後半)が127点と 9 割近くを占めている。そして，細別不

明の51点を除くと，後 I~III期のものがあ点. III ~町期のもの40点であり，後期を通じて継続的に搬

入され使用されていたことをうかがわせている。しかしその後は後町期~大窯E期 (15世紀中頃~

16世紀中頃)のもの 4 点，大窯期 (15世紀後半~17世紀初め)が 7 点と急激に減少している。これに

対して，その他の地区では，①地区では，後期13点のうち後 I~III期が 7 点，後 III~町期が 3 点，後

町~大窯期 5 点，大窯期 2 点である。全体に少量で、あるが後期 I~III 期が多く 年代を経るにつれ減

少している。②~④地区は，後 I~III 期. III ~町期，大窯期を通じて 2~4 の小グリッドから各 1 点

づつが散在して出土がみられる程度である。なお，その中で②地区のC62大グリッドに位置する607

号台地整形区画からは，後期E期のもの 1点のあと，後期町~大窯E期の段階のもの3点，次の大窯

期のもの4点が出土しており，他の地区と比べると遅れて後期後半以降になってからのものとなって

いる。また，⑤地区では瀬戸美濃製品の出土はわずか3点と，他の製品と比べ最も出土数が少なく，

後期のものは包含層から 2 点(後期 I~III期 1 点・後期 1 点)が出土しているだけであることから，

遅くとも後期後半頃には山林化していた可能性もなくはない。

3 遺構の分布とその変遷

今回の調査で検出した中世遺構は，居館跡1ヶ所(掘立柱建物跡6棟・柵列 1・ピット列2・ピット多

数・堀跡2条溝状遺構1条，土坑1基)と方形周溝区画墓1基，台地整形区画3地点，溝状遺構27条，井

戸状遺構1基，地下式坑13基，土坑59基である。

これらの遺構群は，その分布をみると調査地域の台地の中で，台地中央部付近にはほとんど検出されず，

北西部の区域と台地の東側。南側に分布が集中している点に特徴がある。その分布を細かくみると，北西

部の区域に所在する居館跡の遺構群の南から南東側が遺構の所在しない区域となり，その東側の居館の建

物群から110m以上離れた地に方形周溝区画墓と溝状遺構地下式坑土坑群等の大半が所在していること。

更に，台地整形区画が台地東側の北側と南側斜面部，そして台地南西部の南側斜面部に各々位置するほか，

溝状遺構が台地南西部と南側の台地上から斜面部にかけて所在しており，あたかも，居館跡を意識するか

のように，他の遺構群が離れて占地していることがうかがわれる。

それでは，次に遺構ごとにその変遷をみていこう。

居館跡一調査区域の面積が少なかったことから，堀跡と把握した溝2条と掘立柱建物跡6棟等が検出され

たにすぎないが，掘立柱建物は，調査区域の南側に延びることが明白なことから. 6棟以上の建物が

存在していたことは間違いないだろう。これらのうち. 2号掘立柱建物跡は検出された建物跡の中で

は最も大きく，廟付建物で身舎の大きさが4間x3間で，柱間間隔は2.1mを基本とし.53.8rriの広さ

である。 6ヶ所の柱穴に大きな根石が残されていたが，中世の掘立柱建物で根石をもつもの(あるい

は礎石建物)は少なく，本県では千葉市猪鼻城跡(註 1)や成田市駒井野西ノ下遺跡(註2).長南
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町岩川遺跡(註3)等数例しかない。 3号・ 4号掘立柱建物跡は全容はわからないが，又異なった形

態・規模のものであり，仮に2号建物を主屋とみると，これらの建物群は，主屋とそれに付随する建

物群で構成されている様子がうかがわれる。また，建物の柱間寸法をみると， 2.lmが主で， 2，Omや2.4m

等若干認められる。鎌倉で検出されている建物の柱間す法は，鎌倉時代前期で'2.lm，後期で礎石建

物が2.lm，掘立柱建物が2，Om'こ集中する傾向があり，高い規格性が認められることが指摘されている。

そして，その背景には建築技術や大工の系統性だけでなく，幕府の統制による規格材の流通を想定す

ることが可能である点も指摘されている(註4)。このような指摘を踏まえて掘立柱建物群の様相を

みると，そこに鎌倉へ出仕していた武士階級の存在をうかがうことが出来るのではないだろうか。

建物群の配置をみると， 2号建物と建物方位が直交する形の3号・ 4号建物等がIll-代の官街建物の

ように整然とした形で配置されている。更に， 2号建物は6号建物や2号ピット列と重複しているこ

と等から， この建物群にも時間的な差が認められること。そして，小破片ながらも柱穴から出土した

数少ないかわらけ類や貿易陶磁器類(13世紀前半頃の同安窯系の皿や13世紀前半~中頃のかわらけ碗

等がある)からみると，掘立柱建物群は131吐紀後半頃を中心とするものと理解出来るのではないだろ

うか。そして，このような建物群とその配置や規模・形態，更に堀跡(溝状遺構)と柱穴跡や包含層

から出土したかわらけ類や貿易陶磁器額の質や量から合わせみると，この居館跡は検出された規模以

上の建物群で構成された.この地域では有力な在地領主層の居館跡ではなかったかとJ住測されるもの

である。南北に走る堀跡は25m程が検出されたに過ぎないが，この調査|天域の南側でこの堀跡 (001

号溝)と同様の規模・形態で東西に走る溝 (003A号溝)が長さ30m程検出されている。南北講の001

号溝と東西講の003A号溝を各々南と西に35m程延ばすと，ほぼ直交することから， 003A号溝は001号

溝と同じく居館を区両する同ーの溝(堀)の可能性が白~v、と考えられる。この点を踏まえて， この

居館の規模を想定すると.現状では.少なくとも南北に60m，東西に65m程の規模はもっO 更に， 1 

号掘立柱建物跡が調査区域外の北側へ延び、ていることからみても， この居館は北側へ更に延びること

は確実である。そして東側をみた場合， 003A号溝の東側は未調査~域が28m程あるが，更にその東

側の調査医域では， 003A号と類似する溝は検出されていないことから，この居館が方形区画を呈す

ものと想定すると東西溝の長さは最大で、93m程で，それ以内が想定出来る。 ~Ji， 南北溝の長さにつ

いては，現状では全く推測の域を出ない。調査区域の中程から北側寄りで，溝の底が一段高くなる場

所があり，報文(第2章第1節 1)で当初土橋が存在した可能性について言及しているが，その地

点から東西溝 (003A号溝)との直交地点までは50m程で、ある c 建物群の配置や，この溝の底の A段

高くなる箇所を 1:橋あるいはその後の木橋の部分とみて，居館の中央部付近とした場合， I*j北100m

程の長さが想定可能である。このような観点から，この居館の規模を推測すると最大値で、南北100m，

東西90m程の方形居ム館を想定することが出来るのではないだろうか。

居館全体の時期については，出土遺物からみると，この地区では，主体をなすかわらけ類と貿易陶

磁器類そして渥美・常滑製品が12世紀後半代から14世紀初頭頃までのものであること。 14世紀前半~

中頃のものは見当たらず， 14世紀後半に入ってから瀬戸美濃製品の後期 I~皿類が少量出士してくる

こと等からみると，この居館は， 12世紀後半から末頃までの聞に造営され， 14世紀初頭(ないしは前

半)頃までの間，存在し機能していたものと考えられる。そして，饗宴の場での器であるかわらけ類

が12世紀後半~13世紀前半頃と 13世紀後半代のものが多いこと。貿易陶磁器も 12世紀後半~13世紀に
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かけてのものと， 13世紀後半から14世紀にかけてのものが多いことから考えると，この居館は，造営

された当初の12世紀後半~13世紀にかけての頃と，後半期の 13世紀後半頃が特に盛行期であった可能

↑生もなくはないだろう。

以上，居館跡の規模・形態・年代等についてみてきたが，類例を求めると近辺では，我孫子市羽黒前遺

跡の方形居館跡がある(註5)。この居館は 約130mx 100mの方形単郭の一部に二重の堀を廻らせた複

郭の居館が構築されたものであることが確認されている。出土遺物等から 13世紀~15jU:紀頃の年代のもの

で，この地を支配した相馬氏の居館の可能性が高いと考えられている。また，周辺地域をみると，茨城県

つくば市島名前野東遺跡(註6)では，方I町規模の方形に廻る掘と内部に掘立柱建物を配した方形居館

が検出されており，時期は13世紀後半~14世紀前半頃にあてられている。この居館跡からは，土橋の北側

から大量のかわらけが出土しており，居館内部で儀礼や饗宴などが行われた在地支配階級の情館跡と考え

られている。 }J形に拙を廻らし内部に掘立柱建物を配置する方形居館は，近年各地で検出されてきてい

るが，羽黒前遺跡や島名前野束遺跡の事例等からみても，本遺跡の居館跡を在地支配階級の居館とみるこ

とに異論はないのではないだ、ろうか。

方形周溝区画墓一時期の特定可能な出土遺物として，主体部である土坑墓に副葬された貿易陶磁器3点と

和鏡1点がある。このうち，貿易陶磁器は鏑蓮弁丈の施された古磁碗と|司皿各1点，白磁皿1点であ

る。青磁碗・同皿は龍泉窯系製品で、あり，横田・森田編年の皿類，白磁皿は医類に該当するもので，

13世紀後半~14世紀代初頭にかけての頃のものと孝えることが出来るだろう。え.和鏡は蓬莱鏡で.

その特徴からすると蓬莱鏡のなかでも，背面の文様が精微で，全体的に丁寧な作りのものである。(註

7)。発掘調査によって遺跡から出土した蓬莱鏡については，事例を余り調べることが出来なかったが，

県内では市川市中山法華経守祖師堂跡(註8)のものがある。これは14世紀後半に想定される第4面

から出土している。径11.5cm，縁l古9mmで，外側の|塑上には球文を施し，内側の圏は8稜をなして

いる。報文では背面の絵文様の様相については記されていなし円報告の凶からみるとド辺の波立つ蒼

海の部分が欠けているが，その右辺には松等が繁る山昔が，上辺には対向式の双烏が配置されている

絵文様は本遺跡のものと類似するが，外区には絵文様はなく，鉦の亀が左横向きの型で配されている

点など異なった点もみられる。又，栃木県河内郡上三川町北原東遺跡(註9)からは， l.08m x O，88m 

程の隅丸方形と推定される土坑墓から鏡面を上として漆器鏡箱に納められたものが出土している。径

g，6cm，重さ78gのもので，鏡背絵文様は，中央の鉦座に花弁を利用した亀を下向きに置き， ド辺に

は蒼海を右辺には波間に浮かぶ山岳を，上辺には双鶴を描いており，報告書の写真でみると，構成は

本遺跡のものに類似するが，絵文様は全体に簡素で，厚さも薄い感じがするものである。時期はその

特徴から平安時代後期(12世紀頃)に比定されている。これらを参考にしながら，出十.品ではないが，

佐原市大戸に所在する大戸神社蔵の正中 2年(1325年)の墨書紀年銘のある蓬莱鏡(註10) と比較す

ると，本遺跡の蓬莱鏡は小型だが，背面全面に施された絵様は全体に密で，豊肉精微な表現と各部の

丁寧な作りを呈していることからみると，大戸神社の蓬莱鏡よりも古様を呈しており，少なくとも13

世紀代の作品と考えて良いのではないだろうか。

そして，この方形周溝区画墓の被葬者である女性の死亡推定年齢が壮年後半から熟年あたりである

こと。副葬された和鏡と櫛，白磁皿，菊花形皿，料紙等は被葬者であるk性の使用した化粧道具であ

り，青磁碗・血は食膳具であると考えられることからすると，少なくともこれらの副葬品はこの女性
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が成人してから手にし 日常的に使用していた持ち物であると判断して良いと思われる。これらの点

を考え合わせると，この区画墓は副葬品と年代の大きな差のない13世紀後半~14世紀初頭頃までの聞

に造営された可能性が高いのではないかと考えられる。

なお，本遺跡周辺や房総地域では，この時期の墓で，このような方形に廻る周溝で墓域を区画し

その内に土坑墓を配置した形態の墓は，これまで知られていない。関東近県でみた場合でも，同様の

ものは無いが，神奈川県横浜市上台の山遺跡(註11) で，幅l .2m~ 1.8m，深さ 30cm~50cmの溝が，

東西10.6m，南北9.8mの範囲を四角く囲緯する13世紀前半頃の方形環濠墓が1基検出されている。し

かしこの墓は.西辺中央部が周溝が廻らず土橋状を呈しており，内部も中央部に2ヶ所，南東コー

ナーに 1ヶ所の掘り込みがあり，そこに計4個の骨蔵器がほぼ正位の状態で埋設されていたことから

みると，本遺跡の方形周溝区画墓とは異なったものと考えられる。又.静岡県磐田市ーの谷中世墳墓

群遺跡(註12)では，本遺跡の区画墓と同様に方形周溝で区画した内部の中央部付近に土坑墓を設置

した墓や方形に区画した「塚墓」が多数検出されているが，小型で本遺跡事例のような規模のものは

なく.出土遺物にも大きな差がある。このなかで.本遺跡例のような規模の方形周溝をもっ中世墓と

しては，遠く，中国地方であるが，鳥取県倉吉市不入岡遺跡等がある。不入岡遺跡(註13)からは，

方形に周溝が全周する長軸l1.2m，短軸7.9mの1号墳をはじめとして，同様に方形周溝が廻る墓が13

基検出されている。只，上部が削平されている為か，周溝内に埋葬施設があるものや内部中央部近く

の掘り込みから骨蔵器が出土したもの等のほかは，埋葬施設が不明なものが多い。又，岡市船沖遺跡

(註14)では方形周溝を伴う一辺7mの方形墳墓があるが，小型で，内部に土坑墓は検出されていない。

このように，本遺跡の方形周溝区画墓は，これまでのところ類例に乏しいが，副葬された出土品から

化粧道具についてみると.中世の上流階級の女性の化粧道具として現存する三嶋大社や熊野速玉大社

に奉納された資料(註15)にも類似する内容をもつことを想定させるものである。近年では，鎌倉市

内の遺跡からも女性の化粧用具の出土例が増えているが，本遺跡の事例のようなものはない。また，

方形周溝等での区画をもたない単独の中世土坑墓で，和鏡等が副葬されていた事例を本遺跡周辺地域

でみると近年では出士遺跡が増加している。なかでも本遺跡、の西側に隣接する西平井根郷遺跡(註

16)からは，鎌倉時代前期の和鏡(菊花双雀鏡)と短万，和はさみを出土した土坑墓が検出されてい

る。この遺跡は正式な調査報告書が未刊のため詳細は不明であるが，本遺跡地から道路を隔てた西側

の台地上に広がる遺跡であり，本遺跡と合わせて広く同ーの遺跡となるものと思われる。この西平井

根郷遺跡の土坑幕は1.75x O.55m程の規模のもので検出面からの深さ15cm程と浅い土坑墓であった。

和鏡は鏡面が上になり，面の上半分には植物繊維・麻紐・和紙と和はさみの一部，人骨の一部が付着し

その下には鏡を納めていたと考えられる木製の箱の一部があった。又，短万は鏡の南側から出土して

いる。本遺跡の居館跡からは西100m程の位置にあり，副葬品の内容は本区画墓の副葬品に類似して

おり，その年式からみると，居館がすでに所在していた時期にあたることから，本遺跡の方形周溝区

画墓よりは早い時期の，この居館に関係した人物に係る女性の墓ではないかと推測される。また，前

述した相馬氏本宗家の居館跡と考えられる遺構群が検出された我孫子市羽黒前遺跡(註17)では，火

葬墓の集中する区域外の場所で，和鏡(秋草双烏鏡)と鉄製はさみ，鞘に収めた短刀，かわらけ2点，

青磁劃花文碗破片を出土した12世紀頃の墓が単独で検出されており，副葬品からみて身分の高い女性

の墓と考えられている。この他，船橋市印内遺跡(註18)では， 12世紀~13世紀にかけて，その一帯
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の支配者層と考えられる人々の士坑墓が15基以上発見されている。その中では，平安時代末期の端花

双鳳五花鏡とそれを納めた鏡箱が出土している土坑墓からは屈葬で西向きの姿勢をとって理葬されて

いた女性の人骨が検出されており，西方浄土に向かつて合掌した姿勢を示していると考えられている。

更に鎌倉時代の水草双烏鏡が副葬された20歳前後の女性の墓，後頭部に短刀一振が副葬された20~30

歳代前半の女性の墓，あるいは短万のみ副葬された墓，性格不明の老人1体と短刀一振，かわらけ4

点の副葬された12世紀代の墓など多様である。このようにみてくると，西平井根郷遺跡や我孫子市羽

黒前遺跡のものが，この方形周溝区画墓の副葬品に最も類似するが，それにしても本遺跡周辺地域で

は，この方形周溝区画基とその副葬品類と同等のものあるいは凌駕する中世墓はこれまでの所例がな

し、。

以上の点からみると，この292号方形周溝区画墓に埋葬された女性は，かなりの有資産者で財力があり，

在地にあっては特に高い身分の者であったものと考えられる。なお，検出された人骨の歯が西向きであっ

たことからみると，この墓に埋葬された女性も.印内台遺跡の埋葬者と同じく，西方浄土に向かつて合掌

していた可能性も考えられるだろう。

台地整形区画 遺跡南東部の南側台地斜面部と北東部の北側台地斜面部，南阿部の南側台地斜面部の3ヶ

所で検出されている。このうち，遺跡南東部の556号と北東部の605号台地整形区画は， ともに調査面

積が狭い範囲での確認であった為，平場等の様相が不明である。近年調査事例の多いこの種の遺構で

は平場において，掘立柱建物跡や地下式坑，土坑等の遺跡群が検出される事例が多いが， この点から

みるとこの556号と605号は.そのような台地整形区画であったかどうかは明らかにし得ない。只，近

世陶磁器類の出土も少なく，出士遺物に常i骨等の中世遺物が存在し溝状遺構や地下式坑，士坑の集

中する地域に所在する点からみると， 15~ 16世紀には台地整形がなされていたものと推測される。-

方， これに対して，南西部の607号台地整形[天間一は，平場をもち。地下式坑，土坑が所在しているこ

とから，全容は明らかではないが， I屋敷地」などとして一般化しつつある事例の多い台地整形医幽

として認められるものである。出土遺物は包含層から13世紀後半の常滑片口鉢の小破片が出土したほ

かは， 15~16世紀頃のかわらけ小皿 1 点と， 15世紀後半以降の瀬戸美濃製品が8点出土している。そ

して，この他に近世初頭の瀬戸美濃志野皿 1点を含む近世陶磁器小破片13点と中世末頃から近世の

内耳土器が19点出土しており，特に内耳士器はこの605号台地整形区画の所在するC62グリッドとそ

の北側のC61グリッドからしか出土していない。これらの点からみると， この607号台地整形区画は，

15世紀後半~16世紀までの間に開始されそれ以降近世に至るまで使用されていたものと怨定される。

溝状遺構一居館地区の001号・ 120号及び238号i背及び居館の東西方向の堀と把握した003A号溝を除く，

26条の溝状遺構については，形状や出土遺物の年イ'Uこ幅があることなどから，その性格・時期等につ

いて把握が難しいものが多い。この為，他の遺構との重複関係などからある程度時期のわかるものに

ついてみてみよう。まず，東西に大きく延びている148号溝とそれに連続する290号，及び520号溝は，

148号溝 .290号溝が， 292号方形周溝区画墓を切っていることから，少なくとも， 292号方形周溝区画

墓とその周辺が山林化していたと考えられる15世紀後半以降のものと理解するのが妥当であろう。ま

た， 292号方形周溝区画墓の東側を南北方向に走る溝状遺構群も，その多くが148号溝同様，覆土中か

ら貿易陶磁器類から瀬戸美濃製品，更に近世陶磁器類まで出土しており 時期判定を困難にしている

が，逆コの字状にめぐる425B号溝や， 503号溝は，いずれも地下式坑を切っていること。そして，こ

qa 

門

i



の両者に切られている448号地下式坑が，天井部崩落後の西側壁際に15世紀中頃の瀬戸美濃縁紬小皿

4枚が完形品で横に重なって出土していることからすると，この縁紬小皿より後の早くても15世紀後

半以降に設けられたものと判断される。この他，同じ地区の285A・B'C号溝は互いに切り合ってい

るが， 285C号が南側で， 292号方形周溝区画墓と148号溝を切る289号溝更に556号台地整形区画を切っ

ていることから， 15世紀後半あるいは16世紀以降の可能性が高いのではないかと推測される。また，

南西側の495号溝は607号台地整形区画を切って南北に走っていることから， 16世紀以降の所産と考え

られるものである。以上，他の遺構との重複関係から時期をみてきたが，これら溝群の所在する遺跡

中央部から南側及び東側区域は， 15世紀以降の16世紀代にかけて陶磁器類が主体となる地域であるこ

とを考え合わせると，そのほとんどは15世紀後半以降~16世紀代に形成されたものと考えられる。

地下式坑一台地東側のF61グリッドを中心とする区域に11基，南西部の607号台地整形区画に2基が所在

している。主室等内部から出土遺物がほとんど無い為，その性格や時期の決定が困難なものが多い。

これらのうち，東側台地上の11基については，その方向でみると東向きのもの5基，北向きのもの5基，

南向きのもの 1基の3方向に分かれており，この点からみると，大別して3期に分かれる可能性もあ

る。又，その形態からみると，有段のものがほとんどであるが，その形状や段の高さが異なるものが

多い。これらのうち， 448号地下式坑については，主室等から陶磁器類の出土はないが，天井部崩落

後の左側壁中央部の覆土中から，横にして置かれたような状態で，完形の縁粕小皿が4枚出土してい

ることから，この縁柚小皿の年代の15世紀中頃以前に，この448号地下式坑が設けられたことは間違

いないだろう。そして，この地区では11基のうち5基が溝状遺構に切られていること。加えて，この

地区から出土する陶磁器類の多くが14世紀後半~15世紀代を主体とする瀬戸美濃製品であることから

すると，これらの地下式坑は， 15世紀前半頃を中心に設置されたのではないかと想定される。

また， 607号台地整形区画の2基の地下式坑については，少なくともその台地整形区画の設けられてか

らのものであると判断されることから，早くても 15世紀後半~16世紀代にかけてのものと推測される。

土坑一居館跡の検出されたC58・D58グリッド地区や南西部のC61・62グリッドに所在する10基を除くと，

50基が台地東側の区域に所在している。そして，その中でも，特に逆コの字状にめぐる425B号溝状

遺構の内側区域にほとんどの土坑が所在している。これらの土坑群は平面形が円形のものや方形のも

のなど多様で，その規模も大小様々である。比較的浅いものが多く，出土遺物も無いものが多いこと

などから時期や性格の把握が難しいが， 425B号溝との関連性からみると，この溝の年代の15世紀後

半以降のものと想定出来るのではないだろうか。

以上，各遺構ごとにその分布と年代・変遷をみてきた。中世の時代・本遺跡にまず出現するのは， 12世

紀後半~13世紀初頭頃にかけて建設されたと考えられる武士階級の居館である。この居館は，本遺跡の所

在する広い台地の中では最も標高の高い，台地中央部に位置している。あたかも南側の坂川，西側の江戸

川を見渡せるかのような場所である。出土遺物からみると，その後，この居館は14世紀初頭頃までは継続

的に機能し，存在していたが，遅くとも14世紀前半頃までの聞に消滅したものと考えられる。居館の存在

していた時代，本遺跡地の台地上をみると， 13世紀後半~14世紀初頭頃に，居館内の掘立柱建物群から南

東110m程の地に， 292号方形周溝区画墓が造営されているのみである。

それまでの聞は，居館地区の南~東側は，遺構の検出がないことからみると，他の施設はほとんど存在
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していなかったものと思われる。只，出土遺物は貿易陶磁器をはじめとして少量で、あるが台地一面に散在

していることからみると，一時的な施設の設置や畑地利用等を含めた，生産・活動の場となっていた可能

性が考えられる。なお，東側の292号方形周溝区画墓の東側一帯 (F60グリッド南側からF61グリッド北側

~北側にかけて)からは，出土量はそう多くはないが， 12世紀代~13世紀代の貿易陶磁器と渥美・常滑製

品が，居館地区以外では最も多く集中して出土している点が注意される。この地域は， 285A・B・C号溝

や425号・ 503号溝，更には地下式坑等が集中しているため遺構の存在は不明で、あるが，前述したような遺

物の出土状況からみると， 292号方形周溝区画墓の造営以前にお堂などの仏教施設が存在しており，その

地に292号方形周溝区画墓が造営された可能性も推測可能である。そして，このような居館の存在した時

代の本遺跡地の様相からみると， 292号方形周溝区画墓は，この居館に関わりの強かった女性の墓とみる

ことが妥当であろう。

それでは次に，居館が消滅した後の時代，この遺跡地はどのような様相を呈していたのだろうか。出土

遺物からみると，居館消滅後14世紀中頃までは，居住区域等としての利用はなく，人々の生活の場となる

のは14世紀後半以降に入ってからと推測される。しかし 14世紀後半以降も15世紀代を中心にして日常的

な瀬戸美濃製品を多く出土しているにもかかわらず，台地上においては，地下式坑や土坑，溝等は所在す

るものの掘立柱建物等居住施設は検出されていない。特に，遺物の出土の多い，台地東側の地区は， 14世

紀後半~16世紀代までの瀬戸美濃製品が約 7 割 (146点)と最も多く出土しているが，地下式坑や土坑，

溝状遺構が所在するのみである。このようにみてくると， 14世紀後半以降は，本遺跡地は，領主層の居住

する空間ではなくなり， 607号台地整形区画にみられるような，台地斜面部に平坦な場を作り出して屋敷

地とするような下級武士層あるいは有力農民層の生、活の場となっていったものと想定される。なお，本遺

跡地では17世紀以降も瀬戸美濃製品を主体とする近世陶磁器類の出土が多くみられることから，中世末~

近世にかけても人々が継続的に生活していたものと思われる。

第2節遺跡の性格と歴史的背景

1 居館跡とその歴史的背景

思井堀ノ内遺跡の所在する地域は，中世では「矢木郷」あるいは後に「矢木庄」とも呼ばれていた地域

である。この「矢木郷」については， r香取文書J(註19) (以下，断りのない限り同文書による)所収「奮
大禰宜家文書」の建久年間 (1190~1199)の「遷宮用途注進状」に「矢木郷」とみえるのが初見であり，

選宮用途及び覆勘鵡料雑事のために「籾10石・布5段・絹1疋4丈」を負担している。また，寛元元年 (1243)

11月11日の「香取神宮文書」の「造宮所役注文写jによると，香取社遷宮の社殿造営に際しては，西廊一

宇が当郷の所役となっている。同じく丈永年間 (1264~1275)の「造宮記録断簡」では，西廊一宇は作料

官米70石で，当郷が本役で，地頭矢木式部大夫胤家が造進と記されている。この矢木郷の地頭式部大夫胤

家については， r吾妻鏡J(註20)に宝治2年 (1248) 1月3日の境飯で将軍供奉者の一人に「矢木式部大
夫Jの名があることから，同一人物とみなされている(註21)0 I千葉大系図J(註22)によると，矢木式

部大夫胤家は相馬六郎常家の子で，同次郎師常の孫，千葉常胤のひ孫にあたる人物である。矢木式部大夫

胤家の後の系譜については「千葉大系図」や「相馬系図J(註23)には記載がなく，不明である。あるいは，

後を継ぐ男子がいなかった為系譜としては断絶となったものとも考えられる。その後， r香取文書』康永
4年 (1345) 3月日の「造宮所役注文」には「西廻廊五門 同矢木庄役所」とみえる。
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それでは，このような本遺跡の所在地域における歴史的経緯をみたとき，検出された居館跡はどのよう

に位置づけられるのだろうか。

まず，矢木郷の範囲であるが『本土寺過去帳j(註24)には永享4年 (1432) 5月の頃に「矢木」の地

名がみえ，その後，矢木を冠して記されている地名として「矢木加村JI矢木西平井JI矢木舟津JIヤキ

ナカタノ内」などがみられ，同過去帳では「矢木」は「八木JIヤキ」とも表記されている。このうち「加村」

「西平井」の地名は，近世に村名となり現在に至っている。また「矢木郷」は康永4年 (1345)3月日の「造

宮所役注文」に「矢木庄役所Jとみえることから.14世紀中頃には庄固化されていたことがうかがえる。『千

葉県の地名』によると. I矢木郷Jの項で「愛知県豊田市猿投神社に残る大抄色断は天文4年 (1535) 4 

月16日に(下総国八木荘桐ケ谷西円寺の法印宥口)が写したもので，桐ケ谷も当郷のうちであったと思わ

れるJと記されている(註25)。流山市域に残る天正19年-20年 (1591-92)の天正検地帳(註26)には.I下

総勝鹿郡八木庄小金之内御縄打水帳野々下JI下総勝鹿郡小金八木之内野々下村JI桐ケ谷之内谷津村御水

帳(写)J等がある。これらからみるとこの頃までは，北は現在の流山市桐ケ谷近辺，南は松戸市小金辺り，

東は流山市野々下辺りまでの広い地域の呼び名として「八木庄」という広域名があったことを示している。

鎌倉時代の「矢木郷」とその後の「八木庄」の領域が同じであったかどうかは明らかではないが. r香
取文書J等に記された中世の郷と庄の領域を比較すると 一般的にみても庄域が広く郷域は狭いことは明

らかである。この点を踏まえてみると.r香取文書』にみえる鎌倉時代の「矢木郷」の郷域は，流山市南
部を中心とした地域で，広くみても南は松戸市との境をなす坂川流域から，北は三輪野山，西は江戸川，

東は野々下村辺りまでと想定出来るのではないだろうか。

次にこのような「矢木郷」の想定域を踏まえて，おおよそ，その範囲に所在する中世の遺跡についてみ

ると，第8図及び第1表に示したように，本遺跡を含め27遺跡が知られており.26遺跡が発掘調査されて

いる。そのうち，掘立柱建物跡が検出された遺跡は本遺跡の西側に隣接する西平井根郷遺跡と北側800m

程にある前平井遺跡，そして三輪野山地区に所在する三輪野山道六神遺跡の3遺跡がある。しかしこの

3遺跡では，本遺跡、のような，根石をもっ大型の掘立柱建物を中心とした整然と配置された建物群やそれ

を画すような方形に廻る堀(溝状遺構)は認められていない。そして，これまで，発掘調査された遺跡の

多くは，必ずしも全面発掘されているわけではないが，これまでのところ，本遺跡のような居館跡の検出

事例はなく，出土遺物も本遺跡のようなかわらけ類や貿易陶磁器の出土量に匹敵する遺跡はない。

このようにみてくると，本遺跡の居館跡として把握した遺構群は，この地域ではこれまでのところ唯一

のものであること。加えて，この地域で唯一「堀ノ内」という小地名の残る場所に所在していること。そ

して，居館の規模や内部に所在する掘立柱建物群の規模・形態等がこの当時の在地領主層の居館と考えら

れている調査事例と類似すること等から考え合わせると，鎌倉期にこの地を支配していた領主の居館跡と

理解することが妥当で、あろう。

この点については，すでにみたように，鎌倉時代後期にこの地を支配していた在地領主として「地頭矢

木式部大夫胤家jがいる。「千葉大系図」では，胤家について「矢木式部大夫居領同国」と記されており，

父が「相馬六郎常家J.祖父が「相馬次郎師常J.曾祖父が「千葉常胤」である。祖父の「相馬次郎師常」

については，文治5年 (1189)8月20日に書かれた源頼朝の書状に「さうまの次郎」とあること等から.I師

常」が相馬御厨を支配し相馬氏を称するようになった時期について寿永2年 (1183)-文治5年 (1189)

の間頃が考えられている(註27)。なお，この祖父「師常」は『吾妻鏡』元久2年 (1205)11月15日条に，

ro 
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67才での死去が記録されている。

初代「師常」から始まる「相馬氏jについては「千葉大系図」では，師常の子息として「義胤J(相馬

五郎左衛門尉)， 1常家J(相馬六郎右衛門尉)， 1行常J(戸張八郎)の名があり， 1義胤」が相馬氏を継い

でいる。一方『吾妻鏡』承久3年(1221) 6月14日条には， (承久の変の)宇治川の合戦の戦死者として

「相馬三郎，同大郎，同二郎」とあり， 1義胤」の「五郎」と関連づけて， 1三郎Jは五郎義胤の兄弟であっ

た可能性が指摘されている(註28)01義胤」が「五郎J.1常家」がわ司f5Jとあるところからみると， 1師

常」の子息は7人おり，長男「太郎J，次男「二郎J，三男「三郎jが戦死し四男「四郎Jは早死(? )し，

五男「五郎」と六男「六郎」そして七男「行常」が系譜に記されたものとも考えられる。そして，相馬氏

を継いだ「義胤J(1常家」の兄)については『吾妻鏡』安貞2年 (1228) 7月条を最後に，文献資料にみ

えなくなるが，この頃，相馬氏の継承者として活躍していたことが知られている(註29)。

このようにみてくると「矢木式部大夫胤家」の父「常家」は「師常」の六男として，兄「義胤」に次い

でおり， 13世紀前半期の人であったと思われるが， 1千葉大系図」に「相馬六郎」とあることからみると「八

木郷」の「地頭jとなっていたのかどうかはわからない。

只， 1矢木郷」については前述したように『香取文書j の建久年間 (1190~1199)の「遷宮用途注進状」

に「籾10石・布5段・絹 1疋4丈」を負担していることから 在地領主が存在していたことは間違いない

だろう。そして，この頃以前にすでに隣接する相馬の地を鎌倉幕府創設に大功のあった千葉常胤の次男「師

常」が支配していることからすると， 1矢木郷」も相馬氏一族の者が在地領主となっていた可能性が高い

のではないかと推測される。

以上の事柄を踏まえて本遺跡の居館跡をみた場合，発掘された掘立柱建物跡は主として13世紀後半頃の

ものと判断されるが，堀跡 (001号・ 120号構)等の出土遺物からみると， 12世紀後半から末頃までの聞に

造営され， 14世紀初頭ないし前半頃までの間存続していたと考えられること。かわらけ類や貿易陶磁器類

の出土量からみると，造営された当初の12世紀後半~13世紀にかけての頃と， 13世紀後半頃が特に盛行期

であったことが判明している。この点と文献史料からみた点を合わせてみると 13世紀後干牟期の掘立柱建

物群は，まさに「地頭矢木式部大夫胤家」の居館であり，それ以前も父「常家」あるいは相馬氏一族の居

館として機能していたものと理解するのが妥当と思われる。

2 方形周溝区画墓とその歴史的背景

本遺跡から検出された292号方形周溝区画墓は，その形態・規模や副葬された出土品から， 13世紀後半

から14世紀初頭頃までに造営されたもので，被葬者は財力もあり，身分的にも高い女性であると考えられ

た。そして，この方形周溝医画墓の造営時期に，本遺跡上に存在していた居住施設や建物施設は，主とし

て北西地区の居館だけであることから，この墓に埋葬された女性は居館と関わりの強い女性であったもの

と推測された。

それでは，このような観点から，この方形周溝区画墓に埋葬された女性について考えてみると， とりも

直さず13世紀中頃~13世紀後半に居館の主であったと考えられる「地頭矢木式部大夫胤家」との関係が浮

かぶ。矢木式部大夫胤家は，すでにみてきたように『吾妻鏡』宝治2年(1248) 1月3日条に(御家人と

して)境飯の儀に将軍供奉者の一人としてみえる「矢木式部大夫」と同一人物とみられること，さらに『香

取文書J によれば，文永年間(1264~1275)の「造営記録断簡」に矢木郷の地頭として記されていること
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から， 13世紀中頃~後半に地頭として矢木郷を支配していた在地領主であった。一方，この方形周溝区i由j

墓に埋葬された女性は死亡年令が壮年後半ーから熟年であることが鑑定されている。この当時の女性の平均

寿命がどの位かは明らかではないが， r我孫子市史j(註30)に掲載された文献資料や記載内容からみると，
13世紀前半，この八木郷の東側に位置する相馬の地を支配していた相馬氏宗家の主，相馬左衛門尉義胤の

娘「とよ御所u.J (矢木式部大夫胤家のいとこにあたる)が熟年での死去が推測され，更に「とよ御前jの

孫にあたる「藤原土用王御前(尼妙蓮)Jは50才以上の年令での存命が認められる。これらの点を含んで，

この万形周溝区画墓に埋葬された女性の死亡年代を40才代~50才代としてみると，この女性は，矢木式部

大夫胤家の妻ないしは娘の可能性が高いのではないかと推測される。特に「千葉大系図」では，地頭矢本

式部大夫胤家の後継の子息がみえないこと。本遺跡の居館跡が， 14世紀初頭頃で、終っていることからみる

と， この方形周溝区画墓に埋葬された女性は，その造営年代からみても，地頭矢木式部大夫胤家と最も結

びつきの強い女性とみることが妥当であろう。この当時の女性の地位について 岡田清ー氏は『我孫子市

史Jにおいて， I一般にいわれるように，鎌倉時代の女性の地位は，その後の時代と比べると高いものであっ

た。例えば，御家人の娘が親から所領を相続し それを持って他氏に嫁いだ場合 持参した所領は夫の所

領とは別に子孫に譲与することが出来たことは，義胤の娘とよ御前の例からもわかる。しかも，夫が所領

の譲与を行わず、に死没した時，その妻が亡夫の代理として所領の相続を行いえたのである」と述べられて

いる。この点を勘案すると，この方形周溝区画墓に蝿葬された女性として，まず先に地頭矢木式部大夫胤

家の妻の姿が浮かんでくるが.ここでは その点を指摘するにとどめ，今後の研究にゆだねたい。

おわりに

中世における思井堀ノ内遺跡の内容やその時代背景等について概観してきた。その中で，遺跡地が文献

史料に出てくる鎌倉時代の「郷」の所在地で.かっその郷は在地領主である地頭名のわかる郷であったこ

と。そして，遺跡地に残る「堀ノ内」という小地名の場所から居館跡が検出されたこと。その居館跡が，

年代的にみて，千葉常胤のひ孫であり，相馬御厨の地を支配した常胤の次男相馬次郎師常の孫の地頭「矢

木式部大夫胤家」の居館に該当すると考えられること。また，同時に検出された方形周溝区画墓がこの地

頭矢木式部大夫胤家の妻あるいは娘の墓と推測されること等々，その意味では本遺跡は，考古学的資料と

文献史料が重ね合った稀有な遺跡である。なお，本遺跡地に居館が置かれた理由については，陸 lム交通や

水上交通の要路に仕置するという地理的な要因が大きいのではないかと考えられる(註31)。調査報告書

という性格上，ここではその点を指摘するにとどめ，生産の場の問題とも含めて，今後の研究課題とした

い。中世を専門とする研究者等からみた場合 本報青書が調査結果について十分意を尽くしているかどう

か心もとないが，今後の研究に役立つことが出来れば幸いである。

本遺跡は開発に伴う記録保存の一環として発掘調杏が行われ，調査区域はすでに開発済であるが，調査

結果からみると，考古資料と文献史料とを重ね合わすことの出来る重要な遺跡となったことは明らかであ

る。特に，方形周溝医画墓から出土した副葬品類は，鎌倉時代の在地領主層(地頭)の妻などの女性の姿

の一端を示す具体的資料として，更に被葬者を特定可能にする品々として重要な考古資料であり，本県の

みならず全国的な視野に立っても貴重な有形文化財となるものである。報告者として.すでに長い年月を

経ているとはいえ，埋葬されていた女性の魂の安らかなることを願うとともに，遺跡所在地である流山市

民の皆様はもとより，広く県民の皆様方の貴重な文化財として保存・活用されることを強く希望する次第
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であります。最後になりましたが，本調査報告書を取りまとめるに際して，当財団調査部整理課職員をは

じめ，整理補助員の皆様，その他多くの方々から多大な御援助をいただきました。記して心より感謝申し

上げます。

(註)

l. 倉田義広 「千葉市猪鼻城跡」千葉市教育委員会， (財)千葉市文化財調査協会 1999 

2，笹生 衛 「駒井野商ノ下遺跡・荒追遺構Jr千葉県の暦史・資料編中世1(考古資料)j千葉県 1998 
「成田市駒井西ノ下遺跡JH財)千葉県文化財センタ一年報2U(財)千葉県文化財センター 1996 

3. I千葉県長生郡長南町岩川・今泉遺跡J(財)長生郡市文化財センター 1990 

4. 服部実喜 「南関東地域における中近世建物遺構の変選Jr埋もれた中近世の住ましリ|司成社 2001 
5. 岡田清一 「第2節相馬氏と農民Jr我孫子市史原始・古代・中世編J我孫子市 2005 
6. ①田原康司 「島名前野東遺跡Jr茨城県教育財同文化財調査報台第191集j 2002 
②「茨城県の中世居館J茨城中世考古学研究会 『茨城県考古学協会誌第17号J茨城県考古学協会 2005 

7. 蓬莱鏡については，次の文献資料を参照した

①広瀬都巽 「和鏡の研究」角川書出 1974 

②後藤守一編「古鏡緊英下篇」東京堂出版 1977 

③「日本の古鏡一女装美のプロテゃユーサーJ大阪市立博物館 1985 

8. 池上 悟 「中山法華経寺祖師堂跡Jr千葉県の歴史・資料編中世1(考占資料H千葉県 1998 
9 大川 j青・三輪孝幸・栗出欣行「栃木県上三川町北原東遺跡・町道3-326号線道路整備事業に伴う埋蔵丈化

財発掘調査j日本窯業史研究所 2000 

10. 註7 の④

11.坂上克弘 「上台の山遺跡 港北ニュータウン地域内埋蔵文化財調王子報告30J(財)横浜市ふるさと歴史財凶・

横浜市教育委員会 1996 

12. Iーの谷中世墳墓群遺跡」磐田市教育委員会 1993 

13. I中世墓資料集成一中国編-J中世墓資料集成研究会 2005 

14 詰:10に同じ

15. 小松大秀 「日本の美術.N0275化粧道具」至文社 1989 

16. 北津 滋 「埋葬されたのは鎌倉時代のお姫様? 流山市西平井根郷遺跡の調査からーJr貝の今昔物語J千
葉県北西部地区文化財行政担当者連絡協議会 2003 

17. I企画展中世の東葛飾 いのり・くらし・まつりごと 」松戸市立博物館 2001 

18. I平成13年度企画i展中世の船橋一掘る・たずねる -J船橋市郷土資料館 2002 

19. I千葉県史料中世香取文書j千葉県 1957 

20. I新訂増補国史大系吾妻鏡第三J古川弘文館 1977 

21. ①「流山市史通史編 IJ流山市教育委員会 2001 

②前田徳弘 「流山市Jr千葉県の地名jI日本歴史地名大系12J平凡社 2003 
22. I改訂房総叢書第五輯J改訂房総業書刊行会 1959 

23. 註20に同じ
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24. I千葉県史料中世編本土午過去帳」千葉県 1982 

25. 註21の②に同じ

26. 註21の(i)に同じ

27 岡田清一 「第5編武者の世の我孫子Jr我孫子市史原始・古代・中世篇J我孫子市 2005 
28. 註27に|日]じ

29 註27に同じ

30. ~主27に同じ

31.この点に関しては，中山文人氏が.I中世後期の相馬御厨に関する基礎的考察Jr松戸市立博物館紀要 第8号j
2001 において，陸連との関わりのなかで一つのルートとして「大堀川沿いの松ヶ崎 篠龍田から西南に進み，

鰭ケ崎(流山市)で現江戸川へ出るルートが，中世において重視された可能性が高い」と列記している。こ

の点を含め. I矢木郷」の位置づけについては，古代からの位相を踏まえて相馬御厨とセットで，交通の要路・

物流という経済的側面を重視する必要があると考えている。
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第34図土坑(1)
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425A.C号土坑土層
l暗黄色土 (ハードロームブロ ックとハードローム粒)

2 暗褐色土 (ハードローム小プロ ック浪)

3黒褐色土 (黄味強Lり、ードロームブロ ック多混 ハードローム粒)
4. ( 
5暗黄褐色土(ハードロームプロック混)
6暗褐色土 (ハードローム ハードローム粒混)
7 暗黄色土

8暗黄色土 (時褐色土混りのハードローム粒混)

E 
g 
c、3
E3 

∞| ⑤ 

凶J 同J

- 一・22.2∞m
ーミこ~
456号土坑

456号土坑土層
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Pll 

494号構状遺構。 493号土坑土層
l 暗灰褐色土(ローム粒粘土粒少混)
3暗褐色土 (ローム粒少混)
4黒色土 (ローム粒少混)

5暗褐色土 (ローム粒ロームプロック少混)

6." (ローム粒多混)

489号掘立柱建物
491号土坑土層
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5黒色土 (硬)
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4. ( ク砂)
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7明貰褐色土( 。 粘性)
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七日
f

-一六

501号土坑

502A. B号土坑土層
l黒色土 (ローム粒混I 軟)

2貰褐色土 ( 砂 ，，) 

3. ( 。タ)

4黄渇色
5灰層

6黄褐色土

。
501号土坑 土層

l 陪褐色土 (山砂少混)

2 黄白色砂質粘土

2'黄白色土層 (2層に暗褐色土，灰焼土粒混)
3 灰白色土 (灰が主体)

4 岩と灰

5 暗白色土
6. 
7 医層
8 黄白色砂質粘土

(ローム粒。砂質粒土少混)

502A. B号土坑
4m 1/80 。

土坑 (2)
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2暗褐色土 (ローム粒多混)
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580号土坑

部O号土坑土層
l黒褐色土
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506号土坑

B' 
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部8号土坑土層
l黒褐色土 (ローム粒タ混)

2. (ロームブロック多混)

3暗貰褐色土 (ロームプロック主体)
4黒褐色
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一・ 22.800m
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574号土坑 574号土坑土層

l黒褐色土 575号土坑土層

2. (ロームプロック多混) 1黒褐色土 (ロームプロック少混)
3. (ローム粒少混) 2. (ローム粒 ロームブロック多混)

4暗褐色土 (ロームプロック少混)
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1暗褐色土 (ロ ムブロック多混)(ロームプロック多i昆)
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@/「~¥K 3 黒褐色土(ロームブロック多混)
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582 (A. B)号土坑土層

l黒褐色土(ローム粒少混)
2φ  

3. (ロームプロック少混)
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581号土坑

581号土坑 土層

1黒褐色土(ロームブロ ック多梶)

2 ク (ローム粒少混)
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ぢ 拙号土坑土層 /0 竃
〆 I黒褐色土 (ロームプ ^ .. 内、 ， 

A' 3 砂

② A ・.1 I I J J )..--ヘし一 、 V'"'長

〈

ぢ・~\~ClClφ ケ (5肝) 亡ノf( ) I A' ..IVき
/' 

/I~n .t口、 l黒褐色土 (ロームプロック混)

A A 

モヲ川∞m
(585号)

585号・ 586A'B号・ 587号土坑

(583B号)

-A21.6∞m 
協6号土坑 土層

I黒褐色土

2. (ロームプロック多混)

587号土坑 土層
l黒褐色土 (ロームプロ ック少混)
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588号土坑

部8号土抗土層
1 黒褐色土 (ロームプロック晶、混)

2. ( ) 
3. (ローム粒合混)

A 

A 

-/ 

589号士抗土層
I黒褐色土(ローム粒少混)

2 暗褐色土 (ローム粒 白色粘土粒少混)

3 砂 (ロームプロック世混)

4 今
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~- CD~手『
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590号土層
1黒褐色土

2. (ローム粒。ロームプロック少混)

A 

A 

591A. B号土坑

591A. B号土坑土層
I黒褐色土(ロームプロック多)

2. (ロームブロック少量)

3. (まぎりのない土層)
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2 粘土 (しまりあり)

一一¥一一__.f一一
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第37図土坑 (4)
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120号溝状遺構 (1-26) 
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ヨ ¥ トーJ グ1
51号ピット
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4号擁立柱建物跡

込ニニ4て三72
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2号掘立柱建物跡 (1-8) 
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プ
ダ1ー卜 hJピット
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328号ピット (1-3) 
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86C号ピット'lJ1 

k モ云ヰ二コ二フ2
238号溝状遺構(1-2) 

第39図 120号溝状遺構及び掘立柱建物跡出土遺物
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第40図 292号方形周溝区画墓主体部(土抗墓)及び周溝出土遺物
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第41図 台地整形区画及び溝状遺構出土遺物 (1)
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第42図溝状遺構出土遺物 (2)
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ミシい
494号溝状遺構 (1~2) 
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ザ 口 5
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495号溝状遺構 (1~5) 

¥ ヌRF祝d ぐミ戸
又J 二死
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504 3号溝状遺構 (1~8) 
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2 。 1/3 10cm 571号溝状遺構(1-7) し一一一二コ
第43図溝状遺構出土遺物 (3)
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第44園 地下式坑出土遺物 (1)
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206号土坑 (1-2) 
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593号土坑 (1-4) 

。 1/3 10cm 

第45図 地下式坑 (2)及び土坑出土遺物
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(C62-25) 

dC 
b;己ー;己:0)

1/3 10cm 。
C62・25 グリッド (1~3) 

第46図 グリッド出土遺物 (1)

-118-

。〉
てートイ1

D58 

v /'，__._._/.ノ l
iノー ア/' I 

¥ / ~~- 4 

(C58-81) 

グ1・ノぃ (1~4) '‘...司~Ll I 

己、
(D59-74) 



て工ヨ

工二圭二二子

(C62-68) 

ヌ ロ

B 

(C62-58) 

-0 

9 
(C62-58) 

-015 

ハ
υ川斤
川
似

制

)
 

V

/

9

 

ん
'
ノ
〆

q
J

/

/

7

位

/

ノ

C
:
(
 

在w<:Il

たC62 グ1)"/ド (4-16)

(C62-70) 

⑨ ③ ⑥ で':J!

5 
6 7 8 

(D60-77) 
(D60-96) (D60-96) (D60-96) 

D60 グリッド (1-8) 3 
(D60-54) 

⑥ 

(D61-16) Cコ2 

(D61-17) 

/79 
(E60-87) 

⑥ 

3 
(D61-17) 

4 
(D61-17) 

⑥ 7 
へ、
υ

〈
」7伽

6 
(D61) 

D61 グリッド (1-7) 

。;、 ~(}ι) -0 
1/3 

E60 グリッド (1-3) 
E61 グリッド (1-4) 

2 

(E61・06)

第47図 グリッド出土遺物 (2)

-119-

4 
(E61-60) 



-021 

(S)輪車平田ペぷ (uv 図8t第

出OO~ En 。
(9-~)ペ ι ハ L ~9ゴ

(8jr09d) 

グ
(117-19d) (017-19d) (6f:-19d) 

u 
ヤ E 

ど2 d 
(O~- ~)ペ ι(1.4 09:1 

(179-09d) 
(SL-09d) L 
6 

(617-09d) (8<::-09d) 
v (<::v-09d) z 

(f:9-09d) 

θ dひ1
g 

ιコ

口 (8-~)汁 λ (1.4 19ヨ

己主邑 三

州自〈、
(179-09d) 
9 

r 
(8<::-09d) 

(<::v-<::93:) 
上 、
~ ~~I 

抄 111 ι 

(017-<::93:) 
E J ..____，_ 

u~-g) 汁(.， (1.4 ~9ヨ

口
(68-193:) 

にこ二ユ「一一「。之

(88-193:州
8//  

i2_ 

ケ)三

口一

(6L-193:) 

9 ~ 

J 
;;6 



¥ r D~ 亡コ。7 
(F61-49) 

10 
(F61-50) (F61-59) 

¥一一工二フF8 〆2 ヌ「ーっ 11、¥
(F61-50) 

(F61-63) 

(F61-72) 

γ (F61-73) 
¥ トJ フ、、

(9838T) (9840T) 

?? 
仁三戸18三ク17

19 
(9841T) 

ム14 (9837T) 
(9836T) ー¥

(F61-92) 
F61 グリッド(ア-19)

¥ y 口グ
3 

(G61-20) 2 (9832T) 
(G61-20) 

~ ー トーグ
4 
(459B) 
15 y 7， ¥10，も

G61 グリッド(1-8) 

第49図 グリッド出土遺物 (4)

。 1/3 10cm 

可
E
よ

円
/
“

1
E
A
 



¥?/ 

B 

第50図 441号集石遺構

9 
/〆

@ーー古銭

.一一陶器片
0--- 磯

一号 22.2∞m

1/40 2m 

}ザl引日イロマ!
勺之 ¥Zd勺I-Z;:B d: !5:t三三
己zcz: D之百三日之
εョz、二Lsフマ ミよ二守 、主仁ヲイ

搬U F31 勺ミ22 0 干33



第2表居館地区柱穴跡・ピッ ト一覧表(1)
規模 深さ

遺構番号 {立 置 形態 (長×短) 出土遺物(土器類は全て小破片 又は細片 ・数字は破片数) その他 備 考
(cm) (cm) 

013 D58-93. D58-94 円形 52 x46 28.0 小磯2
014 D58-93. D58-94 円形 53 x45 46.9 土師器高台付碗 1.土師器2.小様2.縄文土器3 3号掘立柱建物
015 D58-93 円形 43x43 70.5 土師器2.小磯2 3号掘立柱建物
016 D58-92. D58-93 円形 37x 36 34.4 土師器 1.縄文土器l
017 D58-92. D58-93 円形 46x40 58.4 土師器杯 1.土師器斐2 3号掘立柱建物
018 D58-92 楕円形 44x 34 35.l 土師器I 3号掘立柱建物
019 D59-03 円形 53x47 44.4 土師器9.須恵器斐 1.小磯3.縄文土器4 4号掘立柱建物
02日 A D59-03. D59 -13 円形 48x45 29.0 

土師器内黒杯 1.土師器4.小磯2.縄文土器 l 4号掘立柱建物020-B D59-03. D59-13 円形 65x 55 34.7 
021 D59-03 楕円形 64x37 48.2 かわらけ皿 1(2g).士郎器斐3.磯2 4号掘立柱建物
022-A D59-03 円形 35x34 38.0 
022-B D59-03 円形 40x38 41.2 

土師器内黒杯 1.土師器斐3.小磯5.縄文土器3 4号掘立柱建物022-C D59-03 円形 45x40 36.2 
022-D D59-03 円形 65x55 22.0 
023 D59-02 円形 21 x 19 32.5 

024 D58-93 円形 50x43 58.8 
かわらけ碗 1(10g) .土師器杯 2.土師器斐 2守須恵器斐 1.小磯 1.

3号掘立柱建物
縄文土器4

025-A D59-03 円形 55x50 48.6 
025-B D59-03 円形 40x32 45.9 

026 
D59 -02 . D59 -03 . D59 -12 . 

円形 55x50 29.l D59-13 
027-A D59-02. D59-12 円形 21 x 19 33.6 
027-B D59-02 円形 35 x31 50.7 土師器 1.縄文土器l
027-C D59-02. D59-12 円形 27 x23 44.7 
028 D59-02 楕円形 62x42 53.2 かわらけ3(碗2点8g'皿l点2g).土師器杯2.土師器斐2，小磯2 4号掘立柱建物
029 D59-02 椅円形 78x55 36.8 土師質土器碗 1，土師器斐 1，際3

032 D59-02 円形 65x60 25.5 
かわらけ 3(碗1点10g'皿2点4g)。土師器斐 2，土師器 3，小礁 4，縄

4号掘立柱建物
文土器3

033 D59-02 楕円形 51 x46 49.7 土師器斐1.縄文土器2
034 D59-02 円形 34 x26 32.l 土師器杯1.土師器斐l
035 D59-13 円形 28x24 48.6 際片 1，縄文土器l
036 D59-02 円形 51 x46 42.5 土師器杯2，磯3
037 D59-02 円形 49x46 64.9 小傑2，縄文土器3
038 D58-92 円形 42 x 34 79.l 土師器杯 1，士郎器斐2，小磯1，縄文土器 l 3号擁立柱建物
039 D58-02 円形 55 x46 30.0 土師器杯2，土師器斐2，磯4 5号掘立柱建物
040 D59-01 楕円形 42 x 31 71.7 土師器杯2，土師器斐2，蝶4，縄文土器 l
041 D59-02 円形 31 x 28 27.5 土師器l
042 D59-02 円形 40x 38 23.0 小型車4
043 D59-02 円育長 33x 29 53.6 小際 l
044 D59-02 円形 40x 36 34.4 様片3.縄文土器2
045 D59-02 円背三 35x 32 60.7 土師器杯5，土師器斐2，小磯 1，縄文土器3
046 D58-92. D59-02 円形 47x42 62.3 土師器杯3，土師器斐3，小磯3縄文土器3 5号掘立柱建物
047 D58-91 円売主 50x44 63.9 小磯4 5号掘立柱建物
048 D58-91 円形 41 x40 34.0 土師器杯2，土師器斐2 2号掘立柱建物
049 D59-02 円形 30x 26 22.6 
050 D59-02 円形 37x32 38.6 土師器5

051 D58 -90 ， D58 -91 円形 48x45 44.5 
かわらけ 2(碗l点20g'碗or皿1.点3g)，土師質土器 1，土師器斐 4，小
際3

052 D59-01 円形 51 x44 49.5 土師器斐2，機片 5.縄文土器2
054 D59 -01 椅円形 55x41 ω3 土師器杯2，小磯片5 5号掘立柱建物
055 D58-91 楕円形 65x50 65.0 かわらけ皿2(5g) ，土師器杯3，土師器斐5須恵器受 1，際4，縄文土器5 2号掘立柱建物
056 D58-92 円形 24x22 42.6 
057 D59-01 円形 44x34 55.2 土師器杯 1，土師器斐1.小磯4，縄文土器l
058 D59-01 円形 34x29 23.7 小磯2，縄文土器l
059 D59-01 円形 41 x35 21.0 小磯 1，縄文土器l
060 D58-91， D59-01 楕円形 40x28 28.0 土師器内黒杯 1
061 D58-91 円形 35x35 40.7 土師器内黒杯1，須恵器斐 1，根石 l 2号掘立柱建物
062 D59-13 円形 42 x 19 37.4 4号掘立柱建物
063 D59-00 円形 42 x39 50.4 須恵器受1.根石 1，縄文土器3 2号掘立柱建物

064 D58-81 円形 62 x55 60.0 
かわらけ 3(碗2点6g'皿l点Ig)，土師器内黒杯 1，土師器杯 2，土師

2号掘立柱建物
器蔓5，土玉1，磯片 l縄文土器l

065 D59-01 楕円形 59x36 55.3 かわらけ2(8ω，土師質土器杯3，土師器斐2，諜片 6，縄文土器3 2号掘立柱建物
066-A D59-01 円形 49 x40 60.8 青磁皿(同安窯)1柱穴333-1と接合 ，土師器杯 3，須恵器杯 1，小

2号掘立柱建物
磯3，根石l

067-A D59-00 楕円形 45 x40 32.l 
かわらけ 1(3g).土師器杯2，土師器室l小礁6，縄文土器3 2号掘立柱建物

067-B D59-00 楕円形 45 x40 34.7 
068 D59-00 楕円形 62 x42 74.6 土師器高台付碗 1，際 l 2号掘立柱建物
069 D59-00 円形 40 x38 25.0 土師器杯 1，小磯1.縄文土器 l
070 D58-80 円形 57 x50 64.5 須恵器斐1，磯 l 2号擁立柱建物
071-A D59-00 円形 42 x33 44.5 

土師質土器1，縄文土器2 2号掘立柱建物071-B D59-00 円形 44 x35 31.0 
072 D58-90 楕円形 38x20 37.3 
073 D59-00 円形 48x45 64.2 土師器杯 1.!!112 6号掘立柱建物
074 D59-01 円形 30x22 44.5 土師器斐 1，須恵器斐 1，縄文土器2
075 D59 -13 ， D59 -14 円形 55 x24 31.0 4号掘立柱建物
076 D59-04. D59-14 楕円形 60x21 23.3 機片 3，縄文土器 l 4号掘立柱建物
077 D59-04 円形 49x21 60.5 様I 4号掘立柱建物
078 D58-94 円形 40x 17 44.l 3号掘立柱建物
079 D58-94 円形 27x 13 34.0 
080 D58-80 楕円形 60x45 51.7 かわらけ 1(2g).須恵器1.縄文土器2 2号掘立柱建物
081 D58-90. D59-∞ 円形 37x36 14.5 土師器杯l
082 D58-90 楕円形 66 x 33 55.7 常滑斐 1(5g)。土師器杯1.際3焼き磯片3根石 l縄文土器l 2号掘立柱建物

n，
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第2表居館地区柱穴跡・ピット一覧表 (2)
規模

I奈さ
遺構番号 {立 置 形態 (長×短) 出土遺物(土器類は全て小破片。又は細片・数字は破片数)・その他 備 考

(cm) (cm) 

083 058-90 円形 31 x27 49.0 
084 058-90 円形 52x45 55.2 根石l 2号掘立柱建物
085 058-90 円形 45x43 24.5 小磯I
086-A 058-90 円形 55x50 33.9 
086-B 058-90 円形 35x 35 18.8 土師質土器2.土師器斐2.小磯6縄文土器3 6号掘立柱建物
086-C 058-90 円形 70x61 27.5 
087 058-90 円形 42 x36 66.8 土師質土器1.土師器斐3.磯2
088 C58-99.058-90 楕円形 69 x45 64.8 かわらけ1(lg).小磯3.根石l 2号掘立柱建物
089 C58-99 円形 46x42 19.2 土師器甑1.土師質土器杯 1.小磯l
090-A C58-99 円形 43x37 39.1 
090-B C58-99 円形 60x54 30.1 小磯3.縄文土器2 6号掘立柱建物
090-C C58-99 楕円形 70x46 20.4 
091 C58-99 円形 36x 33 20.5 
092 C58-99 円形 34 x 30 20.3 
093-A C58-99 楕円形 68 x 64 53.7 

かわらけ碗1(42g).土師器斐3.ノj、磯3.縄文土器l
093-B C58-99 円形 57x42 49.7 
094 C58-99 楕円形 95x50 60.1 土師器2.小磯8 6号掘立柱建物
095 C58-89 円形 32 x29 30.2 
096 C58-89 円形 32 x28 47.5 
097 C58-89 円形 47x40 40.9 小磯3
098 C58-89 楕円形 35x 25 47.5 土師器杯l
099 C58-89 楠円形 43x 28 42.3 
I 102 C58-99 円形 28x26 43.7 
103 C58-99 円形 29x25 63.9 小隊l
104 C58-99.058-90 不定形 60x30 43.1 須恵器斐1./J、傑l
105 C58-99 円芳三 33x28 26.1 
106 C58-98. C58-99 楕円形 68x41 45.5 土師器受1.小磯l
107 C58-98. C58-99 円形 52x42 35.6 
108 058-93 円形 22x22 43.8 
109 059-03 円形 20x 20 38.0 
110 058-81 円形 27 x 23 44.1 
III C58-98 楕円形 85 x 54 69.4 青磁碗1.石1.小磯9.縄文土器3
112 C58-98 楕円形 73 x43 47.9 土師器斐 1.須恵器杯1.磯片7
114 C58-99 円形 31 x25 37.6 
115 C58-98 不定形 84x53 68.0 かわらけ 1(1g) .土師器斐 1.小磯4
116 C58-99 円形 26x23 24.9 
117 C58-98 円形 42 x36 49.1 小磯l
118 058-90 円形 22x 18 41.8 
119-A C58-88 円形 29x29 57.2 
119-B C58-88 円形 32 x 29 64.0 
119-C C58-88 円形 34x 30 77.5 
121 058-90 円形 25 x22 43.8 
122 058-91 円育長 28x22 28.3 
123 C58-99 不定形 60x37 15.6 
124 C58-98 円形 57x28 39.8 
125 C58-99 円形 27x23 44.3 縄文土器l
126 C58-98 不定形 44x28 44.6 
127 C58-98 楕円形 30x 19 29.7 小燦2
128 C58-99 円形 25x 23 53.0 小傑l
129 C58-99 円形 20 x 17 38.0 
130 C58-98 楕円形 39x22 40.5 
131 C58-89. C58-99 円形 21 x 19 28.0 
132 C58-89 円形 25 x23 51.0 
133 C58-89 楕円形 37x22 41.0 
134 C58ー78.C58-88 不定形 78x35 43.5 
135 C58-88 楕円形 38x25 73.3 
136 C58-88 円形 29x 20 71.8 
137 C58-88 円形 29 x 28 56.3 
138 C58-88 円形 35 x32 17.2 
139 C58-89 楕円形 27x 15 39.2 小磯l
140-A C58-78. C58-88 円形 39x36 46.1 

土師質土器杯1.小磯2
140-B C58-78. C58-88 円形 25x23 42.4 
142-A C58-98 円形 32 x29 70.0 
142-B C58-98 橋円形 70x44 71.2 土師質土器杯1.小磯2
142-C C58-98 不定形 67x52 45.3 
143 C58-98 円形 40 x 32 40.0 
144 C58-98 円形 38 x 32 41.0 
145 C58-89 円形 36 x 34 17.5 土師器~1
146-A C58-77. C58-87 不定形 75 x60 55.2 

かわらけ4(llg).縄文土器l l号柵列
146-B C58ー77. C58-78 円形 25 x22 47.6 
147 C58-88 円形 22 x22 21.0 
149 C58ー78 円形 45x40 42.4 
150 C58-77 円形 28x27 61.0 
151 C58-77 楕円形 40x30 45.0 
152 C58-89 円形 38x37 28.0 
153 C58-99 円形 20x20 58.3 小磯上縄文土器l
154 C58-89 四五 27x 20 31.0 d、墜1

-124-



第2表居館地区柱穴跡・ピット一覧表 (3)
規模 深さ

遺構番号 {立 置 形態 (長×短) 出土遺物(土器類は全て小破片，又は細片・数字は破片数)・その他 備 考
(cm) (cm) 

155 C58-89 椅円形 41 x27 27.2 
156 C58-99 円形 22 x 19 40.5 
157 C58-88 ， C58-98 円形 30 x24 43.8 土師質土器 1，小磯片 11
158 C58-99 楕円形 35 x25 49.6 縄文土器3
159 C58-99 円形 27x24 22.5 
160 C58-99 円形 18x 16 30.8 
161 C58-88 円形 21 x 19 53.5 
162 C58-88 円形 24x23 36.8 
163 C58-98 楕円形 38x 20 73.5 
164 C58-98 円青三 28x26 69.5 小磯3
165 C58-88 円育長 35x26 34.0 小磯4
166 C58-88 円形 32x26 52.2 
167 C58-88 楕円形 30x 17 20.4 
168-A C58-97， C58-98 不定形 44 x33 28.0 

かわらけ 1(8g) ，木炭1.小型車4，縄文土器l
168-B C58-97 不定形 100 x 54 67.0 
169 C58-88 不定形 40 x 27 37.9 
170 C58 -87 ， C58 -88 円形 28x 20 63.8 小磯 l
171 C58-87， C58-97 円形 43x 33 50.3 礁l
172 C58-89 楕円形 31 x 20 34.0 
173-A C58-79 円形 27x20 47.8 

瀬戸美濃縁粕小皿 1(5g) ，小磯3
173-B C58-79 円形 30x26 36.0 
174 C58-87 円形 28x27 39.0 
175 C58-87 円形 36x35 32.8 かわらけ 3(4g) ，土師器斐1.小磯l
176 C58-87 円形 25x20 50.4 小磯 l
177 C58-87 円形 50x42 33.3 
178 C58-77， C58-78 楕円牙五 33x25 40.0 
179 C58-88 円形 19 x 17 27.8 土師器斐l
180 C58-88 楕円形 34 x21 47.1 
181 C58-88 楕円形 46 x 22 44.5 
182 C58-87 円形 23 x 19 42.0 
183 C58-87 椅円形 55 x 30 28.7 小磯 1，縄文土器l
184-A C58-77 円形 40x 25 18.6 

土師器内黒碗1.縄文土器2 l号柵列
184-B C58-77 円形 59x50 57.3 
185 C58-78 楕円形 35x 25 44.7 
186 C58-87 楕円形 40x20 48.9 
187 C58-87， C58-97 円育長 41 x 18 28.5 
188 C58-87 楕円形 45x20 38.9 
189 C58-86 円青三 32x30 37.0 小磯2，縄文土器l
190 C58-78 不定形 40x33 35.0 
191 C58-89 円形 33 x28 65.1 縄文土器l
192 C58-77 楕円形 35 x 17 77.5 
193 C58-77 楕円形 29 x20 21.8 
194 C58-77 円形 18 x 17 35.6 
195 C58-77 楕円形 27 x20 38.0 
196 059-01 不定形 65 x53 48.2 土師器高台付碗 1，土師器斐 1，小磯3，縄文土器2
197 C58-87 円形 26 x25 25.0 かわらけ 1(2g) 
198 C58-87 円形 15 x 10 11.8 
199 C58-87 楕円形 25x 19 27.5 
200 C58-87 円形 20x 19 18.0 
201 C58-77， C58-87 円形 27x23 17.6 
202 C58-77 円形 26x25 45.9 土師器杯 l小磯
203 C58-87 円形 17x 16 19.9 
204 C58-77， C58-87 円形 28x26 28.2 
205 C58ー77 円形 26x20 37.4 
209 059 -01 不定形 68 x40 73.3 土師質土器杯 1，小磯8，縄文土器2
210 C58-76， C58-77 不定形 98x77 59.3 土師質土器杯2，1J、障壁 l縄文土器2 l号柵列
211 C58-76 円形 31 x24 49.2 
212 C58-86 楕円形 25 x 17 30.1 
213 C58-28 不定形 55 x 34 30.3 
214 C58-28， C58-29 楕円形 69x31 32.8 縄文土器 l
215 C58-29 円形 34x 30 15.6 
216 C58-38， C58-39 円牙長 25x 25 46.8 
217-A C58-38 円苛主 33x 30 33.5 
217-B C58-38 円形 17 x 13 19.0 
218 C58-38 楕円形 80x43 15.1 
219 C58-39 楕円形 34x21 52.5 
220 C58-39 椅円形 54 x39 59.8 
221-A C58-39 円形 31 x 21 52.2 

縄文土器l
221-B C58-39 円形 34x31 61.0 
222 C58-39 椅円形 45 x31 66.9 縄文土器2
223 C58-39 楕円形 33 x25 27.7 
224 C58 -39 ， C58 -49 椅円形 62 x42 58.0 小磯 l
225 C58-39 円形 33 x 32 61.9 
226 C58-49 円形 70x62 47.3 土師器杯 1，縄文土器 l
227 C58-38 円形 28x 26 27.5 
228 C58-38 楕円形 60x 37 21.9 
229 C58-38 楕円形 29x23 47.5 土師器杯2，磯 l
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第2表居館地区柱穴跡・ピット一覧表 (4)
規模 深さ

遺構番号 {立 置 形態 (長×短) 出土遺物 (土器類は全て小破片。又は細片・数字は破片数)・その他 備 考
(cm) (cm) 

230 C58-38 円形 45 x32 11.2 
231 C58-29 楕円形 24x21 26.6 
232 C58-39 円形 19x 14 17.0 土師器杯 l
233 C58-48 楕円形 54x32 36.5 
234 C58-48 円形 30x30 45.0 
235 C58-48 楕円形 61 x59 51.1 小磯上縄文土器 l
236 C58-48 楕円形 64x37 31.8 
239 C58-47 楕円形 51 x30 32.5 際 l
240 C58-47. C58-48 楕円形 43x32 34.8 
241 C58 -47 円形 31 x29 55.5 土師器杯 1.喋l
242 C58-49 円形 24 x24 66.0 
243 C58-48 不定形 71 x57 51.7 縄文土器 l
244 C58-48 円形 26 x21 27.6 
245 C58-48 楕円形 42 x30 51.7 
246 C58-58 円形 26 x26 22.5 
247 C58-58 円形 35 x29 27.2 土師器杯 l
248 C58-48 円形 28x24 20.9 
249 C58-47 ，C58-48 円形 36x32 26.3 
250 C58-47 円形 45x35 40.0 土師器斐 l
252 C58ー76，C58ー77 楕円形 36x20 42.0 須恵器斐 l
253 C58-77 不定形 33x30 36.3 
254 C58-77 円形 24x22 30.2 
255 C58ー77 円形 25x20 15.4 
256 C58-77 円形 18x 15 22.0 
257 C58-77 楕円形 30x 17 48.0 
258 C58-67 楕円形 35 x20 44.8 
259 C58ー77 円青三 13 x 13 10.6 
260 C58-77 円形 20 x 19 23.9 
261 C58-67 円牙三 30 x21 39.0 
262 C58ー77 楕円形 24 x 16 18.6 
263 C58-67 楕円形 23 x 16 10.0 
264 C58-67 楕円形 35 x 19 31.0 
265 C58-67， C58-77 円形 24x22 47.0 縄文土器 1
266 C58-67 円形 26x24 19.9 
267 C58-67 楕円形 29x 15 27.8 
268 C58-67， C58-77 円形 27x26 55.6 
269 C58-78 楕円形 23x 14 16.4 
270 C58-68 円形 27x27 33.2 
271 C58-68 楕円形 37x29 63.3 
272 C58-68 円形 27x21 56.7 
273 C58-68 円形 31 x26 45.9 
274 C58-58 楕円形 30x22 22.4 
275 C58-68 円形 20x 16 56.3 
276 C58-68 円形 27x27 49.2 
277 C58-78 楕円形 25x 16 13.4 
278 C58-78 楕円形 48x25 28.5 
279-1 C58-67 円形 24x23 29.7 
279-2 C58-58 楕円形 36x29 42.8 
280-1 C58-67 円形 25x20 43.8 
280-2 C58-58， C58-59 円形 33 x28 34.3 
281 D58 -48 ， D58 -49 楕円形 45 x34 47.2 かわらけ 1(2耳)
295 C58-66， C58-76 円形 45 x35 32.1 
304 D58-94 円形 34 x25 29.6 
305 D58-84 楕円形 63 x48 37.3 土姉質土器2，土師器斐4，小磯 l 3号掘立柱建物
306 D58-84 円形 36x35 19.1 3号掘立柱建物
307 D58-84 円形 42x32 33.8 須恵器斐 2.縄文土器 l 3号掘立柱建物
308 D58-74. D58-84 才官円育長 37x29 32.0 

309 D58-83 円形 45x40 58.1 
かわらけ 1(2g) ，土師質土器 2.土師器杯 5.土師器斐 1，小磯 1.縄

3号掘立柱建物
文土器 l

310 D58-83 円形 44x40 17.2 かわらけ 1(lg) .土師質土器杯2土師器斐2
311 D58-83， D58-93 円形 51 x43 55.9 土師器~ 1 3号掘立柱建物
312 D58-83 円形 50x46 40.7 土師器杯4，小磯上縄文土器 l 3号掘立柱建物
313 D58-83 楕円形 54 x40 30.5 土師器薬 2 3号掘立柱建物
314 D58-82， D58-83 円形 83x66 86.1 常滑斐 1，土師器杯4.土師器斐 2.土師器高台付碗 1，縄文土器3 3号掘立柱建物
315 D58-73， D58-74 楕円形 47x38 19.0 
316 D58 -74 楕円形 43 x34 44.3 
317 D58-64 円形 31 x29 20.6 
318 D58-64 円牙三 35 x28 41.8 
319 D58-54 円青三 82 x75 22.7 土師器質土器4，小磯 2，縄文土器 l
326 D58-70 不定形 74x61 54.8 かわらけ 1(2g).土師器何;2，小磯 2，縄文土器5
327 D58-70 円形 106 x 88 41.5 かわらけ 1(3g) ，土師器 1，須恵器斐 1.鉄製品 1，小磯4，縄文土器2 2号掘立柱建物
328 D58 -70， D58 -80 円形 30x25 56.2 かわらけ 4(61g) ，土師器高台付碗 1.土師器斐 5，須恵器菱2
329 D58-70 円形 80x66 56.5 土師器高台付碗2，小磯 1，縄文土器 l 2号掘立柱建物
331 D58-82 円形 37x35 22.9 3号掘立柱建物
332 D58-72 ， D58-82 円形 91 x84 26.2 土師器斐 2，鉄製品 l 2号掘立柱建物

333 D58 -81 . D58 -82 楕円形 90x73 71.6 
かわらけ 3(3g) ，青磁皿(同安窯)1 (2g)柱穴066ーlと接合 1 土師器

2号掘立柱建物
受 5，縄文土器5

334 D58-71 椅円形 57x46 96.6 土師器斐 1，磯上縄文土器3
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第2表居館地区柱穴跡・ピット一覧表 (5)
規模 深さ

遺構番号 位 置 形態 (長×短) 出土遺物(土器類は全て小破片.又は細片・数字は破片数)・その他 備 考
(cm) (cm) 

335 058-71 椅円形 84x62 29.4 かわらけ2(2g)小礁3.縄文土器l 2号掘立柱建物
336 058-71 椅円形 105 x 78 42.6 2号掘立柱建物
337 C58-79 円形 35x30 55.5 
338 C58-69. C58-79 円形 47x41 64.7 
339-A C58-79 円形 42x35 63.0 

土師器杯1.磯1.縄文土器l339-B C58-79 楕円形 48x40 61.4 
340 C58-79 楕円形 54x38 84.9 

341 
058-70.058-71.058-80. 

円形 65 x56 79.5 土師器杯1.土師器斐1.須恵器斐1.際1.縄文土器l 2号掘立柱建物
058-81 

342 C58-68 円形 44 x33 55.3 土師質土器碗1.縄文土器l
343 C58-69 椅円形 55 x37 61.2 土師質土器碗I
344 C58-69 円形 35 x31 45.6 須恵器斐1
345 C58-69 精円形 55 x23 30.4 土師器杯1
346-A 058-71 楕円形 35 x29 80.4 

土師器斐l
346-B 058-71 円形 28x25 42.4 
347 058-52.058-62 円形 55 x46 41.5 土師器斐4
348 058-52.058-62 円形 44x40 96.9 土師器内黒碗1
349 058-62 円形 52 x42 93.7 土師器杯 1.土師器斐2.縄文土器l
350 058-62 円形 43 x42 50.1 
381 C58-79 円形 25 x 19 46.3 
382 C58-79 楕円形 52 x 25 25.2 
383 C58-69 円形 24x 23 36.1 
384 058-70 円形 27x 25 31.5 
385 058-62 円形 33x 33 75.0 
386-A 058-62 不定形 81 x 60 92.4 土師器斐2.縄文土器2
386-B 058-62 不定形 100 x 35 101.8 須恵、器斐l
386-C 058-62 円形 53x44 81.9 常滑斐 lJl14g)
387 C58-78 円形 28x 27 67.2 
388 C58-79 円形 32 x 26 37.9 
389 C58-79 円形 25x 23 60.9 
390 C58-79 円形 41 x37 40.9 
391 C58-78 椅円形 39x25 51.8 
392 058-80 円形 25x21 54.3 
393 058-81 円形 20x 19 53.4 
394 058-81 円形 72x69 82.2 土師器内黒杯l。土師質土器4.須恵器斐1.小際3.縄文土器2 2号掘立柱建物
395 058-62 円形 50x40 67.1 
396 058-62 円形 52x41 96.4 
397 058-60 楕円形 51 x32 43.4 
398 058-60.058-70 楕円形 41 x31 57.6 土師器内黒高台付碗l
399 058-60 円形 49 x39 36.9 
400 058 -61 円形 50 x42 34.3 
401 058-60.058-61 楕円形 56 x30 76.0 土師器内黒高台付碗l小際l
402-A 058-61 円形 45 x38 69.0 
402-B 058-61 円形 29 x24 53.8 
402-C 058-60.058-61 円形 31 x 24 35.5 
403 058-51.058-61 不定形 85 x65 47.7 縄文土器l
404 058-52 楕円形 68x 50 106.3 
405 058-52 円形 40x 33 72.6 須恵器斐l
406 058-42.058-52 円形 57x54 34.8 
407 058-41 円形 53x 53 28.7 
408 058-41 楕円形 75x 56 22.0 
409 058-41 楕円形 101 x 59 53.3 土師器杯 1.土師器斐2.縄文土器l
410 C58-78. C58-79 円青5 37x30 52.3 
411 058-30.058-40 楕円形 54x 36 50.6 
412 C58-59 円青5 35x30 71.4 
413 C58-59 不定形 58x35 49.8 
414 058-50 不定形 54x40 54.0 
415 C58-49 円育長 56x46 61.1 
416 C58-49 椅円形 28 x 17 32.7 
417 058-30 円形 32x30 50.8 
418 058-30 円形 43 x40 40.0 
419 058-62 楕円形 68x47 96.3 
420 058-52 楕円形 46 x26 40.1 
421 058-60.058-61 円形 38x33 53.9 

司
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第3表 地下式坑一覧表

遺構番一号 位置(グリッド) 形態 全長 (m) 地下室の平面形規模等
主軸方位 挿図 図版 備考

平面形 規模(m) i*さ(m)
496 C62-28 無段 2.65 隅丸方形 1.8 x 1.8 1.20 N -13.5' -E 31 11 

498 C62-28 有段 2.7 (2.6) 
やや縦長で不整

2.l5x2.0 (最大) 1.8-2.l5 N-70'-E 31 
形な平面プラン

425D F61-08 有段 3.8 (3.441 横長方形 1.9 -2.2x3.l5 2.04 N-70'-W 30 10 425B号溝と重複
429 F60-96 有段 3.02 横長方形 2.l x 3.0 2.00 N-74.5' -W 30 10 503号溝と重複
430 F61-09 有段 2.70 横長方形 1.6 x 2.5 1.66 N-145' -E 30 
448 F61-36 有段 3.25 横長方形 1.8 x 2.47 2.l0 N -65' -E 31 10 425B号溝と530号講に切り取られる
460 Fω-84 有段 2.65 横長方形 1.35 x 1.9 1.05 N -7.5' -E 31 10 285号溝と重複
504 F61-27 有段 3.50 横長方形 1.84 x 2.3 2.05 N -157.5' -E 32 11 

550 F61-68 有段 3.30 横長方形 1.8 x 2.05 入奥口2.77
壁3.l5 N-30' -E 32 11 292号方形周溝区画墓と重複

594 F62-05 議 2.24 横長方形 1.3 x 1.95 1.50 N -179.5' -E 32 11 572号溝と重複
595 F62-05 2.l (2.2 横長方形 1.26x 1.8 1.14 N -173.5' -E 32 11 
597 F61-83 有段 2.l (1.7 横長方形 0.74 x 1.3 1.00 N-86' -W 33 503号溝と重複
599 F61-68 有段 2.53 (2.48) 横長方形 1.14 x 1.6 1.38 N-177.5'-E 33 11 

第4表土坑一覧表
遺構番号 王軸方位 位置(グリッド) 形態 規模 (rt) 深さ (cm) 挿図 図版 備考
206 N-109' -E C58-35 東西に長い楕円形 (南北)0.9(0.64)x (東西)1.15(0.58) 210 34 12 
237 N -87.5' -W C58-48 楕円形 1.68 x 1.16 14.6 11 居館内の土抗

251 N-72' -W C58-55 
上端不整楕円形

2.0(1.15) x 1.4(0.5) 235 34 12 120号講を切る
底面 長方形

301 C58-45 円形 0.95(0.82) x 0.84(0 76) 75 34 12 
320 C58-68 円形プラン想定 0.56 x0.25 25 34 12 

4平東4側7安号調住査土居範坑囲(と0外重1。2号複北)側を切る425A F60-99 
方隅隅位丸丸長に方近方形形いとププ想ララ定ンン

1.94x 1.2 68 34 は425B号講に切られる
447A N -1090 - E F61-48 3.05(2.4 -2.651 x 1.8(0.8 -1.5 96 34 12 
447B F61-49 1.4(0.81 x 0.64(0.55 20 34 12 447A号土坑と重複。西側を切られる
449 N -110' -E F61-37 隅丸方形 0.92(0.81 x 0.88(0.78 15-18 34 
450 F61-37 円形 0.78(0ηxO.72(0.66 19 34 
451 N-56'ーE F61-37 椅円形 0.8(0.621 x 0 7(0.51 15 -66 34 
453 N -25.5' -E F61-38 楕円形 0.85(0.621 x 0.74(0.58 17 34 
454 N -26' -E F61-48 椅円形 1.0 x 0.8(0.61 14 34 
456 N -19' -E F61-49 不整長方形 3.2(3.0) x 1.15 -1.2(0.96 -1.4) 40 34 
491 N -95.5' -E C61-99 隅丸長方形 1.68(1.46) x 1.34(1.1) 31 35 13 490号I茸と重複。新旧関係不明

493 N-95' -E C61ザ 85 隅丸長方形 2刷1.83)x 1.7(1.18) 62-42 35 12 
474号溝及び平安住居 (489号掘立柱
建物)と重複， 474号潜に切られる

497A C62-29 不整円形 1.1(推定)x1.2 75 -64 35 497号土坑に切られている
497B N-310 -E C62-29 隅丸長方形 1.65(1.38) x 1.05(0.82 65 35 497号土坑を切っている
499 C62-38 不整円形 2.6(2.46 35 -20 35 
501 N -113.5' -E F61-19 丸味のある不整長方形 1.13(0.921 x 0.78(0.55 21 35 13 

502A N-470 -w F61-39北側 長楕円形 2.9(2.54) x 1.5 平場85-90 
35 13 炭焼黛，北側遺構 (A号)

中央凹み 116

502B N-47' -W F61-39南側 長方形状 2.83 x 1.6 
100 x 110の

35 13 南側土坑 (B号)
不整円形の凹み

505A N-210 -E F61-18 不整長方形 3.21(2.96以北側17〔68((015964)) 
南側l 47 -51 36 13 505B号土坑と重複

505B F61-19 

響
1.12(0.71 x 0.98(0.71 16 36 13 

轟量産制関係は不明505C F61-28 1.0(0.61 x 0.9(0.641 29 36 13 505A号土坑と隣接
506 F61-17 1.3(1.02) x 1.15(0.94) 32 -35 36 
568 F60-62 1.72(1.55) x 1.28(1.03) 160 36 13 
573 N -45.5。ーE F61-98 隅丸方形 0.9(0.68) x 0.76(0.48) 22 36 
574 F61-99 事男子 1.2(0.8) x 1.18(0.86) 19 36 
575 N -25.5。ーE F6ト 88 1.2(0.961 x 0 76(0.58 11 36 
576 N -240 - E F61-88 楕円形 0.86(0.71 x 0.64(0.55 10 36 
577 N-630 -E F61-89 楕円形 0.66 x 0.64(0.28 16 36 
578A N-lO.5" -w G61-80 不整長方形 1.0(0.761 x 0.8(0.5 18 36 578号土坑に切られる
578B G61-80 円形 0.79(0.521 x 0.74(0.481 20 36 578号土坑を切る
579 N-270 -w G61-80 楕円形 1.26日041xO.92(0η 40 36 
580 G61-80 円形 0.98(0.71 x 094(0.841 20 36 木の根のビットで小さく撹乱
581 G61-80 楕円形 0.9 x 0.7(0.52) 13 36 木の根のビットで撹乱を受ける
582A N -19。ーE G61-70 丸盛安予言方形 1.5(0.94) x 1.14(0.63) 36 36 木の根の小ピットと582号土坑に切られる
582B N -26.50 - W G61-70 0.98(0.72) x O.創0.5-0.6) 15 36 582A号土坑を切る
583 N -540ーE F61-79 隅丸長方形 3.75(3.6) x 2.55 2.34 5 -10 36 583A， 583B， 584号の3基土坑と重複
583A N-260ーE F61-79 隅丸方形 1.08(0.681 x 0.74 0.54 25 36 583号土坑を切る
583B F61-79 不整方形 0.74(0.661 x 0.72 0.66 16 36 583号土坑と重複
584 N-360-E F61-79 楕円形 1.04(0.31 x 0.8(0.l 38 36 583号土坑と重複
585 F61-69 円形 0.98(0.611 x 0.93(0.621 25 36 585号土坑に隣接し 586号士坑に切られる
586A F61-69 円形 0.91(0.641 x 0.88(0.611 27 36 586号土坑と重なっている
586B F61-69 円形 075(0.581 x 069(0.51 8 36 
587 F61-68 円形 0.94(0.61 x 0.92(0.6) 16 36 586A， B号に隣接する
588 N-390 -E G61-71 長円形 0.95(0.6) x 0.72(0.52 35 37 
589 G61-71 

方形を呈不す明ると想定
想疋1.13x 0.4 86 37 588号 北東側に隣接

590 N -88.50 - E G61-90 1.9(1.71 x 1.84(1.4 27.5 37 西 を受けている
591A N -210 - E F61-78 不整長方形 1.48(1.341 x 0.9(0.84 28 37 西 lB号土坑に切られる
591B N-62.5"-W F61-78 隅丸長方形 1.89(1.51 x 1.14(0.9 30 37 591A号土坑を切っている

593 N -6.50 - E F61 -74 
上顎靖長方形形

335×162{296 3 97 37 503号i茸及び525B号と重複している
2.45 x 1.6(2.38) 

596 N-280 -E F61-65 2.l7 1.74 x 1.46 1.02 44 37 
598 N-6ア W F61-76 1.52 1.25 x 1.06 0.92 31 37 
600 N-890-E F61-76 1.72 1.33 x 1.25 0.75 40 37 
601 N -69.5"-W F61-86 0.6 0.36 xO.48 0.35 7 37 
602 N -57.50 - W F61-85 0.93(0.6 x 0.76(0.421 17 37 
603 N-70S-W F61-74 1.46(0.961 x 1.42(1.0 27 37 425B号溝及び503号i耳と重複している

604 N -260ーE F61-66 長円形 1.12(0.86) x 0.94(0.74) 27 37 
西側を径0.66m守深さ29cmの円形ピッ
卜に切られる
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第5表居館跡地区遺構出土の遺物観察表 (第38~ 39図) 法量の欄の器高 [1の数髄は遺存高
口桂底笹器高の( )の数値は口径=長さ 底径=幅器高=厚きに読みかえる

挿図
挿図番号

遺物番号 種別 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (g) 

38 001号 l ∞1-282 かわらけ 碗 12C後半 6.5 [2.1] 底部100 108 密 赤褐色~ 底部回転糸切り 14 l 
黄褐色 手持ヘラナデ

38 001号 2 ∞1-411 かわらけ 碗 12C後半 5.3 [17] 底部100 62 密 赤褐色~ 底部切り離し不明 14 2 
黄褐色 外周手持ヘラナデ

38 001号 3 ω1-505 かわらけ 碗 12C後半 底部10 17 密 暗赤褐色 回転糸切り

38 001号 4 
001-647 

かわらけ 碗 12C後半 6.3 [15] 底部100 66 密 淡褐色
底部回転糸切り

14 3 
640 無調整見込みすり消し

底部小片 回転糸切り
38 001号 5 001-645 かわらけ 碗 12C後半 底部20 20 密 淡褐色 外周回転ヘラ削り

内面一部分にナデ

38 ∞1号 6 001-694 かわらけ 碗 12C後半 6.7 [13] 底部l∞ 62 
粗

暗褐色
底部回転糸切り

砂粒多量 外周ヘラ削り
底部回転糸切り

38 001号 7 001-049 かわらけ 碗 12C後半 6.2 [12] 底部20 23 密 i主褐色 外周ヘラ削り
内面一部分にナデ
底部回転糸切り

38 001号 8 001-827 かわらけ 碗 13C中頃~後半 7.1 [2.0] 底部90 96 密 赤褐色 全面へラ削り 14 5 
内面全面に荒いナデ

38 001号 9 001-672 かわらけ 碗 13C中頃~後半 6.2 [2.0] 底部40 46 密 赤褐色
底部全面ヘラ自IJり ナデ

14 6 
内面ナデ

密
底部回転糸切り

金雲母細
38 001号 10 ω1-028 かわらけ 碗 13C中頃~後半 6.0 [17] 底部60 33 

粒
淡赤褐色 全面ヘラ削り

微量
内面見込みナデ

38 ∞l号 11 001-831 かわらけ 碗 13C中頃~後半 6.3 [20] 底部80 59 密 時褐色
底部回転糸切り 外周ヘラ

14 7 
ナデ内面ナデ

38 ∞l号 12 001-833 かわらけ 碗 13C中頃~後半 6.3 [2.2] 底部40 日 密 淡黄褐色
底部回転糸切り

14 8 
外周ナデ内面ナデ

38 ∞l号 13 001-380 かわらけ 碗 13C中頃~後半 6.4 [18] 底部80 66 密 i炎黄褐色 底部回転糸切り
ヘラナデ内面ナデ

38 001号 14 001-752 かわらけ 碗 13C中頃~後半 5.0 [13] 底部50 23 密 赤褐色
底部回転糸切り無調整
内面見込ナデ
底部回転糸切り ナデ

38 001号 15 ∞1-684他 かわらけ 碗 13C中頃~後半 4.6 [12] 底部60 24 密 淡黄褐色 内面ナデ 14 11 
001-663と接合

38 001号 16 ∞1-807 かわらけ 碗 13C 5.7 [1.1] 底部100 47 密 i長灰褐色 底部回転糸切り無調整 14 13 
内面見込み中心にナデ消し

38 001号 17 001-788 かわらけ 碗 13C 4.1 [1.1] 底部100 31 密 暗淡褐色
底部回転糸切り無調整

14 12 
内面見込み中心にナデ消し

38 001号 18 ∞1-653 かわらけ 碗 13C 4.7 [10] 底部100 35 密 H音淡褐色
底部回転糸切り無調整
内面見込み中心にナデ消し

38 001号 19 001-642 かわらけ 碗 13C 5.3 [10] 底部100 40 密 暗赤褐色
底部回転糸切り無調整
内面見込み中心にナデ消し

38 001号 20 001-700 かわらけ 碗 13C 5.3 [16] 底部100 48 容' 暗褐色
底部回転糸切り無調整

14 14 
内面見込みナデ

密
底部回転糸切り

38 ωl号 21 001-493 かわらけ 碗 13C前半~中頃 110 8.0 2.7 20 22 
きめ細かい

i完黄褐色 全面回ヘラ削り・ナデ 14 16 
内面ナデ

38 001号 22 001-390 かわらけ 碗 13C前半~中頃 12.1 [2.61 20 17 密 淡黄褐色
38 ωl号 23 001-489 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 11 密 淡褐色
38 001号 24 001-821 かわらけ 碗 13C 日縁小片 10 密 淡褐色

38 001号 25 001-618 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 7密 淡褐色
底部回転糸切り
周辺ナデ

38 001号 26 001-487 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 6密 淡褐色
38 ∞l号 27 001-488 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 7密 淡褐色
38 001号 28 ∞1-741 かわらけ 皿 12C後半 8.7 6.7 18 80 68 密 暗事黄褐色 底部回転糸切り無調整 14 20 

38 001号 29 001-311 かわらけ 皿 13C前半 7.4 6.2 13 25 10密 時赤黄褐色
底部回転糸切り
全面手持ちヘラ削り

38 001号 30 ∞1-251他 かわらけ 皿 13C前半 7.2 5.6 15 60 22 密 淡赤褐色
底部(外)回転糸切り無調

14 21 
整∞1-265と接合

38 001号 31 001-032 かわらけ 皿 13C前半 8.0 6.3 18 25 11 密 暗赤褐色 底部外面回転糸切り・ナデ
底部外面回転糸切り無調整

38 ∞l号 32 ∞1-610他 かわらけ 皿 13C前半 8.9 6.8 16 85 68 密 淡黄褐色 内面ナデ 14 27 
001 -611. 646と接合

38 001号 33 ∞ト 533 かわらけ 皿 13C前半 8.5 6.4 19 25 21 密 H音j黄褐色
底部外面回転糸切り

14 29 
内面ナデ
有段口縁底部外面回転糸

38 ∞l号 34 001-426 かわらけ 皿 13C中頃~後半 8.4 5.6 2.5 50 34 密 暗赤褐色 切り ヘラナデ 14 31 
内面ヘラナデ

38 001号 35 001-731 かわらけ 皿 13C中頃~後半 底部小片 5密 淡褐色 有段口縁
38 ∞l号 36 001-125 かわらけ 肌 13C前半 口縁小片 13密 i長褐色 底部回転糸切り無調整

38 ω1号 37 001-264 かわらけ 皿 13C前半 7.0 5.3 14 10 6密 淡褐色
底部回転糸切り
全面ヘラ削り・ナデ

38 001号 38 001-2日8 かわらけ 皿 13C前半 7.9 6.6 13 15 6密 i先褐色 底部回転糸切り
周辺ヘラナデ
口縁部小片 口縁外面直下

38 001号 39 001-499 青磁 碗 12C後半-13C [4.7] 日縁小片 9やや粗 暗黄緑色 に一条稜線が廻る 巻5 16 
内面劃花文

38 001号 40 001-691 青磁 碗 12C後半-13C [4.0] 体部小片 20 密 淡青緑色
体部小片

巻5 15 
内面に劃花文

38 ∞l号 41 001-019 青磁 碗 龍泉窯 13C後半-14C 6.6 [191 底部40 62 密 暗灰青色 底部内面中央に印文 巻521 
38 001号 42 001-332 青磁 碗 13C後半-14C 4.8 1171 底部I∞ 62 密 淡青緑色 底部 巻520 
38 001号 43 001-506 青磁 碗 13C後半-14C 6.3 [171 底部50 44 密 灰青色 底部 巻5 19 
38 001号 44 ∞1-540 白磁 鉢 12C後半-13C [141 口縁小片 4密 灰白色 玉縁日縁小片
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挿図
挿図番号

遺物番号 種別 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (g) 

38 ∞l号 45 ω1-397 陶器 片口鉢 渥美 13C後半 184] 口縁10 93 粗砂粒 青灰色
口縁部

15 9 
厚さ0.9x1.3 c m 

38 ∞l号 46 ∞1-358 陶器 高台村 常滑 1150 -1250 13.0 132] 底部20 102 粗砂粒多 暗灰色 底部内面磨滅 18 4 
片口鉢

38 ∞l号 47 001-678 陶器 壷 常滑 時期不明 14.4 16.1] 底部20 151 
粗長石

暗褐色 15 12 
砂粒多

38 ∞l号 48 001-747 陶器 軍宝 i屋美 12C -13C (62) (52) (09) 肩部小片 39 密 (粕)暗
砥石に利用

茶灰色

38 001号 49 ∞1-242 須恵器 費 平安 (7.8) (5.5) 1(08) 胴部小片 40 密 褐灰色 砥石に利用

38 001号 50 ∞l-C58-31 須恵器 斐 平安 (38) (8.9) (1.2) 底部小片 75 
やや粗

黒褐色 砥石に利用
砂粒

39 120号 I 120-323 かわらけ 碗 12C後半 8.6 11.8] 底部40 52 密 暗赤褐色
底部回点糸きり 14 4 
外周囲ヘラ削りナデ

やや粗
底部回転ヘラ削り

39 120号 2 120-262他 かわらけ 碗 12C後半 7.2 11.5] 底部80 63 
粒多

i尭赤褐色 外周手持ちへラ削り
120一C58-66と接合
底部回転糸切り

39 120号 3 120-016 かわらけ 碗 13C中頃~後半 11.5] 底部30 29 密 暗赤褐色 外周へラナデ
底部内面ナデ

39 120号 4 12日-207 かわらけ 碗 13C中頃~後半 4.9 11.0] 底部30 16 密 i売赤褐色 切り離し不明
底部内面ナデ

39 120号 5 l加-C58-56 かわらけ 碗 13C中頃~後半 4.4 11.4] 底部100 35 密 淡赤褐色
底部回転糸切り

14 10 
全面ヘラナデ内面ナデ

39 120号 6 120-82 かわらけ 碗 13C中頃~後半 底部10 15 密 淡黄褐色
底部切り離し不明
周辺ヘラナデ

39 120号 7 120-75 かわらけ 碗 13C中頃~後半 72 125] 底部30 34 密 淡黄褐色
回転糸切り 周辺ヘフナデ
内面横ナデ

39 120号 8 120-325 かわらけ 碗 13C前半~中頃 12.0 8.8 2.6 10 16 密 淡黄褐色
回転糸切り へラナデ

14 18 
内面ナデ

39 120号 9 120-206 かわらけ 碗 13C前半~中頃 8.0 4.4 3.0 10 16 密 明淡黄褐色
回転糸切り 周辺ヘラナデ

14 19 
内面横ナデ

39 120号 10 120-172 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 5密 淡褐色
39 120号 11 120-047 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 5密 淡黄褐色
39 120号 12 120-037 かわらけ 碗 13C前半~中頃 口縁小片 6密 赤褐色
39 120号 13 120-188 かわらけ 皿 13C前半 6.8 4.6 1.8 10 9密 淡褐色 回転糸切り
39 120号 14 120-053 かわらけ 血 13C前半 6.4 4.9 1.2 10 6密 明淡褐色 回転糸切り
39 120号 15 120-178 かわらけ 血 13C後半 1.3 5 4密 赤褐色 器面磨滅切り離し不明

39 120号 16 120-322 かわらけ 皿 13C前半 8.7 6.6 1.7 25 18 密 淡黄褐色
回転糸切り 周辺手持ちへ

14 26 
ラ 内面ナデ

39 120号 17 120-330 かわらけ 皿 13C後半 8.4 4.5 2.2 5 10 密 淡黄褐色
回転糸切り 周辺手持ちへ

14 32 
ラ 内面横ナデ

39 120号 18 120 -056 青磁 碗 12C後半-13C 6.6 14.7] 底部40 89 密 暗灰緑色
底部厚さ1.6cm前後

巻5 13 
無紋グループ

39 120号 19 120-08焔 青磁 碗 13C後半-14C 1391 体部小片 26 密 匹オリープ色 体部下端外面蓮弁文 巻5 18 
39 120号 20 120 -238 白磁 皿 13C後半 9.2 12.51 口縁30 12 密 灰白色 ロハゲ内外面 巻525 

外面ー青 瓶の蓋ロ厚

39 120号 21 120 -22日他 白磁 車の華 6.0 3.0 30 13 密
灰色内 外面ロハゲ状

巻528 
面ー暗赤 C58-56-9 4点と接合
褐色 他に同一個体l点あり
外面ーこ

39 120号 22 120-209 陶器 翌 渥美 12C -13C (5.0) (80) (1.3) 頭部小片 99 
密 げ茶青

15 6 
小石若干含 内面ー青

灰色
39 120号 23 120-108 陶器 斐 常滑 (38) sID (1.4) 胴部小片 18 密砂粒多 緑褐色 砥石に利用 16 22 
39 120号 24 120-224 

官緑鉄陶有粕製扇器陶品暮器

斐 渥美 12C -13C (7.2) (96) (1.2) 胴部小片 97 密砂粒多 暗灰色 砥石に利用 16 16 
39 120号 25 120 -191 皿 平安 (53) (7.2) (08) 底部40 30 砥石に利用
39 120号 26 120-270 皿 平安 (4.5) (5.8) (0.8) 底部70 26 砥石に利用
39 号掘立 327∞2 不明 (2.9) 03 破片 24 
39 出号掘立 2 1 332∞2 鉄製品 釘 (7.2) 0.6 0.2 (100) 木質付着 24 2 
39 号掘立 3 061∞2 根石 22.3 18.8 12.2 84∞ 25 l 
39 出号掘立 4 063∞2 根石 22.0 18.3 12.1 62∞ 25 2 
39 回号掘立 5 066-∞2 恨石 21.6 18.9 13.0 5ωo 25 3 
39 回号掘立 6 082-∞2 根石 24.4 28.6 10.0 l似泊 25 4 
39 回号掘立 7 1 084-∞2 根石 25.8 17.7 13.5 122∞ 25 5 
39 目号掘立 8 088∞2 根石 24.8) 24.8 11.8 94∞ 25 6 
39 回号掘立 1 1 024-∞1 かわらけ 碗 13C前半~中頃 12.11 ロ縁20 10密 淡褐色 口ハゲのように口唇部が薄くをる
39 H号掘立 1 1 077∞2 際片 (63) (5.2) (4.8) l∞ 2∞ 25 7 
39 051号 051∞1 かわらけ 血 13C前半 8.0 6.0 1.3 40 20 密 淡黄赤褐色 内外摩滅 14 25 

39 093号 093∞l かわらけ 碗 13C中頃~後半 12.2] 底部30 42 密 暗黄褐色
底部回転糸切り 周辺ヘラ

14 9 
削り 内面見込みナデ

39 168号 l 168-∞l かわらけ 碗 12C後半 12.0 [2.2] 口縁20 8密 淡赤褐色
39 304号 1 1 3ω-∞l 鉄製品 不明 (1.6) (1.5) 0.5 破片 24 3 
39 304号 2 1 304-∞I 鉄製品 不明 (2.η 0.9 0.4 破片 24 4 

39 328号 l 328-∞l かわらけ 碗 13C前半~中頃 11.9 8.6 2.7 20 16密 i主黄褐色 回転糸切り ナデ 14 17 
内面摩滅

39 328号 2 1328-∞l他 かわらけ 皿 13C前半 8.0 5.6 1.5 40 23 密 淡褐色
回転糸切り 手持ちへラ削り

14 22 
内面見込みナデ 328-1.2接合

39 328号 3 1 328-∞2 かわらけ 皿 13C前半 8.0 6.0 1.5 40 22 密 淡褐色
回転糸切り

14 23 
内面底部ナデ

39 お6C号 l お6C-∞l 陶器 雪E 常滑 (99) (93) (1.1) 胴部小片 114 
密

淡茶褐色 砥石に利用 16 3 
長石粒若干

39 238号 1 1 238-∞3 かわらけ 皿 13C前半 8.3 6.2 1.4 70 27 密 淡褐色 回転糸切り 内面ナデ 14 24 
回転糸切り 無調整

39 238号 2 1238-019他 かわらけ 碗 13C前半 4.2 11.1] 底部50 28 密 iiR褐色 内面ナデ 14 15 
238-20と接合
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第6表方形周溝区画墓出土の遺物観察表 (第40図)

挿図
挿図番号

遺物番号 種目リ 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構 番号 口径底径器高 (%) (g) 

40 292号 1 I 292 -029a 銅鏡 蓬莱鏡 11.7 1.1 100 400 巻2
40 292号 2 292 -029b 木製品 円形木製品 7.5 6.8 (0.η 100 巻3
40 292号 3 292 -030 白磁 小皿 13C後半 8.2 5.5 1.8 100 61 巻3
40 292号 4 292-029c 木製品 統櫛 (2.5) 2.4 0.5 巻3
40 292号 5 292 -034 木製品 棒状木製品 (21.7) 1.9 1.8 両先端欠損 巻4
40 292号 6 292 -035 木製品 棒状木製品 (22.1) 1.5 1.5 両先端欠損 巻4

40 292号 7 292 -002 青磁 碗 龍泉黛
13C後半~

14.8 4.0 7.4 100 302 密 灰味黄緑色 体部外面鏑蓮弁文 巻l
14C 

40 292号 8 292-001 青磁 皿 龍泉窯
13C後半

12.6 5.0 4.3 100 160 密 灰味黄緑色 体部外商鏑蓮弁文 巻l
14C 

40 292号 9 292 -031 鉄製品 量T 木質付着

13C中頃~
底部外面切り離し不明

40 292号 10 292 -040 かわらけ 碗
後半

5.0 [L2] 底部90 44 密 暗黄褐色 全面手持ちへラ自IJり・
ナデ内面横ナデ

40 288号 11 288 -035 かわらけ 皿
13C中頃~

8.9 4.6 2.3 25 30 密 赤褐色
切り離し不明全面へ

14 34 
後半 ラナデ内面横ナデ

40 288号 12 288-016 青磁 碗 12C後半~ [40) 口縁15 17 宮、 i長灰緑色 体部内面劉花文 巻514 
13C 

40 288号 13 288-074 陶器 瓶子 渥美 12C -13C (5.5) (5.6) (1.0) 胸部小片 30 暗灰色 砥石に利用 16 17 

第7表 台地整形区画及び溝状遺構出土の遺物観察表(第4 1~43図)

挿図
挿図番号

遺物番号 種別 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (g) 

41 556号 l 556-∞2 板碑 (7.7) (4.1) (1.1) 小破片 52 緑泥片岩

41 556号 2 556-∞2 板碑 (39) (3.4) (0.6) 小破片 10 緑泥片岩

41 ∞3号 l ∞3-110 かわらけ 皿 15C -16C 6.2 2.6 1.8 15 8 やや粗砂粒 暗淡褐色
回転糸きり
内面不明

41 003号 2 ∞3-113 かわらけ 皿 15C -16C [1.8] 口縁小片 5やや粗砂粒 暗淡褐色
41 003号 3 ∞3-123 陶器 受 常滑 (5.3) (4.0) (L2) 屑部小片 37 粗砂粒多 黄緑色灰粕 砥石に利用
41 003号 4 003-153 陶器 斐 常滑 (6.3) (5.5) (1.0) 屑部小片 63 暗黄緑色灰粕 砥石に利用 16 9 
41 003号 5 ∞3-038 陶器 受 常滑 (8.5) (4.1) (1.0) 屑部小片 34 砥石に利用 16 18 
41 003号 6 003 -015 陶器 受 常滑 (5.8) (5.0) (1.2) 胴部小片 56 砥石に利用

41 003号 7 ∞3-153 板碑 (4η (3.4) (1.0) 小破片 20 緑泥片岩

13C中頃~
底部全面手持ち

41 148号 l 148-424 かわらけ 碗
後半

4.6 [1.2) 底部90 37 密 暗赤褐色 ヘラ
ナデ内面ナデ

41 148号 2 148-385 陶器 宣士豆 渥美 12C -13C (6.8) (4.3) 0.7) 屑部小片 41 砥石に利用 15 5 
41 148号 3 148-306 陶器 望E 常滑 (6.0) (4.6) (1.2) 胴部小片 58 砥石に利用 16 10 
41 148号 4 148-258 陶器 斐 常滑 (4.2) (3.5) (L3) 胴部小片 30 砥石に利用

41 148号 5 148-386 陶器 鉢 常滑 (4.4) (5.6) (1.1) 胴部小片 27 砥石に利用 16 20 
41 148号 6 148-364 陶器 斐 常滑 時期不明 (8.9) (6.7) (1.4) 底部小片 127 黄緑色灰粕 砥石に利用 15 18 

粗金雲母
外黒褐色

41 148号 7 148-203 内耳土器 32.0 28.9 8.8 10 148 長石
内一褐色

金雲母が特徴的 23 4 
石英粒

外-B音質褐色
41 148号 8 148-454 内耳土器 近世 [30] 口縁小片 18 密微砂粒 内-i炎黄褐 口縁部

色
粗 金雲母

外ー黒褐色
41 148号 9 148-453 内耳土器 [2.1] 口縁小片 12 長石

内ー褐色
石英粒

41 148号 10 148 -001 陶器 碗類 志戸呂 近世 17C (4.0) (4.0) [3.8) 口縁小片 10 密 黒褐色

41 148号 11 148 -001 石 砥石 (7.0) (3.0) (2.0) 両端欠損 66 凝灰質砂岩

底部回転糸切り

41 290号 1 1290-010 かわらけ 皿 13C前半 7.8 5.9 1.5 50 22 
密

淡黄褐色
周辺手持ちへラ

14 28 
微砂粒多 削り

ナデ内外面磨滅

底部回転糸切り

41 290号 2 290-057 かわらけ 皿 13C前半 8.1 6.0 L6 20 13 微砂粒多 i克黄褐色 周辺手持ちへラ 14 30 
削り
ナデ内底面ナデ
底部回転ヘラ削

41 290号 3 290-091 青白磁 皿 12C 4.0 [1.2] 底部50 15 密 青白色 り調整 巻523 
薄手の皿

41 2ω号 4 290-082 陶器 斐 常滑 時期不明 (9.0) (40) (2.0) 底部小片 85 密
外ー淡黄褐色 底部が1c m程

15 19 
内ー黄緑色灰粕 立ち上がる

41 290号 5 290-087 石 砥石 (59) (2.7) (2.5) 50 48 
凝灰質砂岩
4面使用

41 285B号 l お5C-228 陶器
天目茶
画戸菱重 1425前後 4.4 [L8] 底部100 37 密

底部外面鈍い
285B号i茸出土遺物 22 12 

碗 灰色

41 285B号 2 お5B-お2 陶器
瓶子

古瀬戸 1300 -1325 (65) (9.1) (L2) 肩部小片 85 長石若干
外ー茶緑色灰

20 6 
(梅瓶) 粕

41 285B号 3 285-2似 陶器 き軽 常滑 (65) (6.0) (1.3) 肩部小片 68 
白砂粒 外ー暗茶緑色

砥石に利用
長石粒 灰粕

41 285B号 4 お5-156 陶器 斐 常滑 (8.5) (5.0) (L2) 胴部小片 86 砂粒多 暗褐色 砥石に利用
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挿図
挿図番号

遺物番号 種目リ 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号|
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (g) 

41 285B号 5 285-188 陶器 鉢 常滑 (7.0) (5.0) (13) 胴部小片 69 砂粒多 暗茶褐色 砥石に利用 16 6 
41 285B号 6 285B-229 陶器 翌E 渥美 12C -13C (9.5) (6.0) (1.4) 胴部小片 123 砂粒多 H音褐色 砥石に利用 16 15 
41 285B号 7 285 -121 陶器 鉄粕香炉 瀬戸美酒 近世 (25) (5.1) (0.7) 口縁小片 17 密 H音こげ茶

密 外ー黒褐色
底部回転舟切り鉦調整

42 285C号 l 285-078 かわらけ 碗 13C [2.2] 底部小片 14 
微砂粒多 内ー暗褐色

内面ナデ
内外泊煙で黒く変色

密
底部回転糸切り無調整

42 285C号 2 285-172 かわらけ 碗 13C 3.9 [08] 底部80 17 
微砂粒多

内外黒褐色 内面ナデ
内外油煙で里く変色

42 285C号 3 285 -059他 陶器 端反皿 瀬戸美担 1480 -1530 9.6 [20] 口縁25 20 微砂粒 黄褐色~ 内外面に細かな貫入
22 3 

H音黄褐色 285 -61と接合
折縁

口縁緑色灰紬
42 285C号 4 285-082 陶器 (灰粕) 瀬戸美握 1610 -1650 12.8 7.0 2.2 20 27 微砂粒 鈍い黄灰色

内底面鉄絵
27 21 

鉄絵皿

高台付
貼りitき高台内面研磨

42 285C号 5 285C -222 陶器 片口鉢
常滑 15.0 [3.2] 底部20 105 砂粒 鈍い灰色 一部断面磨滅しており， 18 3 

砥石として利用か

42 285C号 6 285-077 陶器 片口鉢 常滑 1250 -1275 (43) (36) (1.0) 口縁小片 21 密
外こげ茶

内面磨滅 19 3 
内ー黄褐色

42 285C号 7 285-081 陶器 片口鉢 常滑 13∞-14∞ (35) (45) (1.0) 口縁小片 22 砂粒多 鈍い灰色 内面磨滅 19 5 
42 285C号 8 285-062 陶器 片口鉢 常滑 1350 -14∞ (9.0) (10.0) (1.5) 口縁10 233 砂粒大長石 茶褐色 内面磨滅 19 6 

外茶褐色
内面磨滅 きら

42 285C号 9 285-176他 陶器 片口鉢 常滑 14C後半? (7.0) (9.0) (1.1) 底部小片 80 砂粒多
内ー暗こげ茶

きらしている 20 3 
285 -149と接合

42 285C号 10 285-031 陶器
凸帯蓮

I屋美 12C (65) (4.5) (1.1) 肩部小片 52 密
暗灰緑色 灰利蓮弁文一

15 l 
弁文壷 (灰粕) 段あり

42 285C号 11 285-024 陶器 宣官軍 i屋美 12C -13C (56) (56) (1.2) 肩部小片 55 密 暗灰色
屑部に3条の細か

15 3 
い沈線と文様

瓶子 暗黄緑色
肩部上方に細かい沈

42 285C号 12 285-F6H2 陶器
(梅瓶)

古瀬戸 1375 -1475 (30) (3.5) (08) 肩部小片 12 密
(灰粕)

線三条下方に二 20 11 
条描かれている

頚部 ローソク立

42 285C号 13 285 -047 陶器 燭台 瀬戸美農 1375 -14ω [6.5] 頚部破片 72 密
鈍い浅緑色 ての金具(鉄)残存

22 11 
(施粕) 全面に施紬細か

な貫入がある

42 285C号 14 285-126 陶器 斐 常滑 (5.0) (58) (1.0) 屑部小片 42 砂粒 暗灰褐色 砥石に利用 16 24 
42 285C号 15 285-090 陶器 斐 常滑 (4.5) (40) (0.9) 屑部小片 27 砂粒 灰緑色 砥石に利用

42 285C号 16 285 -147 陶器 受 常滑 (3.0) (50) (1.1) 胴部小片 25 砂粒 紫褐色 砥石に利用

42 285C号 17 285C -222 陶器 斐 常滑 (37) (7.7) (1.2) 肩部小片 50 砂粒 暗灰色 砥石に利用

42 285C号 18 285 -150 陶器 軍古 常滑 (6.7) (3.1) (0.9) 屑部小片 36 砂粒 H音灰緑色 砥石に利用 16 29 

42 285C号 19 285C -220 陶器 斐 渥美 (6.0) (9.8) (1.7) 底部小片 123 暗青灰色
内底面磨滅
砥石に利用

42 285C号 20 285 -143 灰紬陶器
短頚

平安 (11.3) (7.0) (1.2) 底部20 139 
高台底部

壷? 砥石に利用

42 285C号 21 285 -214 石 板碑 (7.8) (4.0) (1.1) 小破片 56 緑泥片岩

42 285C号 22 285 -183 石 砥石 (7.1) (25) (2.0) 56 
両端欠損
凝灰質砂岩

42 285C号 23 285-037 陶器 灯明皿 美濃 近世後期 4.5 [1.0] 底部80 35 密 内ー茶色
長石石英

42 285C号 24 285C-222 内耳土器 (4.0) (3.7) (1.4) 口縁小片 19 粒多金雲 黒褐色
母微量

42 285C号 25 285C -222 内耳土器 付0) (4.2) (1.0) 口縁小片 20 砂粒 日音褐色

42 285C号 26 285 -163 陶器 揺鉢 瀬戸美担 (30) (4.9) (0.9) 口縁小片 16 
黒褐色

鉄粕 27 33 
茶色まだら

42 425B号 1 1425B-1I3 陶器 平碗 瀬戸美謹 1425前後 (3.2) (3.7) (0.6) 口縁小片 10 
苦心、黄緑色

口径15cm前後か 21 5 
(灰粕)

42 425B号 2 14おB-1I3 陶器 平碗 瀬戸菱重 1425前後 (49) (4.9) (06) 口縁小片 18 黄緑色(灰紬) 口径16cm前後か 21 6 
42 425B号 3 14おB-OIO 陶器 縁紬小皿 瀬戸美謹 1425前後 (3.8) (4.2) (0.5) 口縁小片 13 淡茶灰色 口縁内部に灰紬 21 17 

砂粒大
口縁内部に灰紬

42 425B号 4 1 425B-01I 陶器 費 常滑 1220 -1275 28.3 [8.5] 口縁15 211 
長石粒

青灰色 断面一部砥石に 15 13 
利用

瓶子
胴部にヘラによるや

42 425B号 5 1 425B-∞4 陶器
(梅瓶)

古瀬戸 1375 -1425 (6.7) (7.0) (08) 胴部小片 68 i先黄緑色 や幅広の条線4条
砥石に利用

42 425B号 6 1 425B-∞l 陶器 片口鉢 常滑 (7.5) (7.4) (1.4) 体部小片 70 
砂粒大

紫褐色 砥石に利用
長石粒大

42 425B号 7 14おB∞l地 陶器 斐 常滑 (80) (5.5) (1.0) 肩部小片 63 
砂粒大

紫褐色
砥石に利用 2点

16 4 
長石粒大 接合

42 425B号 8 1425B-1I3 陶器 斐 常滑 (6.0) (4.5) (1.0) 胴部小片 48 砂粒大 紫褐色 砥石に利用

43 478号 1 1478-001 石 板碑 (15.8) (7.9) (2.0) 290 

43 494号 1 1 494-附弛 陶器 片口鉢 常滑 1250 -13∞ 29.0 15.6 8.8 15 435 i尭黄茶褐色 C62-39-1とE62 19 l -32-1と接合

43 494号 2 1494-013 
灰粕 璽士 平安 (35) (43) (1.0) 胴部小片 19 砥石に利用
陶器

43 495号 1 1495-001 陶器 揺鉢 瀬戸美握 1490 -1610 (5.5) (10.7) (1.4) 体部小片 105 下端~底部 22 17 
43 495号 2 1495-∞l 内耳土器 (5.6 (53) (1.2) 口縁小片 44 黒褐色
43 495号 3 1495-∞l 内耳土器 (54) (8.7) (0.8) 口刷、片 44 黒褐色 23 8 
43 495号 4 1 495ωl他 内耳土器 31.1 29.0 9.0 15 475 黒褐色 9点接合 22 19 
43 495号 5 1495-001 石 砥石 (79) (3.3) (2.3) 83 
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挿図
挿図番号

遺物番号 種目Ij 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (g) 

43 503号 l 503∞2他 陶器 平碗 瀬戸美謹 1400前後 12.8 [2.7] 口縁小片 13 i主黄緑 2点接合 21 3 
43 503号 2 503-∞2 陶器 平碗 瀬戸美謹 1400前後 14.8 [3.2] 口縁小片 14 鈍い黄褐色 21 2 
43 503号 3 503-002 陶器 深皿 瀬戸美麗 後期 (1.9) (2.1) (0η 口縁小片 5 i圭黄緑色 22 6 
43 503号 4 503ω5 陶器 縁粕小皿 瀬戸美握 1450前後 (2.2) (3.1) (0.4) 口縁小片 5 浅緑色 21 23 
43 503号 5 503-002 陶器 折縁深皿 瀬戸美濃 1400前後 (4.0) (5.9) (0.8) 日縁小片 21 鈍い黄褐色 21 30 
43 503号 6 503 -005 陶器 片口鉢 常滑 1450 -15ω (5.2) (4.2) (1.3) 口縁小片 42 褐色 19 9 

43 503号 7 503ω2 陶器 片口鉢 常滑 (4.4) (6.5) (1.2) 底部小片 48 
外明褐色
内一日音褐色

43 503号 8 日3ω2 陶器 斐 常滑 (5.8) (5.3) (1.2) 胴部小片 42 砥石に利用 16 23 
43 520号 1 I 520∞l他 陶器 皿 志戸呂 17C 10.9 5.3 2.3 40 47 黒茶褐色 5点接合 27 28 
43 520号 2 520ωl 陶器 指鉢 瀬戸美謹 17C後半 口縁小片 35 濃茶褐色 27 32 

43 520号 3 520ωi他 内耳土器 (3.5) (6.3) (0.8) 口縁小片 44 
外一黒褐色

2点接合 23 10 
内ー暗褐色

43 520号 4 520 -001 須恵器 斐 平安 (5.4) (5.5) (1.0) 胴部小片 32 砥石に利用 16 14 
43 520号 5 520 -001 須恵器 き草 平安 (7.2) (5.1) (1.2) 胴部小片 53 砥石に利用 16 13 
43 520号 6 520-001 石 板五時 (6.8) (5.0) (1.4) 65 
43 569号 1 1569-001 内耳土器 (4.5) (8.2) (0.7) 口縁小片 42 黒褐色 23 7 
43 570号 1 1570-003 陶器 片口鉢 常滑 (9.0) (10.2) (1.2) 底部小片 153 茶褐色 20 4 
43 571号 1 1571∞1 青磁 皿 14C代 5.9 [1.5] 底部30 20 i農青緑色灰色 巻526 
43 571号 2 1571∞5 陶器 平碗 組p圭量 1425前後 14.8 [6.8] 日縁小片 42 濃黄緑色 21 4 

43 571号 3 1571-002 陶器 縁紬小皿 瀬戸美躍 1425 -1475 4.6 [1.5] 底部60 28 
外乳灰色

21 28 
内ー黄灰色

43 571号 4 1571-001 陶器 縁粕小皿 瀬戸美濃 1425前後 (4.1) (4.2) (0.4) 口縁小片 10 浅緑色 21 19 
43 571号 5 1571-001 陶器 折縁深皿 瀬戸美濃 1425前後 (3.3) (4.4) (6.8) 口縁小片 18 浅黄緑色 21 31 

43 571号 6 I 571∞l他 陶器 斐 常滑 (85) (92) (1.2) 胴部小片 115 
外紫褐色

砥石に利用 16 7 
内一茶褐色

43 571号 7 1 57トωl他 陶器 ~ 常滑 (15.7) (8.9) (1.1) 胴部小片 209 
砥石に利用

16 2 595-1と接合
43 572号 1 1572∞l 石 砥石 (3.11 (2.01 (1.81 17 

第8表 地下式坑及び土坑出土の遺物観察表(第44~45図)

挿図番号 法量 (cm) 遺存率
重

挿図 遺物番号 種別 器種 生産地 時期 量 胎土 色調 備考 図版 番号

遺構 番号 口径 底径 器高 (%) w 
44 4おD号 l 425D-082 陶器 平碗 調戸美謹 1450前後 4.7 [2.9] 底部90 63 

外暗灰色
21 11 

内淡黄褐色

44 4おD号 2 425D -089 陶器 縁紬小皿 車戸葉謹 1425前後 11.0 4.6 2.3 60 64 乳白色 21 16 
44 425D号 3 425D -102 陶器 縁紬小皿 瀬戸美謹 1425 -1475 4.6 [1.91 底部50 31 灰色 21 27 

44 425D号 4 425D -059 陶器
高台付

常滑 1150 -1250 底部小片 25 灰色 18 5 
片口鉢

44 425D号 5 4初日捕他 陶器 片口鉢 常滑 15∞-1550 30.0 [5.81 口縁30 270 鈍い褐色
503-1 504-1 

19 10 
と接合

44 425D号 6 4お-083他 陶器 片口鉢 常滑 10.4 [721 底部70 335 紫褐色 425 -100と接合 20 l 
44 425D号 7 425D似2 陶器 斐 常滑 14ω-1450 (6.11 (751 (1.31 口縁 88 15 16 
44 430号 1 1430-002 鉄製品 (14.61 (381 24 5 
44 430号 2 430-002 鉄製品 (51.51 24 6 
44 448号 1 1448-002 陶器 縁紬小皿 瀬戸美謹 1440 -1465 10.0 5.1 2.2 100 93 灰白色 21 12 
44 448号 2 448-003 陶器 縁紬小皿 瀬戸美謹 1440 -1465 9.2 4.5 1.9 100 73 鈍い黄灰色 21 13 
44 448号 3 448-004 陶器 縁紬小皿 瀬戸美謹 1440 -1465 9.5 4.4 1.9 100 79 鈍い黄灰色 21 14 
44 448号 4 448-005 陶器 縁紬小皿 瀬戸菱重 1440 -1465 9.7 4.4 2.2 100 86 鈍い黄灰色 21 15 
44 448号 5 448-001 陶器 壷 常滑 時期不明 11.4 [3.51 口縁20 33 黒褐色 15 11 

44 448号 6 448-001 陶器
瓶子

古瀬戸 1375 -1425 [4.7] 胴部小片 110 
外淡緑色

20 9 
(梅瓶) 内灰色

44 448号 7 448 -001 陶器
瓶子

古瀬戸 13ω-1325 [7.9] 胴部小片 130 
外鈍い緑

20 7 
(梅瓶) 内ー灰色

44 448号 8 448 -001 鉄製品 31.0) (56.01 (3.51 24 7 
44 448号 9 448 -001 鉄製品 (2201 (45) 24 8 
44 504号 1 1504-006 陶器 平碗 祖p主'11450前後 14.1 [4.2] 口縁15 23 21 9 
44 504号 2 1 504-012他 陶器 底卸目皿 瀬戸美謹 1315前後 8.4 6.6 1.8 30 33 錆茶色 503-1と接合 22 9 

504 -24 425 

44 504号 3 1 504∞5他 陶器 播鉢 瀬戸去最 1475前後 29.0 10.8 9.3 30 134 
53.5 1 .74 285 -2 

22 15 
1 6 503 -2 448 
-1 502-1と接合

44 504号 4 1504-032 陶器
瓶子

古瀬戸 1375 -1475 [9.0] 胴部小片 130 
外ー鈍い黄緑色

20 8 
(梅瓶) 内一鈍い暗灰色

44 504号 5 1504-001 陶器 斐 常滑 (40) (6.11 (1.01 胴部小片 24 砥石に利用 16 19 
44 504号 6 1504-025 陶器 斐 常i骨 (681 (5.51 (1.21 胴部小片 69 砥石に利用 16 5 

45 504号 7 1 504-027他 陶器
祖母懐

瀬戸 16C 12.0 [27.2] 816 
外一茶色 504-31.17と

23 11 
茶壷 内一茶灰色 接合

45 504号 8 1504∞l 石 砥石 (8.21 (2.9) (2.51 84 8.2 x 2.9 x 2.5 
45 599号 1 1599-∞3 石 紡錘車 (591 (5.91 (2.71 127 

45 206号 1 1206-001 陶器
高台付

常滑 1220 -1250 (3.21 (1.31 (0.71 口縁小片 6 
外ー淡茶褐色

18 7 
片口鉢 内-B音灰色

45 206号 2 1206ω9 陶器 斐 常滑 (3.41 (4.41 (1.11 胴部小片 23 淡黄褐色 砥石に利用 16 21 
45 502号 1 1502-001 陶器 碗形鉢 瀬戸美理 1375 -14∞ 口縁小片 39 浅黄緑色 22 I 
45 502号 2 1502-001 陶器 斐 常滑 (361 (791 (1.31 胴部小片 38 砥石に利用

45 502号 3 1502-001 鉄製品 (12.01 (21.01 (3.01 24 9 
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挿図番号 法量 (cm) 遺存率
重

挿図 遺物番号 種目IJ 器種 生産地 時期 量 胎土 色調 備考 図版 番号
遺構 番号 口径 底径 器高 (%) ( g) 

45 505号 1 1505-002 鉄製品 21.5 (3.0) (2.0) 24 10 
45 582号 1 1582-∞2 陶器 片口鉢 常滑 14ω-1450 (7.8) (77) (1.2) 口縁小片 84 赤褐色 19 8 

45 583号 1 1583-ωl 陶器 平碗 瀬戸葉謹 1450前後 15.5 5.0 5.5 76 
外ー淡黄褐色

21 l 
内一鈍い淡緑色

45 584号 1 1584-ωl 陶器 縁糊小皿 瀬戸美重 1450前後 9.9 4.8 2.0 口縁10 10 淡黄褐色 21 22 
45 593号 1 1593-ωl 陶器 平碗 瀬戸菱重 1425前後 4.8 [1.5J 底部50 19 淡黄灰色 21 8 
45 593号 2 593-∞l 指鉢 在地産 (9.8) (14.5) (1.1) 口縁20 210 淡灰褐色 20 2 
45 593号 3 593∞l 陶器 斐 常滑 (10.1) (12.3) (0.9) 屑部破片 140 砥石に利用 16 l 
45 593号 4 593∞2 根石 (242) 19.8 19.3 132∞ 25 8 

第9表 グリッド出土の遺物観察表(第46~49図)

挿図
挿図番号

遺物番号 種別 器種 生産地 時期
法量 (cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) (_g_) 

46 C58G 1 IC58-27-011 石 砥石 (6η (53) (4.7) 203 6.7 x 5.3 x 4.7 24 12 
46 C58G 2 C58-36-013 陶器 受 常滑 (3.9) (2.5) (0.9) 胴部小片 9 砥石に利用

46 C58G 3 C58-49-017 陶器 受 常滑 (2.5) (53) (0.8) 胴部小片 20 砥石に利用

46 C58G 4 C58-55-∞i 陶器 斐 l屋美 12C -13C (6.5) (65) (1.2) 屑部小片 50 赤灰色 15 7 
46 C58G 5 C58-56ωl 陶器 受 常滑 (2η (24) (1.3) 胴部小片 10 砥石に利用

蓋外面に鳳風の
巻

46 C58G 6 C58-66-057 青白磁 合子葉 12C 董上部ト片 2 淡青白色 文様平泉，博 29 
多に類似品

5 

46 C58G 7 C58-77∞3 陶器 尊式花瓶 瀬戸美捜 1425 -1450 (3.4) (2.8) (0.4) 口縁小片 6 淡浅緑色 22 5 
46 C58G 8 C58-77-012 陶器 受 常滑 (73) (5.1) (09) 胴部小片 45 砥石に利用

46 C58G 9 C話出回7他 陶器
高台付

常滑 1220 -1250 31.8 17.4 13.3 25 505 明茶褐色
C58-85-58と接合

18 2 
片口鉢 茶褐色口縁部~底部

46 C58G 10 C58-88-∞7 陶器 斐 常滑 (5η (4.6) (1.1) 屑部小片 35 砥石に利用

46 C58G 11 C58-98-031 陶器
尾張型

山茶闘し系 13C中頃 8.1 4.9 1.6 80 56 
外ー暗灰色

22 2 
小皿 内ー浅緑色

46 D58G 1 1 C日制ー似 石 砥石 (7.0) (3.5) (3.4) 100 24 14 
46 D58G 2 1058一回一ωl 土錘 (2.8) (1.2) (03) 3 褐色-1渚褐色 24 29 
46 D58G 3 IC認-64-029 石 砥石 (6.0) (4.3) (2.4) 74 24 13 
46 D58G 4 058-81-015 陶器 宝章 常滑 (6.1) (5.6) (1.4) 頭部小片 56 主唱し、灰褐色 15 17 
46 D59G 1 1059-∞-ω1 陶器 斐 常滑 1250 -1275 (4.0) (4.5) (1.1) 日縁小片 24 明茶褐色 15 14 
46 D59G 2 1059-02-023 陶器 斐 常滑 (32) (5.5) (1.2) 屑部小片 32 砥石に利用
46 D59G 3 1059-ω-012 陶器 斐 常滑 (1.6) (5.8) (0.9) 屑部小片 10 砥石に利用

46 D59G 4 059-74-002 須恵器 楚 平安 (4.3) (4.1) (1.2) 綱部小片 22 砥石に利用

46 C61G 1 1 9818T∞l 陶器 縁紬小皿 瀬戸菱重 1425前後 (3.1) (3.l) (0.4) 口縁小片 6 暗黄褐色 21 18 
46 C61G 2 19827T-∞i 陶器 平碗 祖p圭.11450iiii 後 (6.6) 5.5) (0.7) 口縁小片 28 茶褐色暗 21 10 
46 C61G 3 1 9827T-∞l 陶器 縁粕小皿 車p葉遣 1425前後 (3.1) (36) (0.5) 口縁小片 5 時賛灰色 鉄手由 21 20 
46 C61G 4 9827T∞l 陶器 揺鉢 瀬戸美謹 1475前後 (3.9) (3.2) (0.7) 口縁小片 8 錆華由 22 16 
46 C62G 1 IC62-25∞l 陶器 受 常滑 (4.4) (6.5) (1.0) 屑部小片 36 砥石に利用 16 30 
46 C62G 2 IC62-25-ωl 陶器 斐 常滑 (8.0) (7.5) (1.3) 胴部小片 100 砥石に利用 16 8 
46 C62G 3 IC62-25岨l地 内耳土器 31.6 27.4 7.6 20 283 黒褐色 3点接合 23 5 
47 C62G 4 C62-39∞l かわらけ 皿 15C -16C 8.2 5.0 2.1 10 9 淡黄褐色 14 33 
47 C62G 5 IC62-39ωl 播鉢 在地産 (72) (6.8) (0.8) 口縁小片 57 日音灰褐色 20 5 
47 C62G 6 IC62-39ωl 内耳土器 (6.0) (8.1) (1.0) 口縁小片 62 鈍い褐色

47 C62G 7 IC62-39-ωl 内耳土器 (35) (8.3) (0.8) 底部小片 64 黒褐色
47 C62G 8 C62-58-∞l 内耳土器 (6.4) (8.0) (0.8) 口縁小片 74 黒褐色 23 1 
47 C62G 9 IC62-58-ωl 内耳土器 (6.4) (86) (1.1) 口縁小片 92 黒褐色 23 2 
47 C62G 10 C62-58ωl 内耳土器 (2.2) (5.l) (0η 口縁小片 19 黒褐色

47 C62G 11 C62-68-ωl 陶器 天目茶碗 捕戸美濃 1450前後 4.4 [1.1J 底部50 15 i炎黒褐色 22 13 
47 C62G 12 C62-68-ωl 陶器 志野皿 瀬戸美濃 1600前後 (2.7) (2.6) (0.6) 口縁小片 5 27 26 
47 C62G 13 C62-68-∞l 内耳土器 (3.0) (5.0) (1.0) 口縁小片 28 黒褐色

47 C62G 14 C62-68∞l 内耳土器 (2.1) (3.1) (09) 口縁小片 12 黒褐色

47 C62G 15 C62-68-ωl 内耳土器 (2.7) (35) (1.0) 口縁小片 13 黒褐色

47 C62G 16 C62-70-∞l 内耳土器 (3.0) (4.5) (1.0) 口縁小片 15 黒褐色
47 D60G 1 1 Dω29鵬 医軸陶器 短頭蓋 P 平安 (4.5) (3.5) (1.0) 屑部小片 23 砥石に利用

47 D60G 2 IDω43-1X11 陶器 宣古耳 常滑 1250 -1275 (39) (22) (1.1) ロ縁小片 19 内茶褐色 15 10 
47 D60G 3 IDω-:>4一回2 石 砥石 (6.3) (2.6) (2.5) 54 24 18 

47 D60G 4 Dω75-010 土錘 (3.2) (1.2) (03) 60 4 
I炎黒灰

24 24 
黄褐色

47 D60G 5 ICωη029 土錘 (3.0) (1.1) (0.3) 50 3 日音灰黄褐色 24 28 
47 D60G 6 IDω-96-010 土錘 (4.0) (1.2) (03) 90 5 黒灰色 24 26 
47 D60G 7 IDω96-011 土錘 (3.7) (1.2) (0.3) 90 5 日音灰色 24 25 
47 D60G 8 Dωー%信仰8 土銭 (3.0) (0.6) (0.3) 25 2 淡賞褐色 24 27 
47 D61G 1 1 D61-16-鵬 土錘 (39) (1.2) (03) 100 5 i炎黄褐色 24 23 
47 D61G 2 1 D6ト17一朗l 石 砥石 (5.4) (42) (2.5) 53 24 15 
47 D61G 3 1061-17附 土錘 (4.3) (1.3) (03) 100 6 淡黄褐色 24 22 
47 D61G 4 1 D6ト17-010 土錘 (4.3) (1.2) (0.3) 100 6 淡黄褐色 24 21 
47 D61G 5 1 D6ト97-即l 陶器 天目茶碗 瀬戸美損 1480 -1610 (3.4) (28) (05) 口縁小片 7 鉄粕 22 14 
47 D61G 6 ID6ト ωl 青磁 皿 12C -13C (22) (1.8) (03) 口縁小片 3 青灰色
47 D61G 7 ID61ωl 灰軸陶器 事主 平安 (37) (42) (0.9) 胴部小片 16 砥石に利用
47 E60G 1 IEω87∞i 青磁 皿 13C後半 (32) (1.8) (0.6) 口縁小片 5 濃青白色 折腰内面に蓮弁文

47 E60G 2 IEω-87-∞i 陶器 斐 常滑 (6.3) (3.4) (1.2) 胴部小片 42 砥石に利用
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1帝国
挿図番号

遺物番号 種別 器種 生産地
法量 (Cm) 遺存率 重量

胎土 色調 備考 図版 番号
遺構番号 口径 底径 器高 (%) w 

47 E60G 3 Eω95-044 陶器 斐 常滑 (4η (4.1) (13) 胴部小片 26 砥石に利用

47 E61G l E6ト04-∞l 陶器 斐 常滑 (54) (4.9) (1.1) 胴部小片 26 砥石に利用

47 E61G 2 E6ト ~-042 青磁 香炉or盤 中世 (2.1) (1.9) (09) 口縁小片 5 日音青灰色
香炉または盤の
口縁部小片

47 E61G 3 E6ト42-∞l 陶器 事主 常滑 (63) (5.6) (0.9) 胴部小片 34 砥石に利用

47 E61G 4 日トω一関8 広口壷 在地産 後期 ? 12.8 [9.0J 口~50 297 鈍い青褐色 22 18 
48 E61G 5 日卜叩ーωi 絢器 斐 常滑 (4.8) (4.9) (0.8) 胴部小片 19 砥石に利用

48 E61G 6 E61-79∞i 陶器 刻文壷 i屋美 12C -13C (5.7) (5.6) (1.2) 屑部小片 46 蓮弁文or袈裟禄文 15 2 
48 E61G 7 E61-81ωl 石 砥石 (8.9) (2.8) (2.4) 67 24 16 

48 E61G 8 E61邸側 陶器 大型袋物
中国
中世前期 (5.7) (7.3) (0.9) 口縁小片 44 日音紫褐色

南部の票

48 E61G 9 E6ト89-022 陶器
瓶子

古瀬戸 13閃-1325 9.0 [1.0J 底部40 54 20 10 
(梅瓶)

48 E61G 10 E6卜90-ωl 陶器 平碗 踊戸美酒 1400目IJ後 (2.5) (40) (0.5) 口縁小片 6 
48 E61G 11 E61-91ωl 石 砥石 (76) 6.0 (1.9) 54 24 17 
48 E62G 1 IE62-05-021 内耳土器 (54) (9η (1.0) 口縁小片 61 黒褐色 23 6 
48 E62G 2 E62-30-019 陶器 斐 常滑 (4.1) (6η (1.1) 胴部小片 30 砥石に利用

48 E62G 3 E62-40∞l 陶器
高台付

常滑 -1250 10.0 [50J 底部25 156 暗茶褐色 18 9 
片口鉢

48 E62G 4 E62-40∞l 石 砥石 (16.5) (4.0) (4.3) 200 24 11 
48 E62G 5 E62-41∞l 陶器 折縁皿 瀬戸美捜 1480 -1505 (2.4) (2η (0.6) 口縁小片 4 21 32 
48 E62G 6 E62-42-∞l 陶器 折縁皿 高p美謹 1480 -1505 口縁小片 3 柿手由 21 33 
48 E62G 7 E臼-42-∞l 石 砥石 (3.4) (3.5) (1.2) 20 24 20 
48 E62G 8 E62-52∞l 内耳土器 (5.5) (6.8) (0.7) 口縁小片 65 黒褐色 23 3 
48 F60G 1 I Fω28-ωi 陶器 曹E 常滑 6.6) (6.8) (1.2) 胴部小片 65 砥石に利用 16 27 
48 F60G 2 481-∞l 陶器 曹E 常滑 (5.2) (8.1) (1.3) 胴部小片 87 砥石に利用

48 F60G 3 Fω-42-ωl 内耳土器 (4.5) (6.9) (0.6) 口縁小片 33 鈍い淡黒褐色

48 F60G 4 Fω49∞l 陶器 事主 常滑 (5.5) (6.0) (1.0) 胴部小片 46 砥石に利用 16 25 

48 F60G 5 Fω一日一∞l
灰粕
瓶 平安 (4.3) (4.0) (0.8) 胴部小片 25 砥石に利用

陶器

48 F60G 6 Fω-64-006 陶器
高台付

常滑 1150 -1175 (3.7) (3.5) (06) 口縁小片 11 灰色 18 6 
片口鉢

48 F60G 7 Fω-64-∞l 陶器 瓶子町壷つ 時期不明 (55) (8.2) (09) 腕部小片 40 砥石に利用

48 F60G 8 Fω-65-∞4 陶器 受 常滑 (4.1) (6.7) (1.2) 胴部小片 45 砥石に利用 16 28 
48 F60G 9 Fω75ωl 陶器 斐 常滑 (6.6) (7.6) (1.3) 胴部小片 70 明茶褐色 砥石に利用 16 26 
48 F60G 10 Fω87∞l 青磁 香炉 中世 3.4 [1.2J 底部70 13 青灰色 千鳥の香炉の底部 巻530 
48 F61G 1 I F6ト似一∞l 陶器 折縁皿 調p要理 1480 -1505 (40) (4.6) (06) 口縁小片 14 褐色 柿粕 21 34 
48 F61G 2 同ト36-∞l 陶器 受 常滑 1275 -13∞ (36) (3.4) (1.1) 口縁小片 19 黄緑色 15 15 

48 F61G 3 同ト39-∞i 陶器
卸目付

高戸美謹 1475 (35) (29) (0.8) 口縁小片 10 重郎、黄緑色 22 10 
大皿

48 F61G 4 同ト40-∞i 陶器 片口鉢 常滑 13∞-14∞ (2.8) (2.9) (0.9) 口縁小片 9 淡青灰色 19 4 
48 F61G 5 F61-41-051 内耳土器 (3.1) (64) (1.0) 口縁小片 26 黒褐色 23 9 
48 F61G 6 F61-48∞l 陶器 片口鉢 常滑 (6.7) (8.0) (1.0) 底部小片 72 童心、茶褐色

49 F61G 7 IF61-49-ωl 白磁 血 13C後半 14.2 7.8 [22J 口縁8 9 青灰白色 ロハゲ 巻524 
49 F61G 8 F61一切-019 陶器 卸皿 瀬戸菱重 1375 -1475 5.0 [1.1J 底部1∞ 59 鈍し、黄灰色 22 8 
49 F61G 9 IF6卜問一回7 陶器 斐 常滑 (58) (4.4) (1.0) 胴音レト片 31 砥石に利用 16 11 
49 F61G 10 F61-59∞l 陶器 斐 常滑 (4.7) (7.2) (1.0) 胴部小片 51 砥石に利用 16 31 
49 F61G 11 F61ωω8 白磁 碗or皿つ 12C桂半-13C 5.0 [1.0J 底部小片 17 内面花文 巻517 
49 F61G 12 F6トη-011 陶器 片口鉢 常滑 1220 -1250 (5.2) (4.6) (0.9) 口縁小片 37 鈍いi克茶褐色 19 2 
49 F61G 13 F6トη-014須恵器 斐 平安 (6.2) (7.8) (1.0) 胴部小片 47 砥石に利用

49 F61G 14 F61位回目 陶器 盤類 古瀬戸 1375 -1475 8.2 [1.6J 底部小片 77 砥石に利用

49 F61G 15 9838T-∞l 陶器 平碗 植p美謹 1425 (28) (53) (05) 口縁ノト片 10 i主黄緑色 21 7 
49 F61G 16 9840T-∞l 陶器 縁粕小皿 高p美農 1425 -1475 5.2 [1.2J 底部100 60 21 26 
49 F61G 17 9837T-∞l 陶器 折縁深皿 高p菱重 1350前後 (2.3) (3.0) (0.6) 口縁小片 7 21 29 
49 F61G 18 9836T-ωl 陶器 盤類 瀬戸菱重 1375 -1425 (2.5) (5.5) (1.9) 底部小片 22 22 4 
49 F61G 19 984lT∞l 白磁 四耳壷 13C 12品 [2.3J 口縁ノト片 12 暗灰白色 玉縁口縁 巻527 

49 G61G 1 1G61四国l他 陶器
f雷鉢型

瀬戸美濃 1450前後 17.8 [5.5J 口縁10 28 583-1と接合 22 7 
小鉢

49 G61G 2 1G61四国l他 陶器 片口鉢 常滑 14∞-1450 (9η (14.0) (1.0) 口縁小片 231 茶褐色~黒褐色 3点接合 19 7 
49 G61G 3 19832T-∞l 陶器 斐 常滑 (44) (4.3) (13) 胴部小片 31 砥石に利用

49 G61G 4 1459B-∞l 白磁 皿 14C前半 5.2 [1.7J 底部60 38 明緑灰色
ロハゲ皿内面体部

巻522 
と底部の境に沈線

49 G61G 5 19834T∞l 陶器 平碗 瀬戸美農 1375 -14∞ (3.6) (3.1) (0.5) 日縁小片 6 淡黄緑色 砥石に利用

49 G61G 6 19834T∞l 陶器 縁紬小皿 瀬戸美担 1425前後 (2.7) (2.8) (0.5) 日縁小片 4 茶褐色 21 21 
49 G61G 7 19834Tωl 陶器 縁紬小皿 調戸美謹 1450前後 (3.5) (2.7) (0.4) 口縁小片 5 黄褐色 縁紬 21 25 
49 G61G 8 19835T∞l 陶器 斐 常滑 (3.6) (2.1) (1.1) 胴部小片 10 砥石に利用
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第10表近世の出土遺物観察表(陶器類) (第51図)

挿図 番号 造物番号 種目リ 器種 生産地 時期
法畳 (cm) 残存率 重量

胎土 色調 備考 図版番号
口径底径器高 (%) (g) 

51 1 E62-35 陶器 天目茶碗 融p美揖 畳窯1-2期 1610 -1650 (5.3) (5.6) (0.5) 体部小片 24 暗黄灰色 鉄紬 27 28 

51 2 E62-40 陶器 天目茶碗 甑戸美重 畳窯1-2期 1610 -1650 (4.0) (3.6) (0.5) 口縁小片 8 H音黄灰色 柿粕 27 29 

51 3 F61-36 陶器 天日茶碗 画p美重 畳窯5-6期 17ω-1750 (4η (3.3) (0.4) 口縁小片 10 黒褐色 鉄車曲 27 30 
51 4 148-001 陶器 碗類 志戸呂 近世 17C (4.0) (4.0) [3.8] 口縁小片 10 密 黒褐色

51 5 9835T 陶器 丸皿 繭戸美轟 萱窯1-2期 1610 -1650 (2.7) (32) (0.5) 口縁小片 6 淡黄緑色 27 20 

51 6 E61-44 陶器 丸皿 調p美置 畳窯1-2期 1610 -1650 (2.8) (2.1) (0.5) 口縁小片 4 暗浅黄緑色 27 19 
折縁

微砂 口縁緑色灰利
51 7 285-082 陶器 (灰紬) 車戸菱重 畳窯1-2期 1610 -1650 12.8 7.0 22 20 27 鈍い黄灰色 27 21 

鉄絵皿
粒 内底面鉄絵

折縁
51 8 D61-97 陶器 (灰紬) 横戸美車 畳窯1-2期 1610 -1650 (3.0) (3.5) (0.6) 口縁小片 7 暗黄灰色 27 23 

鉄絵皿

折縁
51 9 D61-98 陶器 (灰粕) 瀬戸菱重 畳窯1-2期 1610 -1650 (2.8) (5.4) (0.5) 口縁小片 14 暗黄灰色 27 22 

鉄絵皿

51 10 F61-51 陶器 灰相、皿 調戸菱車 近世 (4.0) (4.0) [3.8] 口縁小片 10 密 黒褐色

51 II D61-46 陶器 輪ハゲ皿 調p妻揖 畳窯1-2期 1610 -1650 (3.5) (39) (05) 口縁小片 9 暗賞灰色 27 16 

51 12 C62-25 陶器 輪ハゲ皿 画p美握 畳窯1-2期 1610 -1650 (3.5) (35) (0.5) 口縁小片 8 暗黄灰色 27 18 
51 13 E61-22 陶器 志野銑絵皿 踊p葉揖 受窯1期 17C初 (2.6) (3.1) (0.5) 口縁小片 5 暗黄灰色 27 24 

51 14 E62-40 陶器 志野丸皿 調p美麗 畳窯1-2期 1610 -1650 (2.5) (3η (0.5) 口縁小片 7 暗黄灰色 27 25 

51 15 C62-58 陶器 志野皿 車戸美檀 畳窯1-2期 1610 -1650 (2.6) 。2) (0.5) 口縁小片 4 暗黄灰色 27 26 

51 16 E61-70 陶器 輪ハゲ皿 題戸美濃 畳窯1-2期 1610 -1650 口縁小片 8 27 17 

51 17 520∞l他 陶器 皿 志戸呂 近世 17C 10.9 5.3 2.3 40 47 黒茶褐色 5点接合 27 27 

51 18 285-037 陶器 灯明皿 美濃 近世 後期 4.5 [1.0] 底部80 35 密 内一茶色

51 19 E62-40 陶器 灯明皿 志戸日 近世 18C 11.5 5.7 2.3 30 33 E62-40-1と同一

51 20 F61-48 陶器 播鉢 近世 体部小片 46 砥石に利用

51 21 285-163 陶器 指鉢 構戸美麗 登窯6期 1725 -1750 (3.0) (4.9) (0.9) 口縁小片 16 
黒褐色

鉄手曲 27 31 
茶色まだら

51 22 D60-18 陶器 鉄軍由壷 横戸美麗 近世 口縁小片 15 黒褐色

51 23 285-121 陶器 鉄粕香炉 踊p美揖 近世 (2.5) (5.1) (0η 口縁小片 17 密 暗こげ茶
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第11表 遺構及びグリッド出土の中近世銭貨観察表(図版26)

図版 番号
位置 遺構

銭貨名
重量 外縁外径 外縁内径 内縁外径 内縁内径 外縁厚 内縁厚

備考
(グリッド) 番号 (g) (m) (m) (m) (m) (m) (m) 

26 l 148 445 寛永通賓 2.97 24.6 20.0 6.8 6.0 1.5 1.0 

26 2 425B 108 寛永通貨 2.10 20.5 21.0 1.1 1.0 

26 3 448 l 冗祐通賓 1.61 23.0 19.0 7.0 6.0 1.0 0.5 約3/4
26 4 505 2 冗祐通賓 2.80 24.4 20.0 9.0 7.0 1.0 0.5 
26 5 520 l 寛永通賓 5.13 28.0 21.0 8.0 6.0 1.3 1.0 
26 6 520 l 寛永通賓 2.66 24.5 20.0 7.0 6.0 0.7 0.5 
26 7 520 l 寛永通賓 1.48 22.6 18.0 6.0 4.0 0.5 0.4 
26 8 D60-28 8 寛永通賓 2.29 22.4 19.0 8.0 6.0 0.8 0.4 

26 9 D60-43 l 寛永通賓 2.48 23.0 19.0 8.0 6.0 1.0 ? 

26 10 D60-54 l 寛永通貨 2.64 24.1 19.6 7.0 6.0 0.7 0.5 

26 11 D61 I 寛永通貨 2.62 25.1 20.0 7.0 6.0 1.1 0.5 
26 12 D61-56 2 永祭通賓 2.99 24.3 21.0 8.0 6.0 1.0 0.5 
26 13 D61-56 2 淳化冗賓 2.09 22.0 18.0 8.0 6.0 0.9 0.5 

26 14 D61-56 2 13.13 25.0 20.0 8.0 6.0 4枚結合(両面ともに裏面)

26 15 E61-54 l 不明 3.54 24.8 20.0 6.0 5.0 1.0 0.5 

26 16 E61-97 l 寛永通賓 3.56 24.0 19.0 7.0 6.0 0.9 0.5 
26 17 E62-35 9 寛永通寅 2.29 22.7 18.0 8.0 6.0 0.9 0.5 
26 18 F60-63 l 寛永通資 2.12 23.0 18.0 8.0 6.0 0.7 0.4 

26 19 F60-74 4 寛永通賓 2.18 21.7 16.0 7.0 6.0 0.7 0.4 
26 20 F60-92 6 不明 3.65 23.4 18.0 8.0 6.0 1.45 0.7 
26 21 F61-41 l 寛永通費 2.23 24.2 20.0 8.0 6.0 0.8 0.5 
26 22 F61-81 I 寛永通賓 1.34 23.5 18.0 8.0 6.0 1.2 0.6 約1/2~ij

26 23 F60-94 I 寛永通費 1.57 22.5 18.0 8.0 6.0 0.7 0.4 

26 24-1 9819T 3 !~，~寧7じ賓 5.95 24.5 22.0 8.0 6.0 2枚結合(写真表)

26 24-2 9819T 3 開冗通費 24.0 20.0 8.0 6.0 3枚結合(写真裏)

26 25 9819T 3 冗祐通貨 2.64 24.0 20.0 9.0 7.0 1.0 0.5 
26 26 9844T I 寛永通賓 2.41 22.4 18.0 8.0 6.0 0.8 0.4 

第12表 441号集石遺構出土の近世銭貨観察表 (図版27)

図版 番号
位置 遺構

銭貨名
重量 外縁外径 外縁内径 内縁外径 内縁内径 外縁厚 内縁厚

備考
(グリッド) 番号 (g) (m) (m) (m) (m) (m) (m) 

27 l 441 35 寛永通賓 2.39 23.0 19.0 8.0 6.0 0.8 0.4 

27 2 441 49 寛永通賓 2.89 23.0 18.0 8.0 6.0 0.9 0.5 
27 3 441 50 寛永通賓 3.04 24.0 20.0 8 6 1.0 0.5 

27 4 441 58 寛永通賓 2.48 23.8 19.0 8.0 6.0 0.8 0.4 

27 5 441 63 寛永通賓 2.24 22.5 18.0 8.0 6.0 0.7 0.4 

27 6 441 62 寛永通賓 3.27 24.1 19.0 8.0 6.0 1.0 0.5 

27 7 441 70 寛永通賓 1.32 23.4 19.0 8.0 6，0 0.5 0.3 
27 8 441 83 寛永通賓 2.34 24.0 19.0 8.0 6，0 0.5 0.3 

27 9 441 86 寛永通費 3.22 23.7 19.0 8.0 6，0 0.8 0.4 

27 10 441 91 寛永通賓 1.84 22.5 19.0 9.0 7.0 0.8 0.4 
27 11 441 92 寛永通費 2.76 23.0 19，0 8，0 6.0 0.8 0.4 

27 12 441 94 寛永通賓 2.56 24.5 19.0 8.0 6.0 0.8 0.4 

27 13 441 96 寛永通貨 2.69 24.0 19.0 8.0 6.0 0.8 0.4 
27 14 441 99 寛永通賓 2.38 23.8 19.0 8.0 6.0 0.7 0.4 

27 15 441 97 文久永賓 3.43 26.4 20.0 9.0 7.0 1.0 0.5 
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第13表 かわらけ集計表 第15表渥美製品集計表

12C 13C 13C前 13C前 13C中 13C 15C 時期 割合
後半 前半 半~ 半~ 頃~ 後半

13C 計
不明
合計 (%) 

中頃 後半 後半 16C 
碗 17 25 6 25 19 92 52 144 50.2 
皿 i 62 5 2 3 73 27 100 34.8 

12C 
12 - 13C 

計
割合

13C 後半 (%) 

片口鉢 l l 5.6 

刻文壷 2 2 11.1 
不明 。43 43 15.0 軍古Z 5 5 27.7 
富十 18 62 25 6 30 2 19 3 165 122 287 100.0 凸帯蓮弁文壷 l 5.6 
割合
10.9 37.6 15.2 3.6 18.2 1.2 11.5 1.8 100.0 (%) 

瓶子 5.6 

望E 8 8 44.4 

第14表貿易陶磁器集計表 3 14 18 

割合 (%) 16.7 77.8 5.5 100.0 

12C 
12(-12C陸宇 13C 13C 

13C 
13C併
14C 言↑

時期
iロb幅三ロiレ割合

13C -13C 前半 後半 -14C 不明 (%) 

碗 17 2 14 331 12 451 52.3 
皿 2 2 6 I1 12 121 13.9 
香炉 。 I1 1.2 

T磁f香炉盤or 。 I1 1.2 

第16表常滑製品集計表
5 5-6a 6a 6a -曲

6b型
7-8 8 9 10 11 

'it 
時期
合計
割合

型式 型式 型式 型式型式型式 型式 型式型式 型式 型式 不明 (%) 

袋物 。 I1 1.2 1150 1150 1220 1220 1250 1250 1275 13ω 1350 1400 1450 15∞ 
不明 。2 21 2.3 ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 
計 21 17 2 8 15 I1 45 171 62 72.1 1175 1250 1250 1275 1275 13ω 13∞ 14∞ 14∞ 1450 15∞ 1550 
碗 I1 1.2 
碗or I1 1.2 皿つ

高台付
1 1 11 4 16 16 1 5.1 

片口鉢

片口鉢 3 2 l 7 l 31 19 161 35 11.1 

磁白 皿鉢
4 4 41 4.6 

I1 1.2 
瓶の蓋 。6 61 6.9 
四耳壷 5 5 51 5.8 

3 。5 4 12 61 18 20.9 
背磁白 合子皿蓋

2 2 21 2.3 
I1 1.2 

3 3 31 3.5 
そ黄軸量能量 2 2 21 2.3 

揺鉢 。 1 1 0.3 

鉢 。 21 0.6 

斐 l 51253 258 81.6 
官軍 l 3 4 1 1.3 
合計(1) 11 12 5 3 2 8 31 41 275 316 l∞o 
合計(2) 17 8 9 31100 
割合
2.44 29.3 12.2 2.44 7.3 7.3 2.44 4.9 2.44 19.5 2.44 7.3 l∞ (%) 

の大型襲物 。 I1 1.2 
他 計 2 2 31 3.5 

割合
2.4 41.5 19.5 7.3 22.0 7.3 100 (%) 

合計(1) 3 21 20 2 8 71 19 I1 62 241 86 l目).0
合計 (2) 3 22 171 19 I1 62 
割合1(%) 481 3.21 32.3 3.21 12.91 11.3 30.7 1.611∞o 
割合2(%) 4.8 35.5 27.4 30.7 1.611∞D 

第17表 瀬戸美濃製品集計表

卜¥
即j 中 中 中 f圭 後 後 後 後 Nf，圭 後 後 後 後: 大後 大 窯チ♀ 大 大 大 大 書l 登 登若草 合
回 I I I E W W 黛W 書提 窯 窯 窯 黛

H W I E 凹 古E 1 4 4 言十 合
1 

古 者~fr 2期 l 4 1 W E E E W 2 前 後 j2 羽期 期 期 期 期 知] 期 期 期 期 i 期 期 期 期 期 l 期 J羽 期 期 期 害事 % 期 言十

1250 13∞ 1315 1350 1375 1375 1375 14∞ 1425 1425 1425 1440 1475 1375 1450 1480 1480 1590 凶∞ 1590 1480 17C初
1610 

日ω 1325 前提 前1ま 前陸 14∞ 1425 前桂 前佳 1450 1475 14白 前桂 1475 15ω 1530 15ω 凶∞ 前韓 1610 1610 l配50
天目茶碗 l l 3 61 2.8 2 8 
灰紬平椀 I1 0.5 
平碗 2 6 12 8 14 42 19.7 42 
志野小碗 01 0.0 
小計 2 6 12 B 。15 。43 20.2 44 

縁紬小皿 7 7 12 4 30 14.1 30 
端反皿 2 31 1.4 3 
丸皿 01 0.0 5 5 
皿 1 1 0.5 
灰紬皿 01 0.0 2 2 
折縁皿 3 31 1.4 3 
志野丸皿 01 0.0 19 19 
志野皿 4 4 1.9 3 7 
志野鉄絵皿 01 0.0 4 4 
折掃(灰軸)控絵皿 。。。 4 4 
韓ハゲ皿 01 0.0 4 4 
小計 7 7 12 4 2 3 4 41 1 19.2 4 37 82 

盤類 19 2 21 1 9.9 21 
折縁探皿 2 51 2.3 5 
卸日付大皿 1 1 0.5 
小計 l 19 2 2 271 12.7 27 

卸皿 21 0.9 2 
底卸目皿 2 21 0.9 2 
小計 2 4 1.9 4 

碗形鉢 l 0.5 
揺鉢型小鉢 5 51 2.3 5 
小計 5 61 2.8 6 

播鉢 15 181 8.5 18 
鉄柚播鉢 4 51 2.3 5 
錆紬揺鉢 8 3 111 5.2 II 
小計 15 13 5 34 1 16.0 34 

瓶子 21 0.9 2 
t王子(梅寵) 5 l 2 5 131 6.1 13 
祖母懐茶室 33 331 15.5 33 
小壷小眠 1 1 0.5 
徳利 1 1 0.5 
小計 5 2 6 35 50 1 23.5 50 

燭台 11 0.5 
尊式花臨 11 0.5 
，)、百十 l 21 0.9 2 

合計(1) I 5 3 7 19 9 21 7 26 20 25 13 2 3 4 431 213 5 39 1 257 
合計(司 8 136 13 54 213 
割合(1)也 0.5 2.31 1.4 0.5 0.5 1 3.3 1 8.9 1 4.2 1 9.81 0.51 3.3 1 12.2 1 9.4 1 11.7 6.1 0.9 1 0.5 1 1.4 1 1.9 1 0.5 1 20.2 1∞o 
割合(2)% 0.5 3.7 0.5 63.9 6.1 25.4 1∞o 
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第18表 中世陶磁器遺跡全体組成表

中世 近世

12 12 12 12 12 12 13 13 13 13 13 13 13 14 14 14 14 14 14 14 15 15 15 15 15 15 16 16 時 tr 割 17 I 1 
C C C C C C C C C C C 6 

時 C C C 後 後 C 中 末 末 I 

中
C 後 中 C 前 前 中 C 後 C C C 

C 中
半 半 C C C 頃 C 期 合 。

C 半 半 半 頃 C 半 17 17 
百十

( 
C 1 計

後 13 前 後 西t 中 後 15 15 首t 中 後 16 前 不 1 
期 後 13 C C 16 C C C 6 

13 C 中 後 fま 14 15 
前 後 中 初 初 % 5 

半 半 代 CIC 中 半 頃 半 半 半 代 C 半 頃 半 代 C 半 半 半 頃 半 C 頃 め 半 め 明 計 ) 初 。
碗 17 お 6 25 19 921 52 144 15.7 
七、
ゎ皿 62 51 2 731 27 l∞ 10.9 
; 不明 01 43 431 4.7 

18 62 お 61 30 21 19 3 165 122 287 312 

碗 17 14 331 12 451 4.9 

青皿 2 2 12 121 13 

磁その他 01 5 51 0.5 

21 17 2 8 15 451 17 621 6.7 

碗 11 0 11 0.1 

白皿 。 4 5 51 0.5 

磁その他 b 61 6 121 13 

01 5 4 121 6 181 2.0 

皿 2 21 0.2 

青白 合子査 l I1 0.1 

磁計 3 31 0.3 

黄軸鉄
2 2 21 0.2 

そ絵抗

の大型装物
{由

01 I I1 0.1 

百十 2 21 I 31 0.3 

計 31 2 20 2 81 7 19 l 621 24 861 9.3 

片日韓 I1 0.1 

美i屋
量I臨干 31 6 9 91 10 

蔓 8 8 81 0.9 

31 14 18 181 2.0 

片口幹 111 5 4 21 I 7 351 16 511 5.5 

常滑
斐 ・ワ4 。 51253 258 28.0 

その他 。 I1 6 71 0.8 

計 121 5 I1 0 7 21 I 01 8 。 3 411275 316 34.3 
五n匝 6 61 0.7 21 2 

平碗額 2 151 18 81 0 。 43 431 4.7 

皿類 71 19 4 3 71 41 411 4.5 41 37 41 

盤類 191 2 3 27 271 2.9 

瀬却皿額 2 4 41 0.4 

長濃 小綿 5 6 61 0.7 

措幹額 15 131 5 I1 34 341 3.7 

瓶子 6 2 15 151 16 

査類 35 351 3.8 

そó')j~ l 2 21 0.2 

81 I 191 25 301 34 20 161 43 81213 213 23.2 51 39 44 

合計① 11 18 61 16 20 I 12 691 25 71 30 191 26 191 8 81 3 I1 19 251 38 341 21 31 16 431 3 81499 421 920 !日)，0 51 39 44 

合計② 25 36 12 176 19 20 44 93 19 54 499 

合計③ 61 12 195 20 45 93 19 54 499 

比率①
0.20 3.61 120 3.21 4.01 2.40 13.83 5.01 140 6.01 3.81 5.21 3.81 160 0.20 160 0.60 0.20 3.81 5.01 7.62 6.81 4.21 0.60 3.21 8.62 0.60 160 100.∞ (%) 

比率②
5.01 7.21 2.40 35.27 3.81 4.01 0.20 8.82 18.64 3.81 10.82 l∞∞ (%) 

比率③
12.22 2.40 39.08 4.01 9.02 18.64 3.81 10.82 l世)加(%) 
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第52図 かわらけ 出土分布図
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第53図 貿易陶磁出土分布図
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第54図 渥美出土分布図
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第55図 常滑出土分布図
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第56図 瀬戸美濃出土分布図
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第19表 陶磁器・かわらけ類 地区別・種類別出土表

l 2 3 4 5 6 

居館地区
607号台地整形区画 003号溝状遺構 148号溝状遺構 292号方形周溝区画墓 地下式坑・土坑・
周辺地区 南側地区 周辺地区 地区 i草状遺構群地区

dロh雪ロ↓1 
(白859m59)( C6162 ) (D60E60) (閃162m162)(DM  (問~位制~62)
大グリッド地区 大グリッド地区 大グリッド地区 大グリッド地区 グリッド地区 大グリッド地区

か 出土数 269 3 3 3 6 3 287 
わ
ら
割合 94% 1% 1% 1% 3% 1% 100% け

貿磁易陶
出土数 32 。 12 10 13 17 84 

割合 38.1% 。% 14.3% 11.9% 15.5% 20.2% 100% 

i美屋
出土数 6 。 。 2 6 4 18 

割合 33.3% 0% 。% 11.1% 33.3% 22.3% 100% 

常
出土数 47 16 23 50 22 155 313 

滑
割合 15% 5.1% 7.4% 16% 7% 49.5% 100% 

瀬 出土数 20 16 15 10 3 146 210 

戸美濃
割合 9.5% 7.6% 7.2% 4.8% 1.4% 69.5% 100% 

d計ロh 
出土数 374 35 53 75 50 325 912 

割合 41% 3.8% 5.8% 8.2% 5.5% 35.7% 100% 
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写真図版



調査前風景

居館跡北西地区

001号溝状遺構
1号掘立柱建物跡

居館跡南西地区

001号・ 120号溝状遺構，
ピット群



居館跡

001号 ・120号溝状遺構，
ピット群

001号溝状遺構



居館跡南東地区

2号~6号

掘立柱建物跡， ピット群

居館跡北東地区

238号溝状遺構， ピット群





南側遺物出土状況

主体部(士坑墓)
検出状況

(土坑埋土木棺跡)
出土遺物

292号方形周溝区画墓
主体部(土坑墓)遺物出土状況



(白磁碗を取上げた後)

北側

遺物出土状況

(鏡を取上げた後)

(鏡の下の白磁碗)

292号方形周溝区画墓
主体部 (土坑墓)遺物出土状況

主体部
完掘状況



002号・ 003号溝状遺構全景

002号 .003号溝状遺構断面

003号溝状遺構完掘状況
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北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 ロ1

思おも井い堀ほりノう内ち遺いせ跡き 千ちぱ葉け県ん流ながれ山や市まし
220 40 35度 139度 Hll. 2. 1 ~ 7.731ぱ 土地区画整理事業に

思おも井いあ字ざ堀!まりノのっ内ち 50分 54分 3.26 伴う埋蔵文化財調査

523-1 ほか
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思井堀ノ内 居館 中世 居館跡l掘立柱建物跡 6 かわらけ碗・皿， 鎌倉時代(13世紀中頃~
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土坑 59基
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